
        
            
                
            
        

    

































今日から俺はロリのヒモ！ 3








暁雪





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ロリヒモ宣せん誓せい







　宣誓！




　我々はロリのヒモマンシップにのっとり！




　正々堂々ロリたちと遊び！




　専属メイドへのセクハラをたしなみ！




　自じ堕だ落らくな生活を思う存分、満喫することを誓います！




　ロリのヒモ代表──天てん堂どうハル。










「──わたしと駆け落ちしてください！」




　七月──じゃない、もう八月一日か。

　まあ、とにかく夏である。

　窓の外は雲ひとつない快晴。

　今日も猛暑になることをひしひしと予感させる、朝っぱら。二階のリビングにて。

　制服に身を包んだ女子小学生が、真っ赤な顔でとんでもないことを言ってきた。

　二に条じよう藤とう花か。億単位の金を平然と動かす、スーパーお嬢さまである。

　そして俺、天てん堂どうハルは、彼女のヒモをやっている。

　だから藤花のお願いなら、どんなことでも聞くのはやぶさかじゃないのだが……。

　さすがにこれは、気軽に返事をすることができなかった。

　というか、単純に思考が追いつかない。

　なにしろついさっきまで、徹夜で漫画を描いていたのだ。

　睡眠不足の頭で、処理しきれる言葉ではなかった。

　なので、とりあえず聞き返すことにした。聞き間違いの可能性もあるからな。

「ごめん、もう一回言ってもらっていい？」

「わたしと、駆け落ちしてください」

　強い意志がこもった瞳をこちらに向け、藤花ははっきりとそう言った。

　聞き間違いじゃなかったようだ……。

　冗談を言っている雰囲気でもない。

　手にしている大きなカバンがそれを如によ実じつに示していた。

　頭をかいて、小さく息をつく。

「えーと、駆け落ちって、なんでまたそんな急に？」

　できる限り落ち着いたトーンで訊たずねた。

　だが、悠長に構えている余裕はないようで……。

「すいません。詳しい説明はあとでします。あまり時間がないんです」

　申し訳なさそうに眉まゆ根ねを寄せ、藤花は早口で言った。

　そして、泣きそうな顔で懇こん願がんしてくる。

「ですからいまはなにも聞かず、わたしについてきてくれませんか……？」

「わかった」

　俺はなにも考えずに即答した。ほとんど条件反射に近いレベル。

　なぜなら俺は、ロリのヒモ。主な業務はロリを笑顔にすることである。

　ここで断ったら藤とう花かが悲しむ。受け入れたら喜んでくれる。

　それが明確なら、悩む余地なんてないよね。

「ありがとうございますっ！」

　ぱあっと輝くような笑みを浮かべる藤花。

　もうこの時点で、正しい選択をしたと確信できた。

「あと五分くらいでタクシーが来ますので、それまでにご準備をお願いします」

「りょーかい」

　藤花の荷物からして、遠出することは間違いないだろう。

　逆に言うと、わかっているのはそれだけ。

　場所も日程もわからない状態での旅たび支じ度たく。しかも使える時間は三百秒……。

　まあ、余裕だな。

　藤花の財力なら、必要なものは現地で買えるだろうし。

　三階の自室に戻り、さっと着替えを済ませた。Ｔシャツにジーパンという無難な格好。

　それからスマホと財布をポケットに突っこみ、できたての原稿、筆記用具、スケッチブックをカバンに入れる。この世にひとつしかない原稿がメインで、あとはおまけみたいなもんだ。ちなみに財布の中身は数万円。むろん藤花からのお小遣いである。

　ともあれ、準備完了。タイムは三分ってところか。

　二階で待っていた藤花のもとに戻り、一緒に玄関を出る。

　ちょうどタクシーが来たところだ。

　荷物を持ったまま乗りこみ、後部座席に並んで座った。

「東とう京きよう駅までお願いします」

　還かん暦れきは越えてそうな白髪たっぷりの運転手さんに、藤花が行き先を告げる。

「はい、かしこまりました」

　子どもだからと侮あなどることなく、運転手さんは丁寧に返事をした。

　タクシーがゆるやかに発進する。

　数十メートル走り、最初の交差点を左折した。

　そろそろ事情を訊きいてもいいだろう。

　そう思って口を開こうとしたら、そのまえに運転手さんが話しかけてきた。

「兄妹きようだいでご旅行ですか？」

　やわらかな口調。

　ルームミラーには、孫を慈いつくしむおじいちゃんのような微笑ほほえみが映っていた。

　それに対して、藤花もにこやかに応じる。

「いえ、駆け落ちです」

　噴ふいた。

　──ちょ、藤とう花かちゃん！　もうすこし言葉を選んで！　誤解を招かれたら致命的だから！　行き先が警察署に変わっちゃうから！

「へ、へえー、それはいいですね」

　運転手さんは引きつった笑みでそう返した。

　いや、よくはないだろ。

　それだけ動揺しているのかもしれないが、そこは大人として止めるべきだ。

　あー、でも、あれか。冗談だと思われたのか。

　そうだよな。これを鵜う吞のみにするほうが一般的にはおかしいし。

　いやはや、良識ある運転手さんでよかったよ。下へ手たしたら社会的に事故ってた。

「それとわたしたち、兄妹きようだいではありませんよ」

「あ、そうなんですか？」

「はい」

　意外そうな運転手さんに、藤花はくすりと微笑ほほえんで訂正する。

「先生はわたしのヒモです」

「…………」

　絶句する運転手さん。赤信号で停止すると、ミラー越しに俺をにらんできた。

　乗客に対してその態度はいかがなものか？

　と、もの申したいところではあったが、どう考えても社会的な正義はあちらにある。

　俺は無言で目をそらした。

　これに関しては誤解でもなんでもないからな。言い訳の余地はねえ……。

　信号が青に変わり、タクシーがまた走り出す。

　不自然な方向転換はしてないので、行き先はまだ東とう京きよう駅のままだろう。たぶん。

　しかしだからといって、安あん堵どできる空気でもない。気まずい沈黙が続いた。

　……とりあえず、なにかべつの話題を出そう。

　悲しいすれ違いを防ぐためにも、疑問をひとつずつ解消しよう。

　ドキドキする心臓をなだめるよう深く呼吸して、俺は今度こそ口を開く。

「えーと、藤花。ちょっと訊きいてもいい？」

「はい、なんでしょう？」

「駆け落ちの意味って知ってる？」

　いろいろ訊きたいことはあったが、まずはこれを確認しておきたかった。

　藤花は小学生とは思えないくらい、優れた頭脳を持っている。

　しかし、それでもやっぱり小学生だ。知識に偏かたよりがある。

　だから、『駆け落ち』の意味を勘違いしているのではないかと思った。

　きょとんと小首をかしげて、藤とう花かが答える。

「若い男女が衝動的に遠出することですよね？」

「……まあ、おおむねそんな感じなんだけど」

　それだけだと言葉足らずというか、一番重要なところが抜けている。

「正確には若い男女じゃなくて、親に結婚を認めてもらえない男女だな」

「え、そうなんですか？」

「ああ。つまり駆け落ちってのは、結ばれるためにするんだよ」

「ええっ!?」

　やはり知らなかったようで、藤花は大きな瞳をまんまるにして驚いた。

　ある意味ほっとする。

　もし正しく理解したうえで使っていたら、どうしていいかわからなかった。

「つまり、わたしと先生はもう結婚しているも同然ってことですか!?」

　顔を真っ赤にして藤花が叫ぶ。

　……ずいぶんとまた、アクロバティックな解釈ですね。

　かなり狼ろう狽ばいした様子だが、どことなく嬉うれしそうにも見えた。

　年頃の女の子だけあって、『結婚』というワードに憧れがあるのかもしれない。

「せ、先生のお嫁さん……わ、わたしに務まるでしょうか!?」

「落ち着け」

　両手をほっぺたにやってわたわたする藤花に、俺は苦笑してツッコんだ。

「そもそもこれ、駆け落ちじゃないから」

「え？　……じゃあわたしたち、いったいなにをしようとしてるんですか？」

「……まあ、ふつうに旅行でいいんじゃないか」

　運転手さんの心証をよくするために、ひとまずそういうことにしておいた。

「で、目的地はどこなの？　東とう京きよう駅からさらに移動するんだよね？」

「はい、新幹線で大おお阪さかに行きます」

「へえー、なにしに？」

「仕事ですね。とある会合に出席します」

　ってことは、旅行というより地方出張だな。

「ひとりで関西に行くのはちょっと不安なので、先生には道中の付き添いをお願いしたいです。もともと秘書のひとりにお願いしていたのですが、その人が夏なつ風か邪ぜをこじらせてしまいまして……」

　ピンチヒッターということか。

「だったら、俺より麻ま耶やさんのほうが適任なんじゃない？」

　自分で言うのもなんだけど、俺ほどのダメ人間はそうそういない。

　せいぜい荷物持ちくらいしかできないぞ。

「麻ま耶やはべつの仕事が入っていて、東とう京きようを離れられないんです」

　あー、あの巨乳メイド、忙しいもんな。

　俺の専属とはなんだったのか……って感じだけど、藤とう花かの仕事を肩代わりするためなので、文句は言えない。そもそも俺のメイドになること自体が無む茶ちやぶりだしな。家にいるときメイド服を着てくれるだけで十分である。

「ほかの秘書さんは？」

「……スケジュールを調整すれば、頼める人もいました」

「あ、そうなの？　じゃあ、なんで俺？」

「その……」

　藤花は口ごもり、照れくさそうに目を伏せた。

「……先生と一緒に遠出したら、楽しそうだなと思ったんです」

　なんともシンプルな理由だった。

「そしたらもう、先生以外の人は考えられなくなってしまって……つまり、単なるわがままですね」

　なるほど。

　それで『駆け落ち衝動的に遠出』って言ったのか。

「すいません。先生のお時間をいただくのはたいへん恐縮なのですが、お付き合いいただけないでしょうか……？」

「いいよ」

　あらためて藤花にお願いされ、俺は即座にうなずいた。

　断る理由はなにもない。むしろわがままを言ってくれて嬉うれしかった。

　遠慮がないってことは、それだけ心の距離が近くなったってことだからな。

　しかも藤花の場合、俺みたいな図ずう々ずうしいクズではないから尚なお更さらである。

　微笑を浮かべ、藤花の頭を優しくなでた。

「藤花の頼みなら、宇宙にだって付き合うよ」

「っ……あ、ありがとう、ございましゅ……」

　カァァァッ──と。

　漫画だったら湯ゆ気げが出てきそうな勢いで赤面し、藤花はささやくようにお礼を言った。

　そして両手で顔を覆おおい、恥ずかしそうにうつむく。

「……す、すいません。ちょっと幸せを嚙かみしめたいので、一分だけ待ってください」

「いいけど、なでなではどうする？」

「ぜひそのままで」

「はいよ」

　リクエストにお応えして、いつもより念入りに藤とう花かの頭をなでなでした。

　つやつやの黒髪を丁寧に指ですく。さらさらで超気持ちよかった。

　おかげで運転手さんの目つきが一層アレな感じになっているが……。

　藤花の要望なのだから致し方ない。

　行き先、まだ東とう京きよう駅のままですよね……？

「……あ、ありがとうございます。もう、大丈夫です」

　藤花が顔をあげ、もじもじと言った。

　一分どころか五分以上経たっていたけど……ツッコむのは野や暮ぼだよね。







　その後、警察署に連れて行かれることなく、東京駅でタクシーをおりた。

　支払いをしたのはもちろん藤花だ。

　運転手さんは真剣な顔つきで、

「なにかあったら、すぐ１１０に電話するんだよ」

　と、小声で藤花に言っていた。聞かなかったことにした。










　新幹線のぞみに乗車して、車両後方右側の席に、藤花と並んで腰をおろす。

　藤花に窓際を譲り、俺は通路側だ。もちろんグリーン車である。

　普通よりも快適なシートは、徹夜明けにはとてもありがたかった。

　しかし、グリーン車の料金を女子小学生に出してもらう乗客とか、ＪＲ史上はじめてではなかろうか……。ロリーン車という単語が脳裏をよぎったが、あまりにくだらなすぎて一生口にしないと決めた。

「てか、電車より飛行機のほうが早く行けるんじゃない？」

　ふと疑問に思って訊たずねる。

　漫画の金持ちキャラとか、よくヘリで移動してたりするし。

「いえ、搭乗手続きや空港を経由する移動時間を考えると、意外とそうでもないですよ」

「あ、そうなんだ」

「はい、誤差の範囲です。それに、飛行機には致命的な弱点があります」

「え、なに？」

「……乗るのが怖いんです」

「あー」

　そういや、絶叫系が苦手とか言ってたもんな……。

「三年生のときに乗った飛行機がすごく揺れまして……それ以来、できるだけ乗らないようにしています」

　そのときのことを思い出したのか、藤とう花かはぶるりとふるえた。

　俺は俺で、飛行機にびびる藤花を想像する。

　……ふむ、悪くないな。けっこうかわいい。どこかで漫画に活いかそうと思った。

　そんな話をしているうちに、電車が動き出す。

　と、すぐに強烈な睡すい魔まに襲われた。

　新しん大おお阪さかまでだいたい二時間半。どう考えても起きていられる自信はない。

「ごめん、藤花。到着まで寝ててもいい？」

「はい、いいですよ。あ、なんなら抱きまくらになりましょうか？」

「んー、魅力的な提案だけど、人目があるからやめておこう」

　タクシーでもやばかったのに、そんなことしたら一発でアウトだ。

「というか、先生。クマができてますけど、もしかしてあんまり寝てないんですか？」

「あー、まあね。ちょっと徹夜で漫画を描いてたんだ」

「え、そうだったんですか？」

　目をまんまるにして驚く藤花。

「おかげで短編が完成したよ」

「ええっ、本当ですか!?」

「ああ。持ってきてるけど、読む？」

「──よ、よよよっ、読みますっ！」

　興奮した様子で、藤花がこちらに身を乗り出す。

　顔が近い。藤花の瞳が天の川のようにキラキラしていた。

「じゃあ、静かにな」

「はいっ」

　カバンから原稿を出して手渡す。

　藤花は丁寧に受け取り、お行儀よく座り直した。

　一度深呼吸してから、じっくりと目を通しはじめる。

　うん、やっぱり持ってきて正解だったな。これなら心おきなく眠っていられる。

　大阪に着いたら、どんな感想を聞かせてくれるだろうか。

　楽しみに思いつつ、俺は眠りに落ちた。







　目を覚ますと、新幹線はゆるやかに速度を落としていた。

　名な古ご屋やか京きよう都とあたりに着くのかなー？

　ぼんやりした頭でそう思っていると、到着したのは新しん大おお阪さかだった。

　──って、新大阪!?

　なんで起こしてくれなかったんだと、びっくりして隣を見る。

　藤とう花かは幸せそうな笑みを浮かべて、俺の漫画を読んでいた。

　──二時間半、ずっと読んでたのかよ!?

　作者としてはありがたいことこの上ないが、喜んでいる場合ではない。

「藤花っ、おりるぞ！」

「──え？　わっ、もう大阪ですか!?」

「荷物は俺が持つから、藤花はそのまま原稿を持ってて！」

「はいっ」

　寝起きでも、追い詰められた人間は素早く動けるらしい。

　俺たちはなんとかぎりぎり、下車することができた。

　グリーン車には似つかわしくない慌ただしさである。

　まわりの人には申し訳なかったなと思いつつ、ホームで盛大に息をついた。

「すいません、先生……」

　藤花がしゅんとした様子で謝ってくる。

「いや、間に合ったからいいよ。寝てた俺も悪いし」

「……ありがとうございます」

　苦笑して頭をなでてやると、藤花は表情をやわらげた。

「てか、今回の漫画、そんなによかった？」

「はい、いつもどおり最高でした。ひとりだったら博はか多たまで夢中になってたと思います」

「あはは、そりゃよかった」

　期待を裏切らずに済んだことに安あん堵どし、胸がジーンとあたたかくなる。

　藤花にそう言ってもらえるのは、本当になによりも嬉うれしかった。

　人目がなければ抱きしめていたかもしれない。

　次回作もがんばらないとな。いつになるかはわかんないけど。







　原稿をいったん返してもらい、俺のカバンにしまう。

　会合とやらは、大阪市内にある高級ホテルで開かれるらしい。

　慣れない土地を歩いて探すのは面倒だ。迷うかもしれないし、なにより暑い。

　ここからタクシーで向かうことにした。

「お荷物、わたしがお持ちします」

　にこやかに言って、藤とう花かがカバンに手を伸ばす。

　俺はその厚こう意いを丁重に断った。

「いや、俺が持つから大丈夫」

　会計は遠慮なく持ってもらうが、重いものはヒモが持つべきだろう。適材適所だ。

「でも、わたしの荷物なのに、家からずっと持っていただいてますし……」

　申し訳なさそうな藤花。

　だよね。藤花ならそう言うと思って、すでに言い訳は考えてある。

「その代わり、藤花にはもっと大事なものを持ってもらう」

「え、なんですか？」

「これ」

　自分のカバンを肩にかけ、藤花のカバンを左手で握りながら、俺は右手を差し出した。

「え……？」

「漫画家の利き手は、どんな荷物よりも大事なものだろ？」

　頭上にクエスチョンマークを浮かべる藤花に、苦笑まじりに説明する。

　気取った言い回しが我ながら照れくさかった。

「だから、傷つかないよう藤花の手でガードしてくれ」

　藤花は大きな瞳をぱちくりとさせ──満面の笑みを浮かべた。

「──はいっ！」

　元気よく返事をして、俺の右手をぎゅっと両手で包みこむ。

「えへへ、先生の手はわたしがお守りしますっ」

「よろしくな」

　しっかり手をつなぎ、タクシー乗り場に向かう。

　途中のエスカレーターで左側を空けている人たちを見て、関西に来たんだなーということを実感した。







　藤花が放したがらなかったので、手をつなぎっぱなしのままタクシーに乗る。

　運転手さん（おっちゃん）に「お似合いのアベックやなー」とからかわれて、なんとも気恥ずかしかった。まあでも、東とう京きようでの反応よりはマシか。藤花も「うふふ、ありがとうございますっ」とごきげんそうだったし。

　で、ホテルに到着する。

　外観からして一流のオーラを放っており、ロビーも美術館のように綺き麗れいだった。

　藤花が名な残ごり惜おしそうに俺の手を放す。












「ありがとうございます。付き添いはここまでで大丈夫です」

「あ、いいの？」

「はい、先生にとっては退屈な会合ですからね。終わるまで観光でもしていてください。それで、二時くらいに迎えに来ていただけると嬉うれしいです」

「ん、りょーかい」

　真面目まじめなビジネスの場に、俺みたいなやつがいても邪魔だろう。

　素直に言うことを聞くことにした。

「仕事、がんばってな」

「はい！　がんばります！」

　カバンを渡して頭をなでてあげると、藤とう花かはにっこりと微笑ほほえんだ。

　それから思い出したように財布を取り出し、五万円を差し出してくれる。

「これ、いちおうお小遣いです」

　俺も財布を持ってきているので、そんなにたくさんは必要ない。

　しかし、一度出したお金をしまわせるのも野や暮ぼだよな。

「ありがとう」

　こちらも素直に受け取っておく。

「もっとあったほうがいいですか？」

「いや、十分だよ」

「なにかあったらご遠慮なく、すぐに連絡してくださいね」

「うん、そっちもな」

「では、いっぱい稼いできます！」

　お互い手を振って、気合い十分の藤とう花かを見送った。

　スマホで時刻を確認する。午前十一時。迎えまで三時間もあるのか。

　……さて、どうやって時間を潰つぶそう。

　軍資金をたっぷりいただいたので、たいていのことならできるけど、ひとりで観光するというのも味気ないしな。

　かといって買い物という気分でもない。

　ぶっちゃけ、いま一番ほしいものは睡眠だった。

　新幹線での二時間半じゃ、当たり前だけどぜんぜん足りない……。

　いっそのこと、このホテルで一部屋とっちゃいたいくらいだ。

　でも、ホテルのチェックインって午前中からできるんだっけ……？

　調べてみると、やはり午後三時からだった。料金を上乗せすれば早めに用意してもらえそうだが、ただの仮眠にそこまでするのもなんだ。

　まあ、近くの漫画喫きつ茶さでいいか。

　スマホで検索して、よさそうなところに足を運んだ。







　一時半まで昼寝をすると、体力はそこそこ回復した。

　トイレで寝ね癖ぐせを直して、ふたたびホテルにやってくる。

　ラウンジでコーヒーを飲みつつ、しばしくつろいでいると、

「先生、お待たせしました！　お迎えありがとうございます！」

　ぴったり二時に、笑顔の藤花が現れた。

「おつかれー。どうだった？」

「おかげさまで、とてもいい商談ができました。先生はなにをしていましたか？」

「俺はずっと漫画喫茶にいたよ」

「え、観光しなかったんですか？」

「ああ。観光するなら藤花と一緒がよかったからね」

「──うぅ……もう……不意打ちでそんな嬉うれしいこと、言わないでください」

　旬のトマトのように頰ほおを染め、藤花はもじもじとうつむいた。

　そして、上目遣いでこちらを見つめる。

「では、先生。これからわたしと、観光していただけますか……？」

「もちろん。というかせっかくだし、今日は泊まっていこうぜ」

「──お、お泊まりですか？」

「ああ。大おお阪さかまで来て、日帰りももったいないしな。藤とう花かさえよければだけど」

「い、いいに決まってますっ！　ぜったいお泊まりしたいです！　むしろそれ以外ありえません！　終電もなくなりました！」

　藤花は興奮した様子で、力強く言い切った。

　いや、電車はまだまだあるだろ。豪快なうそをつくな。

「じゃあ、お泊まりしちゃおうか」

「はい、しちゃいますっ」

　苦笑まじりに言うと、藤花は無む邪じや気きに微笑ほほえんだ。

「ちなみに、明日の仕事は大丈夫？」

「大丈夫です。明日はどっちみちお休みなので」

「本当に？」

「本当です」

　藤花はうなずき、恥ずかしそうに人差し指を突き合わせる。

「……大阪まで出張したぶん、先生にたくさん甘えるつもりでした」

　さすがにこれを噓うそだと疑うほど、俺はひねくれものじゃない。

　やわらかな笑みを浮かべ、自分の胸をぽんと叩たたいた。

「そういうことなら、好きなだけ俺に甘えてくれ」

「……いいんですか？」

「ああ。お互いを甘やかす関係でいこうぜ」

「あはは、それは素敵な関係ですね」

　口元に手をやり、藤花は楽しげに笑った。

「では、さっそくひとつ、おねだりしてもいいですか？」

「いいよ。なに？」

「せっかくですし、千ち鶴づると紗さ奈なにも声をかけたいです」

「おー、いいね。みんな一緒のほうが楽しいもんな」

　いきなり大阪に呼ぶのはなかなかハードルが高いけど、もし来られるのなら大歓迎だ。

　そうと決まれば、善は急げ。

　ラウンジを離れて、電話ができるスペースに移動する。

　藤花がふたりに電話をしているあいだ、俺は俺で麻ま耶やさんに電話をかけた。

　外泊の許可をもらうためである。

『はい、もしもし』

「あ、もしもし麻耶さん？　いまどんなパンツ穿はいてる？」

　お約束だと思って訊たずねたら、速攻で切られた。かけ直す。

『……時間の無駄ですので、くだらないこと言わないでください』

　苛いら立だちとあきれがまざった声で説教された。冗談に厳しいメイドである。

『用件はなんですか？』

「大おお阪さかで一泊していくことになったから、その連絡だね」

『は？』

　素すで驚いた声を出し、麻ま耶やさんが訊ねてくる。

『……あなたおひとりでの宿泊ですか？』

「なんでだよ。藤とう花かも一緒に決まってるだろ」

『そんなの許可できるわけがないでしょう』

「えぇー、でも藤花はすげえノリノリだよ？　いま千ち鶴づると紗さ奈なも誘ってるところだし」

『ダメです。今日中に帰ってきてください』

「いや、無理だって。もう完全にその気だし、いまさらなしとは言えないよ。どうしてもダメなら、麻耶さんから藤花に言ってよ。しばらく口をきいてもらえなくなるくらい、恨まれるかもしれないけど」

『……それは困ります』

「てか、そもそもなんでダメなわけ？」

『あなたが不ふ埒らちなことをするからです』

「そんなことしないよ。俺は藤花を楽しませたいだけ。夏休みなんだから、それくらいの思い出を作ってあげてもいいだろ？」

『……その言葉に噓うそはありませんか？』

「ないよ」

　数秒の沈黙を挟み、大きなため息が聞こえてきた。

『……わかりました。あなたを信じて、おまかせします』

「ありがとう」

『裏切ったら承知しませんからね』

「わかってるよ」

『あと、今後このようなことがあったら、まず私に相談してください』

「あー、そうだね。勝手に決めてごめん」

『旅行中もなにかあったらすぐ連絡をお願いします』

「了解」

『……では、ケガなどに気をつけて、楽しんできてください』

　最後は存外やわらかな口調で告げて、麻耶さんは電話を切った。

　スマホをポケットにしまうと、ちょうど藤花も通話を終えたところだった。

　藤とう花かはＯＫサインを作り、にこやかに告げる。

「ふたりとも大丈夫でした。六時くらいにこちらに到着するようです」

「それはよかった。こっちも麻ま耶やさんの許可をもらえたよ」

「ありがとうございます。次はお部屋の手配ですね」

「うん、よろしく」

「ちなみに、ご希望とかはありますか？」

「いや、特にないかな。藤花にまかせるよ」

　ちゃんとしたベッドさえあればどこでもよかった。

　藤花が選んでくれるところなら一流に決まってるし。

　どんな豪華な部屋だろう。純粋に楽しみだ。

「それなら先生。ちょっと変わったところに泊まってみませんか？」

「ん？　いいけど、どんなとこ？」

「ラブホテルです」

　噴ふいた。

　今日の藤花ちゃん、発言がいろいろ危険すぎやしませんか……？

　ドキドキしながらさりげなく周囲を観察する。

　誰もこちらを見ておらず、ほっと胸をなで下ろした。

「あれ？　わたしまた、なにか間違えました……？」

　俺のリアクションに目をぱちくりとさせ、藤花がおずおずと訊きいてくる。

「……うん、残念ながら」

「ラブホテルって、親しい男女が泊まるホテルじゃないんですか？」

「それはそうなんだけど……あー、なんていうか、それに加えて、大人しか泊まっちゃいけないとこなんだ」

　俺は声をひそめて答えた。

「え、そうなんですか？」

「うん」

「保護者の同意があってもですか？」

「絶対に無理だからなにがあっても同意を求めちゃダメだよ」

　これ以上ないほど真剣な口調でさとした。

　もしそんな話をされたら、俺の立場がやばい。

　よくて刑務所、悪ければ麻耶さんに殺される……。

「そうですか……残念です。漫画の取材にいいかなーと思ったんですけど……」

　藤花は落胆した様子でつぶやいた。

　それだけ俺の漫画に貢献したかったということだろう。

　藤とう花かにそんな顔はさせたくない。

　一秒でも早く励はげましてやりたい。

　そう思うと同時に、俺はこう口走っていた。

「あー、じゃあ、こうしよう。大人になったら連れて行ってくれ」

　雲がかかっていた藤花の表情に、パァァァッと晴れやかな笑みが差した。

「──はい、おまかせくださいっ」




　十七歳の夏。

　大おお阪さかにて。

　将来ラブホテルに連れて行ってもらう約束をした。

　女子小学生と。




　……あれ、おかしいな。

　藤花のためを思ってした行動なのに、客観的な事実を並べたらクズ以外のなにものでもないぞ……。

　これが箇条書きマジックというやつか……。










　わざわざ移動するのも面倒だし、ホテルはここでいいんじゃない？

　と思ったのだが、残念ながらスイートルームが満室だった。

「べつにスイートでなくてもいいけど？」

「いえ、それではわたしの気が済みません。先生にはよりよいお部屋に泊まっていただきたいので。すぐにべつのホテルを探します」

　そう言って、藤花は富豪専門の便利屋さんにメールを送った。

　近くにあるホテルの空室状況を調べ、俺たちに合った部屋を選んでくれるらしい。

　保護者の同意的な手続きもふくめ、十分以内に完了した。相変わらず仕事が早い。

　ここから徒歩五分くらいのところにある、最高級のホテルだった。

「そっちはよく予約とれたな」

「ちょうどキャンセルになった部屋があったみたいです」

「へえー、ラッキーだな」

「先生の日頃の行いがいいからですね」

　というわけで、さっそくそのホテルに向かう。さすがにここではふつうに歩いた。

　地図アプリのおかげで、特に迷うことなく到着する。

　さきほどのホテル同様、きらびやかで上品なロビーだった。

　チェックインも問題なくできた。規定の十五時にはまだすこし早かったけれど、すでに準備ができているとのことで融通を利かせてくれた。

　ホテルマンに荷物を持ってもらい、三十階のスイートルームにやってくる。

　ソファとテーブルセットがあるリビングルーム。

　大おお阪さかの街を一望できるベッドルーム。

　大理石でできたバスルーム。

　いかにも最高級って感じで、期待を裏切らない豪華さだった。

　本来はダブルの部屋らしく、ベッドはクイーンサイズのものがひとつだけ。

　もちろんこれじゃ足りないので、観光しているあいだにエキストラ追加のベッドを用意してもらう手て筈はずになっていた。

　ホテルマンが立ち去り、藤とう花かとふたりきりになる。

　とりあえずソファに腰を落ち着けたところで──きゅー。

　と、なにやらかわいらしい音が鳴った。

「あう……」

　隣に座った藤花が、頰ほおを染めておなかをおさえる。

「おなか空すいた？」

「……す、空いてません」

　小さく笑って訊たずねると、藤花はふるふると首を振った。

「でも、いまおなか──」

「鳴ってません」

　食い気味に否定される。

　べつにおなかが鳴ったくらいで、そんなに恥ずかしがることはないと思う。

　でも、それはあくまで男の感覚で、女子としては認めたくないポイントなのだろう。

「そ、そういう先生こそ、おなかが空いてるんじゃないですか？」

　半分ごまかすような口調で、藤花が言う。

「ずっと漫画喫きつ茶さにいたってことは、お昼を食べてないんですよね？」

「あー、そういやそうだな」

　言われてみると、朝にハムとかチーズをつまんだきりだ。

　意識したら一気に食欲が湧いてきた。

「んじゃ、せっかくだし、なにか大阪っぽいものを食べに行こうぜ」

「承知しました。わたしはまだそこまで空いていませんが、先生からのお誘いを断るわけにはいきません。お付き合いしましょう」

　無駄に言い訳がましいな。しかもすまし顔なのが、またなんとも愛らしかった。

「ありがとう」

「いえいえ。お互いを甘やかす関係ですからね。なんでもごちそうさせていただきます」

　それな、うん。笑いを嚙かみ殺ころすのが大変だった。

「ちなみに、会合では料理とか出なかったの？」

「出ましたけど、先生と食べたほうがおいしいので、ほとんど手をつけませんでした」

「そっか。それでおなかが空すいてるんだな」

「はい、そうなんです」

「あ、空いてるって認めたな？」

「──っ」

　藤とう花かはハッと息をのみ、赤い顔でうなった。

「うぅ……先生、いじわるです！　そこはふれないのが紳士だと思います！」

「あはは、ごめんごめん」

「そんな言葉だけの謝罪じゃ許しません！　もっと誠意を示してください！」

「具体的には？」

「頭なでなで一分を要求します！」

「一分だけでいいの？」

　にやにやしながら訊たずねる。

　藤花は数秒沈黙し、びしっと指を三本立てた。

「……やっぱり三分でお願いします！」

「りょーかい」

　藤花の許しを得るまで、誠心誠意なでなでさせていただいた。







　スマホで近辺の店を検索して、俺と藤花はホテルを出る。

　時刻はもうすぐ午後三時。

　空の上では太陽が調子に乗っていた。端的に言うと暑い……。

　こうなると冷たいものが食べたくなるな。そばとか。

　でも、やっぱり最初は粉モノがいいよね。

　ってことで、五分ほど歩いて、評判のよいお好み焼き屋に入る。

　中途半端な時間にもかかわらず繁盛しており、味もそれに相応ふさわしいものだった。

　ダシのきいたふわふわの生地に、甘めのソースが絶妙にマッチしている。

　──うまい。

　空腹も手伝って、めちゃくちゃおいしく感じた。

　これぞ求めていたＢ級グルメ。コストパフォーマンスは最高だな。

「おいしいですねー」

　藤とう花かもご満悦な様子だ。

「でもちょっと熱いな。フーフーしてもらっていい？」

「はい。ふぅーふぅー♡」

　藤花の吐息で適温になり、とても食べやすくなった。

　テキトーにおしゃべりを楽しみながら、お好み焼きを完食する。

「このあとはどうしますか？」

　くちびるについたソースを上品に紙ナプキンで拭いて、藤花が訊たずねてきた。

「藤花はどうしたい？」

「わたしは、そうですね……やっぱり先生と観光がしたいです」

「仕事の疲れとかない？　観光は明日でもできるけど」

「大丈夫です。むしろ先生と遊んだほうが疲れはとれます」

「どんな理論だ」

「心のマッサージみたいな感じですね。体力よりも頭を使う仕事なので」

　なるほど。たしかにそう言われると、遊んだほうがリフレッシュになりそうだ。

「じゃ、観光するか。ただし、ほんとに疲れたら無理せず言うんだぞ？」

「はいっ」

「藤花はなにか見たいものとか、やりたいこととかある？」

「先生はどうですか？　わたしは、先生の行きたいところに行きたいです」

　さすが藤花ちゃん。かわいいことを言ってくれる。

「俺は、そうだなぁ……個人的に気になるのは、やっぱ道どう頓とん堀ぼりかな」

　ベタにもほどがあるが、グリコの看板は見ておきたかった。

「では、そちらへ行きましょう」







　お好み焼き屋をあとにして、タクシーで道頓堀へ向かう。

　電車のほうが当然コストはおさえられるが、快適さを優先させた。

　二十分くらいで到着する。

　いきなり本命の看板を見るのも味気ないので、あえてすこし離れたところでおりた。

　藤花と手をつないで繁華街に入る。

　大おお阪さか屈くつ指しの観光名所だけあって、道頓堀は予想以上のにぎわいだった。

「わあ、いかにも大阪って感じですねー」

　藤花が楽しげな声をあげ、きょろきょろあたりを見回す。ちょっとだけ危なっかしい。

「藤とう花か、手を放さないようにね」と注意した。

「はい。なんなら腕を組みましょうか？」

「好きなほうでいいよ」

「では、腕も試してみます」

　俺の右腕に抱きつくようにして、藤花が両腕を絡めてきた。

　やわらかくて、あたたかい。いや、ぶっちゃけ暑いですね……。

「……どう？」

「……先生をいっぱい感じられて、ドキドキします」

　照れているようで、藤花は頰ほおを染めて答えた。

「歩きやすさとかは？」

「……ちょっと歩きにくいです」

「じゃあ、手のほうがいい？」

「いえ。くっついたほうがスペースを節約できるので、これで行きましょう」

「りょーかい」

　藤花に気を遣い、ゆっくりと歩く。

「なんか、あれだな。大おお阪さかの人は『日本一』って文句が好きなのかな？」

　いろんな店の看板を眺め、なんとはなしにつぶやいた。

「あー、言われてみると多い気がしますね」

「あと、自販機がどれも百円なのな」

「え、そうなんですか？」

「ああ。いまのとこ見たやつは全部そうだった」

「へえー、さすが先生。いろいろ観察してるんですね」

「いや、たいていの旅行者はそう思うでしょ。たぶん」

「ちなみに、理由はなんだと思います？」

「さあ？　大阪には十円玉がないんじゃない？」

「あはは、だとしたら不便ですねー」

　と、どうでもいいことを話しつつ、目的の看板が見えるところまでやってくる。

　戎えびす橋ばしというらしい。距離的にはさほどでもないが、思ったより時間がかかった。

　写真やテレビで見たことあるやつが、実際に目の前にある。

　そんな不思議な気分を味わい、おおむね満足した。

　同じポーズで記念写真を撮っている観光客がいる。せっかくだし、真ま似ねしてみようか。

　スマホを取り出しながら、

「よし、藤花。ポーズをとってみて」

「えっ……それはちょっと、恥ずかしいんですけど……」

「漫画の資料として使うから」

「やります！」

　藤とう花かは即座にビシッと決めた。何枚か連続でシャッターを切る。

　──うむ、いい感じ。

　確認すると、世界一かわいいグリコポーズが映っていた。

〝道頓ロリ〟で〝ロリコポーズ〟というダジャレが脳内をかすめる。

　……が、審議の結果、笑いの本場である大おお阪さかでは通用しそうにないなと思った。

　いや、東とう京きようでもアウトだけど。

　しかし、かわいさはガチである。自信を持って世界レベルと断言できる。

『旅のおすそわけです』

　メッセージアプリを使い、麻ま耶やさんに写真を送ってあげた。

『ありがとうございます。とてもかわいいです。』

　速攻でリプライがくる。

『じゃあ、お返しにおっぱいの写真を送って？』

　既読スルーされた。

















　麻ま耶やさんに無視されたショックから立ち直り……。

　さて、これからどうしようか？　と相談をはじめたところで、

「──あっ、すいません先生。大事なことを忘れてました」

　藤とう花かが思い出したように言った。

「大事なこと？」

「はい。日帰りのつもりだったので、着替えを持ってきてないんです」

「あー、そうか」

　そういや俺も現地調達するつもりだった。

　ほかにやりたいこともなかったので、あっさりと買い物に決定する。

「どこの店がいいとかある？」

「わたしは特にないです。先生のお好きなところでいいですよ」

　……俺もべつにファッションには興味ないし、ぶっちゃけどこでもいいな。

　強いて言うなら手頃な値段の服がいい。

　高級ブランドだとなんか緊張しちゃうからな……。

　いくら漫画やゲームをポチっていても、このへんの感覚はいまだに庶民のままだった。

　まあ、そんなわけで。

　タクシーで大おお阪さか駅周辺に戻り、俺たちは百貨店内にあるユニクロにやってきた。

　Ｔシャツ、短パン、下着類をテキトーに見み繕つくろってカゴに入れる。

「ふわー。先生、すごいです」

　藤花が尊敬の眼まな差ざしになり、感心したような声を出した。

「え、なにが？」

「こんなにたくさん種類があるのに、よく迷わずに選べますね」

「あー。まあ、あんまこだわりとかないからな。藤花は悩んじゃうタイプ？」

「そうですね。株の銘柄では迷わないんですけど、洋服はよくわからなくて……」

　いや、株で迷わないほうがよっぽどすげえよ。女子小学生の発言とは思えない。

「じゃあ、普段はどうやって買ってるの？」

「基本的には麻耶に選んでいただいています」

「なるほど」

　藤花の私服はかわいらしいのが多いけど、あれは麻耶さんの趣味だったのか。

「……実は、以前やった私服ファッションショーのときも、ほとんど千ち鶴づるに選んでいただきました」

「へえー。そんじゃ、今日は俺が選んであげようか？」

「あっ、それは素敵ですっ。ぜひお願いしますっ」

　藤とう花かは顔をほころばせた。

　そこまで喜んでくれると俺も嬉うれしい。

　気合いを入れてコーディネイトしてあげよう。

　メンズからキッズの売り場に移動する。違う店に行こうかと思ったのだけど、

「できれば先生とおそろいのブランドがいいです」

　とのことだった。

「ちなみに何色がいいとか、動きやすいのがいいとか、そういった希望はある？」

「いえ、すべて先生におまかせします」

「りょーかい」

　と、返事をしながら棚を眺める。さて、なにを基準に選ぼうか。

　藤花ならどんな服でも似合うので、だからこそテーマが重要になる。

　まあでも、言っても旅行中の間に合わせだし、そこまで難しく考えなくてもいいか。

　単純に藤花が喜びそうなものにしよう。

　となると、俺とおそろいという方向性か。

　シンプルにそう判断し、Ｔシャツとショートパンツと靴くつ下したを選んだ。

　完全に同じデザインではないが、色合いはだいたい同じである。

　並べばたぶん、ペアルックっぽく見えるだろう。

「これでどう？」

「とてもいいと思いますっ」

　いちおう確認すると、藤花からも好評だった。

　よかった。これでもし『先生のセンス、ダサいですね（笑）』とか言われたら、ショックで通つう天てん閣かくから飛び降りてた。いや、藤花は絶対にそんなこと言わないだろうが。

「じゃ、買ってくるよ」

　さきほどもらったお小遣いで会計しようと、レジに足を向ける。

「──あっ、先生、待ってください」

　すこし慌てた様子で呼び止められた。

「ん？　ほかにほしいものでもある？」

　振り返って訊たずねる。藤花は顔を赤らめて、もじもじと答えた。

「……その、下着のほうもお願いします」

「…………」

　あー、そうか。そりゃそっちの替えも必要だよな……。

　女の子の下着を選ぶという発想がなくて、素すで忘れていた。

「えーと、下着って主にパンツ的なやつ？」

　動揺して、アホな質問をしてしまう。

「はい……」

　藤とう花かは恥ずかしそうにうなずいた。

　ですよねー。

　って、いやいや、どんなコーディネイトをすればいいんだ。

「……ごめん。さすがにそれは、自分で選んだほうがいいんじゃない？」

　常識的な判断のもと、頭をかきながらさとした。

「え、そうですか……？」

　藤花がわかりやすくしゅんとする。

「できれば、先生のお好みのものを買いたいんですけど……」

　うぐ……そうまで言われてしまっては、引くわけにもいかない。

　てゆーか、常識的な判断？

　はん、なにを日ひ和よったことを言ってるんだ。

　ヒモになった時点で、そんなしょうもない物差しは捨てたはずだ。

　ぐだぐだ言ってないで男を見せろ！

「……藤花」

　俺はシリアスな口調で問いかけた。

「最初に訊きいておくが──どんなパンツでも穿はく覚悟はあるか？」

「──ありますっ」

　藤花はぎゅっとこぶしを握って即答した。

「先生が選んだものならなんでも穿きます！」

「よしっ！」

　藤花の心意気、しかと伝わってきた。

　ならば俺も本気を出そう。

　ヒモの名誉にかけて！




　──藤花にぴったりのパンツを選んでやる……っ！




　俺はスマホを取り出し、近くのランジェリーショップを検索した。

　大おお阪さかの中心地だけあって、思ったよりヒットする。

　ちょうどいまいる百貨店に、よさそうなお店があった。直感でそこに決める。

　ユニクロで買ってもいいが、やはり専門店で選んであげたかった。

「藤花、最高のパンツを手に入れるぞ」

「はいっ！」

　会計を済ませて、ユニクロを出る。

　熱い想おもいを胸に抱いだき、俺たちはランジェリーショップに進撃した。

　きっとまわりの人も理解してくれるはずだ。

　なんせ俺には、下心なんてない。

　ただ純粋に、藤とう花かの気持ちに応えたいだけなのだから。







　──なんて思っていた時期がぼくにもありました。

　いや、ごめん。これはちょっと、無理だわ……。

　実際に来てみると、予想以上に周囲（主婦の方々）からの視線がやばかった。

　まじでめっちゃアウェー。ぎりぎり通報までは至ってないが、ちょっとでも不用意なことをしたら、一発でレッドカードな空気である。

　いや、被害妄想的な感じで、実際にはなんとも思われてないかもしれないが……。

　なんにしても、非常に落ち着かない場所だった。

　だって右を向いても左を向いても、下着、下着、下着、下着……。

　あたり一面、ファンシーな布地でいっぱいだ。さながら桃源郷のお花畑。

　心拍数と体温が上昇する。

　聖域に土足で踏みこんでいるような罪悪感を覚え、息苦しくなった。

　……だけど、ここで逃げるわけにはいかない。

　藤花のために。藤花のために。藤花のために！

　胸きよう中ちゆうで呪文のように三回唱える。

　藤花が喜んでくれるなら、ほかのことなんてどうだっていい。

　通報されたって構わない、と開き直った。

　藤花の手を引き、女児向けのエリアにおもむく。

　色とりどりのパンツが並んでいた。

「わあ、すごい品しな揃ぞろえですねー」

「だな。俺もこんなにあるとは思ってなかった」

　感嘆する藤花に、全面的に同意する。

　ほんと、さすが専門店だ。

　小学生向けなんてどれも似たようなものかと思っていたけど、キャラものから大人っぽいフリルがついたものまで、驚くほどの種類があった。

　これは選び甲が斐いがあるぞ。

　漫画描きの観察力をフルに活いかして、よさそうなパンツをじっくり見極める。

　このなかで、藤とう花かにもっとも相応ふさわしいパンツはどれだろう……？

　清せい楚そで、愛らしくて、それでいてエレガンスな感じがあるといい。

　もちろん肌触りも重要だ。

　ちょっとでも気になったものは、手に取って感触をたしかめた。

　そして、十枚ほどチェックしたあと、ビビッとくるものに巡り会う。

　空色のパンツだ。真ん中についた白いリボンがいいアクセントになっている。

　なんともさわやかな色合いで、この夏にぴったりだと思った。

「藤花、ちょっとこっち向いて」

「はい──って、先生っ！　なにしてるんですかっ!?」

　軽くかがみ、スカートの上からパンツを当てると、藤花が慌てて一歩下がった。

「なにって、より鮮明にイメージしようと思って」

「せ、鮮明にイメージ……」

　藤花は顔を真っ赤にして、ごくりと息をのむ。

「つ、つまり、わたしがこのパンツを穿はいている姿を、想像しているってことですか？」

「ああ。ほんとは試着できればいいんだけど、さすがにそれは無理だからな」

　想像で補完するしかない。

「そ、そこまでする必要ありますか……？」

「ある。すこしでも精度を高めて、完璧なものを選びたい」

　自分のものならともかく、藤花が身につけるものだ。

　ロリのヒモとして、中途半端なことはしたくなかった。

「だからじっとしててくれ」

「うぅ……わ、わかりました」

　真剣なトーンで頼むと、藤花はこくりとうなずいた。

「ど、どうぞ……」

　両手を後ろにやって、スカートの前を開けてくれる。

　それじゃ、遠慮なく。

　俺はひざまずいて、ふたたびパンツを押し当てた。

　……ふむ。思ったとおり悪くない。

　けど、ちょっと無難すぎるだろうか……？

　もっと冒険心がほしい気がした。

　とはいえ、下着で奇をてらってもしょうがないしな。

　漫画でもたまーにあるんだよ。

　パンチラは嬉うれしいけど、その柄じゃぜんぜん萌えないわ、っていうの。

「これ、藤花的にはどう？」

「……か、かわいいと思います」

　なるほど。であればやはり、有力な候補だな。

　ひとまず暫ざん定てい一位にして、ほかのと比べてみよう。

　次にビビッと来たのは、ピンクのヒモパンだった。

　黒いレースがあしらわれており、かなり色っぽいデザインだ。

　小学生には背伸びしすぎだと思うが、そのギャップが意外とはまるかもしれない。

　試してみる価値はあると思い、藤とう花かに当ててみた。

　うーん、いくらなんでも派手すぎるか……？

「これはどう？」

「……わ、わたしには早いデザインだと思います。先生が言うなら穿はきますけど」

「いや、大丈夫。ありがとう」

　恥ずかしそうに述べる藤花に、俺はかぶりを振ってパンツを離した。

　これはやめておこう。

　惜しい気もするけど、藤花の清せい楚そさを殺してしまっては意味がない。

　気持ちを切り替え、次の候補を探す。

　目にとまったのはイチゴ柄のパンツだった。

　定番といえば定番だけど……いまどきどうよ？　って感じもする。

　お世辞にもエレガンスとは言えないし。

　しかし、試してみて損はない。ダメ元で藤花に当ててみた。

「──っ！」

　結論から言うと、これが大正解だった。

　ドキリと心臓が跳ね、全身がカッと熱くなる。

　俺の想像をはるかに超える、圧倒的な手応えがあった。

　清楚さを感じさせる白い布地。

　愛らしさを強調する赤いイチゴ。

　予想どおり、エレガンスさはあまりない。はっきり言って子どもっぽい。

　でも、当ててみてわかった。これでいいんだ──と。

　なぜならこのパンツはいましか穿けない。

　大人になって穿いても、コスプレみたいにしか見えないだろう。

　小学生だからこそ、完璧に穿きこなすことができるのだ。

　この一瞬のきらめきを活いかさない手はない。




　──いまの藤花に似合う、この店で最高のパンツはこれだ！




　そう確信してしまった。

　そこからさらに、ブラジャー代わりのキャミソールも速攻で決める。

　こちらも白と赤だ。あつらえたように、上下でばっちりはまっていた。

　もうこれ以外考えられない。

　勢いに乗って、そのまま会計までしてしまう。

　周囲の視線がざくざく突き刺さっていたけど、そんなもん知るか。

　いい漫画を描けたときのような達成感に満たされ、まったく気にならなかった。

　しかし。

「……通報したほうが……」

　というささやきがどこかから聞こえてきて、さすがの俺も我に返る。

　大慌てで店を出て、べつのフロアまで退避した。

　──はぁー、無事に買えてよかったぁー。

　自分がしたことを顧かえりみて、遅れて冷や汗をかく。

　ほんと、今回ばかりはガチで通報されてもおかしくなかった……。

「先生、まことにありがとうございます」

　盛大にため息をついていると、藤とう花かが丁寧にお礼を言った。

「ちょっと恥ずかしかったですけど……本気でパンツを選ぶ姿、とても素敵でした」












　ほんのりと頰ほおを染め、まっすぐな想おもいを届けてくれる。

　……いや、どこをどう切り取っても、素敵だったとは思えない。

　が、否定するのも憚はばかられ、

「こちらこそありがとう。貴重な経験ができて、楽しかったよ」

　と、感謝の言葉をお返しした。

「てゆーか、ごめん。確認しなかったけど、このパンツでよかった？」

「はい、いまから穿はくのが楽しみです」

「……そりゃよかった」

　嬉うれしそうにはにかむ藤とう花かに、俺も釣つられて笑みを浮かべた。

　そして、心がゆるんだところに、藤花がもう一発ぶっこんでくる。

「今日選んでいただいたものは、勝負パンツにしますね」

「……意味、わかってる？」

「ここぞってときに穿くパンツですよね？」

「まあ、うん……そうだね」

　間違っているわけではないので、うなずくほかなかった。

　メジャーな意味を説明するわけにもいかないしね……。










　女児パンツを持ち歩くのもなんなので、いったんホテルに戻った。

　ついでに休憩させてもらう。

　体力はまだ大丈夫だけど、精神をだいぶ消耗していた。

　アメニティの紅茶を藤花に淹いれてもらい、しばしまったりする。

　午後六時を回ったところで、コンコンとノックの音が聞こえてきた。

「あっ、来たみたいですね」

　嬉しそうに言って、藤花が応対するため立ち上がる。

　ドアを開けると、ふたりの見知った顔ロリが入ってきた。

　肩だしＴシャツに、デニムのショートパンツの──ツインテール。

　ノースリーブパーカーに、キュロットスカートの──ネコミミ。

　藤花の親友にして同じくスーパーお嬢さま、丹たん沢ざわ千ち鶴づると小こ森もり紗さ奈なである。

「まったく、あんたは大おお阪さかでもだらけてるようね」

「にゃあ、それでこそにいさまにゃ」

　ソファでくつろぐ俺を見て、ふたりはそれぞれコメントした。

　俺は心からの笑顔で返す。

「おー、一流ホテルのルームサービスはすごいな。ロリを届けてくれるのか」

「誰がルームサービスよ！」

「にいさまに会うため、はるばる次元を超えてきたにゃ」

　さっそく千ち鶴づるは鋭いツッコミを放ち、紗さ奈なは残念かわいいことを言った。

「ふたりとも来てくれて嬉うれしいよ。仕事とかは大丈夫だった？」

「べつに、それくらい余裕よ」

　俺の問いに、千鶴が素っ気なく答える。

「ぼくはにいさまと旅行したかったから、がんばって調整したにゃ」

　紗奈はとてとてこちらに歩み寄り、右隣に腰かけた。

「おー、そうか。ありがとな、紗奈」

「にゃん」

　頭をなでながら礼を言うと、紗奈はうっとりと目を細めた。

「あっ、ずるいっ」

　千鶴も慌てて反対側にやってくる。

「紗奈にするなら、あたしもなでなさいよっ。不公平じゃない！」

「でも、千鶴はスケジュール余裕だったんだろ？」

「そんなわけないでしょ！　あたしもあれこれ調整したわよ！」

　だったら最初からそう言えばいいのに。

「そっか。ありがとな、千鶴」

　苦笑して、空いていた左手でなでてあげた。

「ん……ハルって絵がうまいからか、頭をなでるのもうまいのよね」

　と、千鶴は気持ちよさそうに微笑ほほえんだ。

　ちなみに、そのふたつに因果関係はないと思う。

「先生！　ふたりを呼んだわたしにも、なでなでされる権利があると思います！」

　藤とう花かがぴょんぴょんと手をあげる。

「そうだな。んじゃ、おいで」

「わーい♡」

　藤花は俺の正面──絨じゆう毯たんに膝ひざを突いて、身を乗り出した。

　高低差のおかげで、小さな頭がなでやすい位置に来る。ちょうど俺のおなかのあたり。

　両手を使って丁寧になでなでしてあげた。

「にゃあ。にいさま、もっとしてにゃ」

「ならあたしも」

「わたしだっていっぱいなでてほしいですっ」

　三方向からぴったりと寄り添われ、一斉におねだりされる。

「はいはい、順番な」

　手が三本あればいいのになー。

　そう思いながらせっせとロリたちの頭をなでまわした。







　なでなでタイムを五分ほどで切り上げさせてもらい……。

　夕飯について話し合う。

　中途半端な時間に食べた俺と藤とう花かはもちろん、千ち鶴づると紗さ奈なもまだ空腹ではないとのことだが、どこで食べるかはさきに決めておきたい。

　店によっては予約を入れといたほうがいいからな。

「なにか食べたいものとかある？」

　とりあえず意見を聞いてみる。

「先生におまかせします」

「あたしもなんでもいいわ」

「にゃあ、パーティーのリーダーはにいさまにゃ」

　わりと予想どおりの反応だった。

　お嬢さまたちはあまり食にこだわらない。

　なにを食べるかよりも、誰と食べるかのほうが重要なのだ。

　では、みんなで楽しく食べられるものはなんだろう。

　千鶴と紗奈はこっちに来たばっかだし、大おお阪さかグルメが無難か……？

　お好み焼き以外だと、たこ焼き、串カツ、うどん──と、思案していたら、

「特に食べたいものがないなら、ホテル内のレストランでいいんじゃない？」

　千鶴が合理的な意見を出してくれた。本当になんでもいいんだな。

「そうですね」

　藤花はうなずいて、テーブルに置いてあったパンフレットを広げる。

「和食と中華とフレンチとイタリアンがあるにゃ」

「ちなみに、フレンチだけドレスコードがちょっと厳しいわね」

　紗奈の言葉に、千鶴が補足した。

　ああ、そうか。高級レストランだと、そういうのもあるよな。

　てか、これまでいろんな高級料理をごちそうになってきたけど、そういやドレスコードがある店には行ったことがなかったな。

　店を選ぶ際、麻ま耶やさんが気を利かせてくれていたのかもしれない。

　あるいは、俺の存在自体がドレスコードに反していると思われているか……。

　なんにしても、お堅いのは苦手だ。テーブルマナーもよくわからんし。

　フレンチ以外にしよう。

　しかし、俺が口にする前に、藤とう花かと紗さ奈ながきらりんと目を輝かせた。

「──先生の正装」

「──見てみたいにゃ」

　千ち鶴づるもそれに同調する。

「そうね。普段だらしないぶん、たまにはきちんとした格好でもしたら？」

　えぇー……。

　きちんとするのが嫌だから、漫画家を目指してたところもあるのに……。

「……でも、いま手元にはＴシャツしかないよ？」

　せめてもの抵抗として、控えめに主張してみる。

「いますぐ買いに行きましょう！」

「ぼくが出すにゃ」

「いいわね。三人でプレゼントしてあげましょう」

　ま、そうなるよねー。

　ロリたちからのプレゼントを拒むわけにもいかない。

　俺は観念して、要望に応えることにした。







　ふたたび百貨店を訪れ、高そうなスーツ屋に入店する。

　ロリたちに言われるがまま、いろんなジャケットを試着した。

　こうなったらヤケである。

　すこしでも楽しんでもらおうと、モデルっぽいポーズを取ってあげた。

　そのたびにロリたちはきゃあきゃあ喜び、俺は称賛を浴びた。

「先生、やばいです！　素敵すぎます！」

「にいさまの潜在能力を見誤っていたにゃ……っ」

「へえ……ぜったい似合わないと思ってたけど、案外いいじゃない……」

　いや、あきらかに過大評価である。たしかに普段よりはマシだろうけど、それほどたいしたものでもない。親バカ的なヒモ補整でもあるのだろうか。

　我慢できなかったのか、店員のお姉さんもくすくす笑っていた。

　さておき。買ったスーツはすぐに着られるわけではない。裾すそ直なおしの必要があった。

　なので早々に一着決めて、大急ぎでやってもらう。

　それでも一時間以上はかかるらしい。だったら今日の受け取りはあきらめよう。

　と俺は思ったのだが、藤花は「待ちます」と即答した。

「そのあいだ、べつのスーツも見せてもらいましょう」

「そうね。シャツとかネクタイとかもそろえなきゃだし」

「にいさまの装備、ぼくたちがしっかり見み繕つくろうにゃ」

　えぇ……いやまあ、付き合うけどさ。

　それでけっきょく、合わせて三着も購入することになった。

　もちろんシャツやネクタイ、靴くつ下した、靴も合わせたフルセットだ。

　残りの二セットは後日、東とう京きようの藤とう花か邸に宅配してもらうことにした。

　なかなかえげつないお値段だったが、ロリたちはとても満足していた。

「ひさしぶりにいいお買い物をしました」

「課金装備のにいさま、チートすぎるにゃ」

「ハルでも見み栄ばえよくしちゃうんだから、スーツって偉大な服よねー」

　まあ、楽しんでくれたようで、なによりだ。

「まだちょっと時間がありますね。ほかのお店も見に行きますか？」

　時計を見ながら藤花が言った。

「だったら藤花たちの服も買おうよ」

　俺のぶんはもうたくさんなので、そう答える。

「わたしは制服がありますけど……そうですね、せっかくですし」

　というわけで、べつのブティックに移動する。

　今度は逆に、俺が三人のパーティードレスを選んだ。

　あえて派手すぎない、ちょっと大人っぽいものにしてみた。

　馬ま子ごにも衣装な俺と違って、ばっちり決まっている。

「さすが先生。見事なセンスです」

「うん、シックでいい感じね」

「にゃあ、にいさまありがとう」

　三人も気に入ってくれたようだ。

　ドレスだけでなく、ついでにパジャマも買っていくことにした。

　ほら、せっかくのパジャマパーティーなわけだし？

　アメニティだとちょっと味気ないからな。

　こっちはドレスとは逆に、フリフリのネグリジェを選んだ。

「わあ、これはまたかわいいですねー」

「まあ、たまにはこういうのもありかもね」

「にいさまのためなら着るにゃ」

　おおむね好評なようだった。







　それから仕上がったスーツを受け取り、ホテルに帰る。

　着替えてからフレンチレストランへ。

　テーブルマナーをロリたちに教わりながら、お高いコース料理に舌した鼓つづみを打った。

　……でも、やっぱり、あれだな。

　もっと気楽に食べられるもののほうがいいなぁ……。

　と、正直ちょっとだけ思ってしまった。










　レストランから部屋に戻る。時刻は午後九時を過ぎていた。

　ネクタイを外し、ソファで一息ついていると、

「……先生、おつかれですか？」

　隣に座った藤とう花かが心配そうに声をかけてきた。

「え、なんで？」

　その問いが意外で、思わず質問で返してしまう。

　そりゃまあ、疲れてはいる。いろんなところに出かけたのだから当然だ。

　でも、激しい運動をしたわけでもないし、心配されるほどではなかった。

「いえ、なんだかちょっと元気がないような気がして」

「あー、それはあれだ。フランス料理に緊張してたんだよ」

「……やっぱり、べつのお店のほうがよかったでしょうか？」

「いや、そんなことないよ。何事も経験だしね」

　実体験に勝る取材はない。いつか漫画に出す機会もあるだろう。

　しかし、藤花の表情は晴れなかった。

「……先生、すこし無理していませんか？」

「無理？」

「はい。わたしの気のせいならいいんですけど、家にいるときとは、ほんのちょっとだけちがう気がします」

「どんなふうに？」

「なんというか、いつも以上に、優しすぎると思います」

　いや、藤とう花かたちに優しくするのは当たり前だろ──と思ったのだが、

「あー、たしかにそうかも。買い物も食事もあたしたちに合わせてくれたし、ツッコミもそんなにしてないし」

「にゃ。にいさまにしては、おとなしいにゃ」

　向かい側のソファ──千ち鶴づると紗さ奈なも藤花の意見に賛同した。

「先生。わたしたちのことを思って気遣ってくれるのは嬉うれしいです。でも……」

　そこで言葉を句切り、藤花は上目遣いで言う。

「もっとクズになってくださっても、いいんですよ？」

「……もっと、クズに……？」

「そうです。何度も言っていると思いますが、わたしはクズなところもふくめて、先生のファンなのです。──ふたりもそうですよね？」

「……まあ、そうね。生き生きとしているハルを見るのは……きらいじゃないわ」

「ありのままのにいさまが好きにゃ」

　藤花に問われ、千鶴と紗奈はうなずいた。

「……でも、旅費をすべて出してもらってる時点で、十分にクズだろ？」

　しかもグリーン車とかタクシーとか、贅ぜい沢たくな乗り物も使っているし。

　お高いスーツも買ってもらったし、高級フレンチもごちそうになった。

　これでクズじゃないはずがない。

　でも、藤花は首を横に振った。小さく笑って、告げる。




「先生のクズさ加減は、そんなものじゃなかったはずです」




「…………え、普段の俺ってそんなにクズ？」

「クズです」「クズね」「クズにゃ」

　逆に不安になる俺に、三人は声をそろえて答えた。

　えぇ……まじで……？

　クズなのは否定しないけど、そこまで違う……？

　困惑していると、千鶴が説明してくれる。

「ハルのクズっぷりの真しん骨こつ頂ちようはお金とかじゃなくて、むしろあたしたちを振り回すところにあるもの」

　……なるほど。腑ふに落ちた。

　そう考えるとたしかに、東とう京きようを発たってからの俺は行儀がよかったかもしれない。

　自分がどうこうよりも、ロリたちの意見を重視していたからな。

　強いて言うなら、パンツのくだりでちょっと暴走したくらいだ。

　普段の俺と比較して、大人しいと言われるのも致し方ない。

　いまさらながらに自覚する。

　たぶん俺は、無意識に気を張っていたのだ。

　麻ま耶やさんがいないので、なにかあったときは俺が藤とう花かたちを守らないと……って。

　ゆえにいつもより保守的というか、無難な選択をしていたのだ。

「にいさまのクズは、にいさまだけのユニークスキルにゃ」

「紗さ奈なの言うとおりです。それこそがほかの人にはない、先生だけの魅力なのです」

　紗奈はなぜか決め顔で語り、藤花はやわらかな笑みを浮かべた。

「クズじゃない先生なんて、ただのカッコイイお兄さんです」

　……いや、だから。

　ＪＳにお金を出してもらってる時点で、カッコイイお兄さんではないのだけれど……。

　しかし、なかなか耳が痛い指摘だった。

　俺は藤花たちの執事ではない。ヒモなのだ。

　仕事はアテンドじゃなくて、楽しませること。

　いつ、どこであろうと、エンターテイナーであらねばならない。

　むろん藤花たちは、この旅行を楽しんでくれているだろう。

　でも、それはあくまで『みんなで旅行』という状況のおかげで、俺の手柄ではない。

　考えてみれば、漫画でもそうだよな。

　読者の感想に耳を傾けることは大事だ。流行に乗るのもいいだろう。

　でも、読者に『どういう漫画を読みたい？』って訊きくのは間違っている。

　それは自分で考えなきゃダメなんだ。

　仮に、読者の要望をすべて詰めこんだ漫画を描いたとしても、おそらく傑けつ作さくにはならないだろう。そこには驚きがなく、読者の想像を超えることがないからだ。

　──期待に応えて予想を裏切るのが、いい漫画だ。おまえはどっちも裏切りすぎだ。

　……と、前に夕ゆ莉りちゃんから説教されたことを思い出した。

　賢いお嬢さまですら計算できない、それでいて愉快なことをする。

　それが一番、俺に求められていることだ。

　大おお阪さかだからって関係ない。もっと積極的に攻めていこう。

　ふっ、と不敵な笑みをもらし、俺は立ち上がった。

「そこまで言うからには、三人とも覚悟はできてるんだろうな？」

「……覚悟、ですか？」「……なんのよ？」「……にゃ？」

　ごくりと息をのみ、俺を見つめる三人。その視線には期待がこめられていた。

　応えよう。その期待に。全力で。

　ジャケットをバサッと脱いで、高らかに宣言する。

「クズ主催のパジャマパーティーに出席する覚悟だよ──今夜は寝かさないぜ？」

「──はいっ！」

「──にゃっ！」

　藤とう花かと紗さ奈なは立ち上がり、満面の笑みで応えてくれた。

「……ま、付き合ってあげるわ」

　まんざらでもなさそうな笑顔で、千ち鶴づるも立ち上がってくれる。

「よし。そうと決まれば、まずは風呂だ！　三人で俺の身体を洗ってくれ！」

「はいっ！」「にゃっ！」

　またいい返事をしてくれる藤花と紗奈。頼もしいぜ。

　だが、千鶴は顔を真っ赤にして怒鳴ってきた。

「ちょっ!?　風呂って、さすがにそれはアウトでしょう！」

「なんだ？　覚悟があるんじゃなかったのか？」

「そこまでは想定してないわよ！　クズにも限度ってものがあるわ！」

「限度……そうだな、わかる。千鶴の言うとおりだ」

　神妙にうなずき、言葉を継ぐ。

「でも、だからこそ俺は──限界を超えたい」

　三人をまっすぐ見つめて、告げる。




「みんなの力で俺をクズの高み──クズの向こう側に連れて行ってくれ！」




「さすが先生！　素晴らしい向上心です！」

「にいさまを世界一のクズにするにゃ！」

　俺の魂の叫びを受けて、藤花と紗奈はきらきらと目を輝かせた。

「うぅ……言ってることは最低なのに、なんでカッコよく見えるのよ……」

　千鶴は顔を赤らめ、悔しそうにうなった。

「あ、ちなみに風呂といっても、三人は水着でいいよ」

「え、いいんですか？」

　きょとんとする藤花に、俺は「ああ」とうなずく。

　べつに、いかがわしいことがしたいわけじゃないからな。

　俺がしたいのは、三人との純粋で健全なスキンシップだ。

　檻おりの向こう側には行きたくない。

「……それを早く言いなさいよ」

　千ち鶴づるはほっとしたように息をついた。

「でも、にいさま。水着は持ってきてないにゃ……」

「大丈夫。俺がいまから買ってくる。ちょっとだけ待っててくれ！」

　安心させるよう紗さ奈なの頭をなでて、俺はホテルを飛び出した。







　で。

　最寄りのドンキまでひとっ走りして、三人の水着を買ってくる。

　女児用の水着を躊ちゆう躇ちよなくレジに持って行く姿は、我ながら男らしかった。

　まずは俺だけ浴室に入り、三人には着替えてから入ってきてもらう。

　ピカピカと高級感を主張する、白い大理石の床と壁。

　その色合いに似たプラスチックの椅い子すがあり、とりあえずそこに腰かけた。

　デリケートなところはさきに自分で洗ってしまい、三人を待つ。

　腰にはいちおうタオルを巻いた。自主規制ってやつだ。

　麻ま耶やさん相手ならノーガード戦法もありだが、ロリたちに見せるのは違うだろう。

　しばらくして、藤とう花かから声がかかる。

「先生、入ってもよろしいでしょうかー？」

「いいよー」

「失礼しまーす」

　水着姿のロリたちがろりろりと入ってきた。

　三人ともビキニだ。

　藤花が清せい楚そな白、千鶴が大胆な赤、紗奈が中二っぽい黒である。

「おー、いいね。ビキニ祭りって感じ」

　三人のまぶしいおへそを眺め（むろん漫画のため）、感想をもらした。

「えへへ、ありがとうございます」

　藤花はにぱっと微笑ほほえんだ。

「にいさまはビキニ、好き？」

　紗奈が上目遣いで訊たずねてくる。

「ああ、大好きだね。みんな似合ってて最高だ」

「ふん……だからって、あんまり見すぎるのはダメだからね」

　ツンツンとした口調で千ち鶴づるに注意された。

　頰ほおがほんのり染まっているのは、照れているからだろうか。

「にゃ。千鶴、にいさまのタオル姿にドキドキしてる？」

「──し、してないわよべつにっ！」

　紗さ奈なの指摘を千鶴は大声で否定した。

　しかし、ますます顔は真っ赤になる。これは図星か……？

「……ちなみに、ぼくはドキドキしてるにゃ」

　紗奈は恥ずかしそうに自己申告した。てれてれとネコミミをいじっている。

「……言われてみると、かなり刺激的なシチュエーションですね」

　藤とう花かまでもじもじと赤面した。

　変に意識されると、こっちもどうしていいかわからなくなる。

「えーと、さっそく頭から洗ってくれ」

　気まずくなる前にそう言った。

「あ、そうですね」

　藤花がシャワーヘッドを手に取る。

　浴室はそれなりに広いが、四人もいるとさすがにすこし窮屈だ。

「みんなでハルを囲みましょう」

「にゃ、それが効率的」「わかりました」

　千鶴が右側、紗奈が後ろ、藤花が左側に立った。

「んじゃ、よろしく」

「はいっ」

　藤花が蛇じや口ぐちをひねり、お湯を出す。

　自分の手できちんと温度を確認してから、しゃわーっと俺の頭に当てた。

「熱くないですか？」

「うん、ちょうどいい」

「失礼するにゃ」

　紗奈が小さな手で、俺の髪をわしゃわしゃする。

　美容室以外で他人に洗髪してもらうことなんてないので、なんとも新鮮だった。

　テキトーなところで、いったんシャワーを止める。

「シャンプーいくわよー」

　と言って、今度は千鶴がわしゃわしゃした。

　多めに使ったのか、シャンプーがどんどん泡立っていく。俺はこの時点で目を閉じた。

「……三人でやると、逆に洗いにくいですね」

「交代でやるにゃ」

「じゃ、十秒ずつね」

　藤とう花かのつぶやきに紗さ奈なと千ち鶴づるが応じ、ひとりずつ俺の頭をわしゃわしゃしていく。

「自分の頭の感触とちがって、けっこう面白いわね」

　千鶴は優しく繊細に。

「かゆいところはないですか？」

　藤花は頭皮をマッサージするように。

「にゃんにゃあにゃー♪」

　紗奈はリズミカルな手つきだった。

　目を閉じていても誰だかわかるのはなかなか面白い。

　そして、素晴らしく気持ちよかった。

　ロリが洗ってくれるシャンプー専門店とか開いたら、連日大行列間違いなしである。

　もちろん法的に不可能なので、これはロリのヒモだけに許された特権だ。

　しみじみ幸せを嚙かみしめているうちに、リンスまで済んでしまう。

　前髪をかきあげ、目を開けた。

「じゃ、次は身体を洗いますね」

　と、スポンジを持つ藤花。

「スポンジ、ひとつしかないわよ？」

　千鶴が眉まゆをひそめる。

　アメニティのスポンジは使い捨てで、ひとりにつきひとつ。

　俺のぶんしか浴室に持ってきていなかった。

　ほかの人のぶんまで俺に使わせるのは、ちょっと申し訳ないな。

　俺を洗ったあとに使い回すこともできるだろうけど、それってどうなんだろ。

　下へ手たしたら、歯ブラシ並みに抵抗があるんじゃ……？

　すくなくとも俺は、ほかの男が使ったスポンジを使う気にはなれない。

「にゃ、ぼくは自分の手でやるにゃ」

　むしろ望むところとばかりに、紗奈は両手をにゃんにゃんさせた。

「え、直接？」と千鶴が驚く。

「では、わたしもそうします。スポンジは千鶴が使っていいですよ」

　藤花がにこやかにスポンジを差し出した。

「……ありがと。でも、遠慮するわ」

　千鶴はそれを数秒見つめ、首を横に振った。

「不公平なのは嫌だし、あたしも手でやる」

「わかりました。先生もそれでいいですか？」

「ん、まかせるよ」

　洗い方まで指定するつもりはなかった。

　三人はボディソープを手のひらに出して、両手を揉もむようにすりあわせる。

　スポンジがないと泡立ちもいまいちだが、まあ、それはしょうがない。

「じゃ、失礼しますねー」

「ちょっと腕を持ち上げて」

「にいさまの背中、おっきいにゃ」

　藤とう花かが左肩、千ち鶴づるが右腕、紗さ奈なが背中に両手でふれた。

　一瞬だけボディソープの冷たさを感じ、すぐにロリたちの体温に上書きされる。

　ぺたぺた。ぬりぬり。すりすり。

　──これは、想像以上にやばいな!?

　ちっちゃくて、やわらかくて、すべすべして、あたたかくて……。

　ロリたちの手は、地球上にあるどんな素材よりも心地よかった。

「んしょ……んしょ……ふふふ、どうです？　気持ちいいですか？」

　天使のお手本のような笑顔で　藤花が訊たずねてくる。

「うん、いいね。もうちょっと強くできる？」

「これくらいですか？」

「あぁー、それくらい。すごく気持ちいいよ」

　身体だけでなく、心まで洗ってもらっている気分だ。

「左腕、できましたっ」

「ついでだし、脚も洗っちゃうわね」

「にいさまのおっぱいにタッチにゃ！」

　みんな一生懸命（？）なのが伝わってきて、それがまたいいよね。

　──と、のんきに思っていたそのとき。

「……っ!?」

　かつてない刺激を受け、下半身がしびれる。

　ふとももの内側に、千鶴のたおやかな手がふれていた。

　思わずびくりとして、腰を引きそうになる。心臓が早鐘を打つ。全身が熱くなる。

　──これは、やばい。

　心地よさを通り越し、なんかこう、えらいことになってしまう！

　本能でそう理解した。

「ちょ、千鶴ちゃん。そ、そのへんはさっき自分でやったからいいよ……？」

　激しく動揺し、上うわ擦ずった声で制止する。

「ん？　なによハル、もしかしてくすぐったいの？」

「あぁ……まあ、うん」

　くすぐったいどころではない。もっと強烈ななにかだ。

　だが、説明できなかったので、曖あい昧まいにうなずいておいた。

　すると、千ち鶴づるは嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

「ふーん……それじゃ、徹底的に洗ってあげるわ」

「──っ!?」

「藤とう花か、紗さ奈な、動けないようハルを固定して」

「わかりました」「にゃんっ」

　藤花と紗奈が俺にぎゅっと抱きついてくる。

「ちょっ!?」

「えへへ、すいません先生。ちゃんと綺き麗れいにしなきゃですからね。我慢してください♡」

「にゃふふ、たまにはぼくたちが、にいさまをくすぐるにゃ」

　つるつるで、ぷにぷにとした、ロリの柔やわ肌はだ。

　その温ぬくもりに包まれ、ますますいろいろ危険になる。

　下心がなくても、こうも物理で攻められると……っ！

　しかし、無理に振り払うわけにもいかなかった。

　窮屈な浴室でそんなことしたら、ケガを負わせてしまうかもしれない。

「ふふふ、ハルが洗えって言ったんだから、おとなしくしてなさい」

　わざとくすぐるようなソフトタッチで、千鶴がふとももをなでる。

「先生、ファイトですっ！」

　俺を力一杯抱きしめ、応援する藤花。

「にゃはは、にいさまの顔、真っ赤にゃ」

　紗奈は楽しげに笑いながら、胸のあたりをくすぐってきた。

「──くっ……うぅ……っ」

　俺は息を止めて、その猛攻に抗あらがった。

　耐えろ！　耐えるんだ俺の身体！

　全身全霊、命をかけて！

　ここで負けたら、社会的に死ぬからな！




「ああっ、ごめん！　ほんともう許して！　まじで勘弁！　なあおい、遊びの限度を超えてるって！　俺が悪かったから！　──ちょっ、あっ、あああああああ……っ!?」




　……最後は半泣きになって、ギブアップを訴えた俺だった。




　世界一心地よい拷問をくぐり抜け、さきに俺だけ風呂からあがる。

　冷蔵庫から冷えたコーラを取り出し、ごくごくと喉のどを潤うるおした。

　あー、炭酸うめえ……。控えめに言って最高だ。

　ソファに深く腰かけ、しばしぼんやりとする。

　風呂で予想以上に体力を持っていかれ、脱力感でいっぱいだった。

　バスルームから三人の楽しそうな笑い声が聞こえてくる。

　おおかた、身体の洗いっこでもしているのだろう。元気でよろしい。

　それから三十分ほどで、ロリたちも風呂からあがってきた。

「先生、お待たせしましたー」

「さっぱりしたわ。無駄に疲れたけど……」

「楽しかったにゃ」

　三人ともさっき買ったネグリジェ姿である。

　めちゃくちゃ似合っていて、夢に出てくる妖精みたいに可か憐れんだった。

「おお、いいじゃん。すげえかわいいよ」

　称賛が口をついて出る。

「えへへ、ありがとうございますっ」

「……あ、ありがと」

「にゃあ♡」

　三人は嬉うれしそうにはにかんだ。

　ちなみに俺はアメニティのパジャマである。ホテルのロゴが小さく入っていて、これはこれでおしゃれだった。

　と、そこで。紗さ奈なが「ふわぁ」とあくびをもらす。

　釣つられて、藤とう花かと千ち鶴づるも口元を隠しながらあくびをした。

　おっと、みんな思ったより眠そうだ。まあ、夜も遅いし、無理もないか。

　さっきは勢いで『寝かさない』と言ったけれど、子どもの成長に睡眠は不可欠だ。

　というかぶっちゃけ、俺も眠い……。

　パーティーはまたいつでもできるし、今日のところは歯を磨いて寝よう。

　そう言うと、ロリたちは素直に賛成した。

　寝室には四つのベッドがパズルのように並んでいる。

　ひとつがクイーンサイズで、残り三つがシングルサイズのエキストラベッド。

　身体の大きさを考慮して、三人は俺にクイーンを譲ってくれた。

「おやすみー」「おやすみなさい」「おやすみ」「おやすみにゃ」

　挨あい拶さつを交わして、照明を落とす。

　ベッドの寝心地は素晴らしく、すぐに夢の世界に旅立っていった。







　そして翌朝。

　目を覚ますと、なぜか三人とも俺のベッドにもぐりこんでいた。

　冷房が効いているのに、暑くて目が覚めたからね……。

　どういうことかと問とい糾ただす。三人は目を泳がせながらこう言い訳した。

「……寝ね相ぞうです」「……寝相ね」「……寝相にゃ」

　そうか。寝相なら仕方ないな。んなわけあるか。

　正直に『甘えたかった』と言えば許したけど、これはしつけが必要である。

　昨夜のお返しも兼ねてそれぞれ十秒ずつ、こちょこちょとくすぐってやった。




　で、大おお阪さか二日目。ホテルをチェックアウトしたあと。

　人気スポットである新しん世せ界かいを観光し、昼食に串カツを食べ、梅うめ田だのデパ地下でお土産みやげをたくさん買いこみ、夕方の新幹線で東とう京きように帰った。

　とても楽しかったので、またみんなで来たいと思いました（ヒモ並みの感想）。

















　大おお阪さかから帰ってきた翌朝。七時ごろ。

　昨夜は旅疲れもあってさっさと寝たので、起きる時間も早かった。

　朝食をとるため、一階のキッチンへ足を向ける。

　冷蔵庫にはサンドウィッチが入っていたが、なんとなく和食な気分だった。

　普段は米でもパンでもどっちでもいい派の俺だけど、たまにやたらと味み噌そ汁しるがのみたくなるんだよね。

　とはいえ、ないものはない。

　自分で作る気はさすがにしないし、妥協してパンで済まそうか。

　と思ったところで、涼やかな声をかけられる。

「おはようございます」

　振り向くと、そこには黒髪ショートのたわわおっぱい。

　俺の専属メイド、麻ま耶やさんこと園その原はら麻耶が立っていた。

　もちろん格好はメイド服である。

　朝からメイドさんを見られるのは、やっぱ素晴らしいな、うん。

「おはよう。いいところに来てくれたね」

　目の保養をしながら挨あい拶さつを返す。

「いいところ？」

「よかったら朝ご飯を作ってくれない？　味噌汁がのみたいんだよね」

「よくないのでコンビニで買ってきたらどうですか？」

　ばっさりである。専属メイドらしさゼロだな……。

「やだよ面倒くさい。外は暑そうだし。なにより麻耶さんお手製の朝食が食べたい」

　駄だ々だをこねると、麻耶さんはやれやれとため息をついた。

　冷蔵庫を軽くのぞいて、

「……わかりました。材料はあるので、少々お待ちください」

「やった。ありがとう」

「……できたらお呼びするので、いったん部屋に戻ってもいいですよ」

「いや、ここで作ってるところを見てたい」

「却下します。ジロジロ見られているとやりづらいので、どこかへ消えてください」

「そんなつれないこと言わないでよ。大阪で撮った藤とう花かたちの写真あげるからさ」

「──藤花たちの写真？」

「ああ。グリコのやつ以外にも、それなりに撮ってあるからさ」

「……いいでしょう。取引に応じます」

　麻ま耶やさんは少々悔しそうに眉まゆ根ねを寄せ、思ったより素直にうなずいた。

　藤とう花かたちのこと、好きすぎだろ。

「ちなみに、調理中のセクハラも取引内容にふくめていい？」

「うっかり刺されてもよければ、いいですよ」

「……見るだけにしておきます」

「懸命な判断です」

　ふるえる俺に麻耶さんは淡々と告げて、調理をはじめた。

　まず手を洗い、鍋に水と昆こん布ぶを入れて火にかける。

　俺は食卓の椅い子すを持ち運んで座り、麻耶さんの後ろ姿をぼんやり眺めた。

　巨乳メイドが、俺のために、料理を作ってくれている。

　なんとも尊い光景である。見るだけでも十分いい気分になれた。

　あと、そこはかとなくエロい。

　家事をしているメイドさんの後ろ姿って、いろいろと妄想をかき立てられるよね。

「……あの」

　麻耶さんがほんのり頰ほおを染めて、こちらを振り返った。

「なに？」

「黙って見られているとやっぱりやりづらいので、せめてなにかしゃべってください」

「じゃあ、スリーサイズは？」

「不快な話だと、手がすべるかもしれません」

　本当にすべるか試す勇気はない。素早く無難な話題にシフトした。

「……藤花はまだ寝てる？」

「はい。私の部屋で寝ていますよ」

　作業に戻りながら返事をする麻耶さん。

「え、麻耶さんの部屋で？」

「そうです。昨夜は藤花に頼まれて、ひさしぶりに一緒に寝ました。にぎやかな旅行から帰ってきたばかりで、ひとりで寝るのがさびしかったのかもしれませんね」

　後ろ姿なので表情は見えなかったが、その声は嬉うれしそうに弾んでいた。

「ベッドに入ったのはわりと早かったのですが、旅行の話をたくさんして、なんだかんだ夜よ更ふかししてしまいました」

　なるほど。それで起きてこないのか。

「だったら俺も呼んでくれたらよかったのに」

「あなたを私の部屋に入れるわけがないでしょう」

　ですよね。

　でも、そこまではっきり言わなくてもいいんじゃないでしょうか……。

「……ですが、いちおうお礼を言っておきます。あなたのおかげで、とても楽しい旅行になったようです」

「そんなたいしたことはしてないけどね。今度は麻ま耶やさんも一緒に行こう」

「はい、ぜひ」

　と、そこで麻耶さんは声のトーンを落とす。

「……ところで『あの人になにか変なことをされませんでしたか？』と藤とう花かに訊たずねたら、すこし動揺した様子で『されていません本当です先生は紳士です』と返ってきたのですが……本当に不ふ埒らちな真ま似ねはしていませんか？」

　ざくり──大根を切る音がやけに大きく響いた。

「するわけないだろ」

　俺はドキドキする心臓を無視して、苦笑まじりに返す。

　そんなの当たり前すぎてちょっとあきれてるふうの口調を全力で装った。

　ちなみに、風呂で身体を洗ってもらったことを筆頭に、麻耶さんに知られたらやばそうなことは、みんなの秘密ってことでロリたちには口止めしてある。

「……ならいいです」

　幸い深く追及はせず、麻耶さんはテキパキと調理を続けた。







「おはようございます。──わあ、おいしそうな朝ご飯ですね。いただきますっ」

　藤花も起きてきて、できたての朝食を三人で食べた。

　メニューは白飯、焼き魚、卵焼き、漬け物、そして大根と豆腐の味み噌そ汁しるである。

　高級旅館の朝食って感じで、たいへんおいしかった。

　しっかりダシをとられた味噌汁も、俺好みの濃さで大満足だ。

　当たり前だけど、インスタントとは比べものにならない。

「あぁー、メイド汁うまいなー」

　そんな感想がしみじみもれた。

「先生、メイド汁とはなんでしょう？」

　藤花が小首をかしげる。

「メイドさんが作ってくれた味噌汁のことだよ」

　むろんそんな言葉はないけれど、なんとなくノリで答えた。

「愛情がこめられているぶん、通常よりもおいしく感じられるんだ」

「なるほど。たしかにこのお味噌汁はとてもおいしいですね」

「だろ？　ほんとうまいよな。麻耶さんのメイド汁は最高だぜ」

「はい、麻ま耶やのメイド汁は料亭の味にも負けていません」

　俺と藤とう花かは口々に褒ほめそやす。

「……そ、それはよかったです」

　麻耶さんは顔を真っ赤にして恐縮した。

　いやはやほんと、ごちそうさま。










　──そういえば、そろそろアレの時期か。

　八月上旬。ある日の昼下がり。

　スマホに表示された日付を見て、俺は重要なイベントを思い出した。

　世界最大の同人誌即売会。すなわち、夏コミである。

　もう通販ではガンガン予約を受け付けているだろうし、いちおうチェックしておくか。







　というわけで、本屋に行ってカタログを買ってきた。

　ベッドに寝そべり、参加サークルおよび頒はん布ぷ物ぶつをチェックしていく。

　しばらくすると、制服姿のロリっ娘三人組が仕事から帰ってきた。

「先生、ただいまです」「おじゃまするわ」「にゃーん」

　めいめい挨あい拶さつしながら、ベッドにあがってくる。

　今日は三人とも、知り合いの女社長さんが主催する昼食会に出席していたらしい。

　お嬢さまにはいろんな付き合いがあって大変だ。

　まあ、本人たちはそれも楽しんでるみたいだけど。

「先生、なにを熱心に読んでるんですか？」

　俺のすぐ右側で腹ばいになり、藤とう花かが訊たずねてきた。

「えっちなやつじゃないでしょうね」

　千ち鶴づるは左側、やはり腹ばいになり、ジト目を向けてくる。

「漫画でも小説でもないにゃ」

　紗さ奈なは俺の背中に乗って、興味深そうに上からのぞきこんだ。

　あまくて、やわらかくて、あたたかい。黄金のトライアングルである。

　四し面めん楚そ歌かならぬ、三面ロリだ。我ながらまったくうまくないな……。

「夏コミのカタログだよ」

「へえー、それが噂うわさの」「かなり分厚いわね」「にゃ、攻撃力高そう」

　たしかに、ちょっとした鈍器くらいの重さがある。

「開催はいつなんですか？」と藤花。

「今週末だね。金、土、日の三日間」

「行くつもりなの？」と千鶴。

「いや、まだ決めてない。正直、どっちでもいい感じ」

　オタクが集うお祭りだし、行けば間違いなく楽しめるだろう。

　でも、暑さと人ごみは面倒くさい。

　同人誌も通販で買えばいいしな。

　同人ショップに委い託たくしないサークルや、現地でしか手に入らないペーパーなどで、どうしてもほしいものがあれば考えるけど、いまのところはなさそうだった。

　いや、正確に言えば、ないこともない。

　チェックしていて、『ぜひほしい』と思える本やグッズはあった。

　でも残念ながら……それらはすべて十八禁だ。

　現地だろうと通販だろうと、俺はどっちみち買えない。

　麻ま耶やさんが代わりに買ってくれたらいいんだけど、望みは薄いだろう……。

　ゆえに、行っても行かなくてもどっちでもよかった。

「にいさま。ぼくは行ってみたいにゃ」

　俺の肩を両手でもみもみしながら、紗奈が言う。

「そうですね。わたしも興味があります」

「まあ、一度くらい行ってみてもいいかもね」

　藤花が賛同し、千鶴も前向きに言った。

　こうなると、選択肢はひとつである。

「んじゃ、みんなで参加するか」

「はいっ！」「ええ」「にゃっ！」







　そんなこんなで、八月中旬の金曜日。夏コミ一日目。正午過ぎ。

　強烈な日光が降り注ぐなか、俺たちは会場である東とう京きようビッグサイトへとやってきた。

　ちなみに麻ま耶やさんも一緒だ。

　なにかあったときひとりじゃすこし不安なので、ご同行願った。

　ロリ三人は夏らしい私服姿で、それぞれリュックを背負っている。

　もちろん、戦利品をしまうためだ。藤とう花かは実用的なもの、千ち鶴づるはオシャレなもの、紗さ奈なはネコ形のもので、なんとも個性的でかわいらしかった。

　麻耶さんはいつもどおり、夏用のスーツを着ている。

　メイド服を持ってきて、麻耶さんに着替えさせても面白いと思ったが、あの素晴らしいおっぱいメイドをほかの人に見せるのもなんだと思い、自じ重ちようした。

　移動手段はふつうに電車。公共の交通機関を使うのがマナーである。

　時間が遅いのは、雰囲気を楽しむことが主な目的だからだ。

　午後からなら、並ばずに入場することができるだろう。

　とはいえ、この時間から来る人も多く、国こく際さい展てん示じ場じょう駅から人の流れができていた。

「ふわー、すごい人ですね」

　ゆるやかな階段をあがり、正面に特徴的な形の建物が見えたところで、感嘆したように藤花が言った。

「ほんと、予想以上ね……」

　驚き半分、あきれ半分といった感じで、千鶴が相づちを打つ。

「皆さん、はぐれないようにしてくださいね」

　麻耶さんが注意した。

　建物に入るすこし手前に、コスプレエリアがある。これまたすごい人だかりだ。

　しかしせっかくなので、のぞいていく。

「──にゃ、にいさまっ。『絶後の魔女』がいるにゃっ」

　紗奈が興奮した様子で俺の服をくいくいと引っ張った。初うい々ういしくてかわいい。

「おー、ほんとだ」

『絶後の魔女』とは、とあるラノベに出てくるキャラクターだ。

　魔剣を使う史上最強の魔女で、ビキニアーマーのうえに黒いマントを羽は織おっている。

　ちょっと前にアニメ化されており、俺と紗奈は原作も読んでいた。

「かっこいいにゃ」

「たしかにクオリティ高いな」

　衣装や小道具の完成度もさることながら、コスプレをしているお姉さんもなかなか美人だった。なにより胸がでかい。麻ま耶やさんといい勝負だ。これはじっくり目に焼きつけておかなければ……。

「……先生、ちょっと見すぎだと思います」

「そうよ。ほんとスケベなんだから」

　藤とう花かにジト目を向けられ、千ち鶴づるに左腕を小こ突づかれた。

「…………」

　麻耶さんは無言。無言で俺をにらんでいる。こわい……。なにか言って……。

「にいさまはビキニが好きだから、しょうがないにゃ」

　見ていたのが好きなキャラということもあってか、紗さ奈なだけは寛容だった。

「いや、そもそも漫画の参考のためだからな？　べつに下心とかないから」

「えぇー、ほんとにぃ……？」

　疑念たっぷりの千鶴。犯人がクロだと決めつける刑事のような目つきだ。

「当たり前だろ。衣装の造りを見たかっただけだよ」

　俺は胸を張って言い切った。

　むろん本当は下心満載だったけど、こういうのは認めたら負けである。

　それに、漫画の参考のためというのも噓うそではない。

　生で見たことでビキニアーマーの素晴らしさをあらためて感じ、次回作ではぜひ出したいと思った。

「そういえばソーシャルゲームでも、ビキニアーマーのキャラにご執心でしたね」

　俺の言い訳に、藤花がくすりと微笑ほほえんだ。

　納得したというより、そのときのことを思い出したのだろう。

　みんなで一丸となってＳＳＲを引いたときか。たしかにあれは燃えた。

「……でもだからって、女性をまじまじ見るのは失礼だわ。ほかに行きましょう」

　千鶴はくちびるをとがらせ、俺の手を強引に引っ張る。

　もしかして、やきもちだろうか……？

　なんにしても、反対したらまた怒られそうだ。

　──俺のコスプレコレクションにビキニアーマーも加えよう。

　そう心のなかで誓いつつ、素直に従った。







　コスプレエリアを離れて、館内に入る。

　言うまでもなく混雑しており、なかなかの熱気だ。

　しかし空調がいくらか効いているので、外よりは涼しかった。

　いったん邪魔にならない端はしっこに立ち止まり、俺はロリたちに告げる。

「それじゃあ、これからいよいよ同人誌即売会を体験するわけだけど、みんなは目当てのものってある？　このサークルに行きたいとか、こういうジャンルを見たいとか」

「んー、特にないですね」「あたしも」「右に同じにゃ」

　藤とう花かが首を横に振ると、千ち鶴づると紗さ奈なも続いた。

「麻ま耶やさんは？　メイド系の同人誌とかほしくない？」

「いりません」

　かすかに苛いら立だちがまじった声音で即答される。

　よく見ると、頰ほおがほんのり赤くなっていた。

　アキバでエロ同人を買わされた思い出が、脳裏をよぎっているのかもしれない。

　あわよくば今日もお願いしたいところだけど……我慢したほうが無難だろう。

　なまじっかあの頃より親しくなっているぶん、報復にも遠慮がなさそうだ……。

　さておき、話を進める。

「そっか、四人ともお目当てはなしか。まあ、それでも楽しめるとは思うけど、ちょっともったいないかもな」

「え、なんでですか？」

　俺の思わせぶりな言葉に、藤花が反応してくれる。

「即売会の楽しみ方はいろいろあるけど、『目当てのものが買えた！』っていう達成感が、醍だい醐ご味みのひとつなんだよ」

「あー、たしかに買い物って、そういう側面もあるわよね」

　千鶴が納得する。

「だろ？　だからみんなに、重要な任務を託したい」

「──にいさまからのクエスト。これはわくわく展開にゃ」

　キランと目を輝かせる紗奈。

「……嫌な予感しかしないわね」

　千鶴はうんざりと顔をしかめた。

「どのような任務でしょうか？」

　やや緊張した面おも持もちで、藤花が訊たずねてくる。

「これが指令書だ」

　ポケットから封筒を取り出し、藤花に手渡した。

　藤花はさっそく封を開け、折りたたまれた指令書を広げる。

「……『ここに記された、十三冊の魔導書を入手せよ』」

「──魔導書きたにゃっ」

　藤花が音読すると、紗奈がまた嬉うれしそうにはしゃいだ。

　ちなみに指令書は二枚あり、一枚目が買い物リスト、二枚目がサークル配置図になっている。指定の魔導書同人誌は、もちろん俺がほしいと思ったものだ。完売していた場合は、俺が好きそうなものを代わりに買えばいいものとする。

「……つまり、パシリってことじゃない」

　端的にまとめて、千ち鶴づるが嘆息する。

　いや、俺も一緒に行動するので、その言い方はちょっと違う。

　目的はあくまで、ロリたちを楽しませることである。

　ウォークラリー的な感じになれば、醍だい醐ご味みの達成感を疑似的に味わえるからな。

「先生の資料を代わりに買ってくるなら、たしかに重要な任務ですね」

　ぐっと拳を握り、藤とう花かが意気込んだ。

「ぼくもにいさまのお役に立つにゃ」

　紗さ奈なもその隣でにゃんにゃんとうなずく。

「えぇー、ハルに使われるとか、あたしはごめんよ」

　やる気満々の親友たちとは裏腹に、千鶴は否定的な態度をとった。

　それに対して藤花が、

「でも、任務成功のあかつきには、報ほう酬しゆうもあるみたいですよ？」

「え、ほんとに？」

「ええ。ここに書いてあります。『お姫さまチケット』が十枚ですって」

「……どんなチケットよ」

　あきれたようにこぼす千鶴に、俺が補足する。

「俺にお姫さまだっこしてもらえるチケットだな」

「素晴らしいチケットですね」「ぜったいほしいにゃ」

　藤花と紗奈は全力で食いついた。千鶴も興味をそそられたようで、

「……ちなみに、一枚につき時間はどれくらい？」

「十秒だな」

「ふうん……それが十枚なら、悪くないわね」

　右のツインテールを指でくるくるして、

「わかったわ。ふたりがやるなら、あたしも協力してあげる」

　すると、紗奈がやれやれと肩をすくめた。

「報酬に釣つられるなんて、千鶴はしたたかな女にゃ」

「うっ、うるさいわね！　あたしはタダ働きするほど、安い女じゃないのよ！」

　お姫さまだっこでいいなら、十分お安いと思うけど……。

　まあ、ツッコむのはやめておこう。

　ともあれ、三人ともこの任務に挑戦してくれることになった。

「んじゃ、話し合ってルートを決めたらスタートしていいぞ。俺もいちおうついていくけど、手助けとかはしないからな。アジトで待機中って設定で、いないものと思ってくれ」

「はい。先生に頼らず、自分たちだけで乗り切ってみせます」

「ま、あたしたちなら余裕ね」

「すべての魔導書を回収して、にいさまのもとに帰還するにゃ」

　俺の言葉に、三人は力強くうなずいた。

「その代わり、麻ま耶やさんには一回だけ頼っていいよ」

「えっ、私ですか？」

　突然の振りに、麻耶さんが目を瞬またたかせる。

「うん。うちの組織の切り札ってことで」

　藤とう花かたちだけでも十分こなせるだろうが、みんなで参加している感じにしたかった。

「よろしくお願いしますね、麻耶」

「麻耶さんのバックアップがあれば、なにかあっても安心ね」

「最強の後衛にゃ」

　三人からそう言われ、麻耶さんは嬉うれしそうにはにかんだ。

「……わかりました。なにかあれば、お手伝いさせていただきます」

　というわけで。

　ロリたちはさっそく、マップを見ながらルートの相談をはじめる。

　その様子を見守っていると、麻耶さんがこっそり話しかけてきた。

「ひとつ確認してもいいですか？」

「なに？」

「……リストのなかに、成年向けのものはないでしょうね？」

　よほどアキバの件を根に持っているのか、すげえジト目である。

　俺は苦笑して答えた。

「当たり前だろ。そこまでバカじゃないよ」

　十八禁のものは三日目に配置されるのが基本だけど、一日目にもないわけではない。

　事前にカタログでチェックしていた。

「ならいいです」

　たわわな胸をおさえ、ほっと息をつく麻耶さんだった。







　数分でルートを確定させ、ロリたちが動き出す。

　小学生だし、なによりはじめてのコミケだ。

　だからすこしは戸惑うかと思ったけど……。

　その足取りにはいっさいの迷いがなかった。

　最初のスペースにたどり着くと、物もの怖おじせずに売り子さんとやりとりする。

　無事に入手できたら、丁寧にお礼も言う。

　いやはや、さすがハイスペックお嬢さま、って感じの手際だった。

　むしろ周囲の人のほうが戸惑ってたもんな。

　後ろにいるとよくわかるが、いろんな人からチラ見されていた。

　まあ、こんなにかわいいＪＳたちがコミケ会場にいたら、目線がいっちゃうのも無理はない。変な意味じゃなくて、単純に目立つ。紗さ奈なに至ってはネコミミだし。スーツの巨乳美人がそばに控えていたら、尚なお更さらである。

　ただ、それだけの注目を浴びながら、当の本人たちはどこ吹く風。

　夢中で任務に取り組んでいた。楽しそうでなによりである。

　そして、順調にリストを消化していき──五冊目。

　ここではじめて、勢いにストップがかかる。

　目当ての本が完売していたのだ。

「うぅ、ほんとごめんねぇ。新刊はもう売れ切れちゃったの……」

　売り子のお姉さん（二十代半ばくらいで、とても優しそうな美人）が申し訳なさそうに手を合わせる。

「いえ、残念ですけど、ないものは仕方ありません。完売、おめでとうございます」

　困ったように眉まゆをひそめつつも、藤とう花かは微笑ほほえんで一礼した。

「代わりにべつの本を買ってもいいですか？」

「ええ、それはもちろん！　どれでもお好きなものをどうぞ」

　お姉さんは救われたような笑顔になり、テーブル上の既刊を両手で示した。

　カラーのイラスト集が五冊。

　カタログで目にとまった新刊もそうだったけど、どれもオリジナルのようだ。

　内容は『制服』に特化したもの。女子高生をはじめ、ナースやウェイトレスなど、制服を着た美少女および美女がそれぞれ表紙を飾っている。

　露骨なエロではなく、フェチに振ったテイストだ。

　個人的にかなりツボだった。特に、巨乳のメイドさんが素晴らしい。ショートカットでどことなく麻ま耶やさんに似ているし。これは買いだ。

　今回はじめて知ったサークルだけど、チェックしておいてよかった。

　こういう出会いもまた、コミケの醍だい醐ご味みである。

「んー、どの本も素敵ですねー。千ち鶴づると紗奈は、どれが一番先生好みだと思いますか？」

　表紙をじっくりと見比べ、仲間に意見を求める藤花。

「そうねぇ。ハルのことだから、やっぱり巨乳系じゃないの？」

「ぼくもそう思うにゃ。にいさまは無類のおっぱい好きにゃ」

　同じく表紙を見ながら、千ち鶴づると紗さ奈なが答えた。

「はい、先生といえばおっぱい。おさるさんにバナナくらいの基本ですね」

　藤とう花かは真顔でうなずいて、

「おっぱいの大きさだけなら、このウェイトレスさんが一番です」

「じゃあ、それでいいんじゃない？」

「いえ千鶴。そう安易に決めるわけにもいきません」

「……なんでよ？」

「こちらのメイドさんも捨てがたいからです。二番目におっぱいが大きいですし、先生はメイドさんも大好きなので」

　おー、自力でそこにたどり着くとは、さすが藤花。俺の好みを熟知している。

「たしかに一理あるにゃ」

　紗奈は同意して、べつの本を指さした。

「でも、資料という意味では、こっちのスク水ＪＳもありにゃ」

　五冊中唯一のロリ枠である。

　紗奈の言うとおり、純粋な資料としてはもっとも参考になりそうだった。

「水着成分は大事ですしね。うーん、むずかしいです……」

　藤花も納得し、悩ましげにうなった。

　対して、千鶴が面倒くさそうに言う。

「いや、べつになんでもよくない？　ハル好みという意味では一緒でしょ」

　まあ、これはこれで正解。ルール的にはどれを選んでも問題なかった。

　と、そこで、

「えーと、もしかしてきみたち、おつかいを頼まれた感じかな……？」

　三人の会話が気になったのか、お姉さんが遠慮がちに口を挟んできた。

「はい、先生から与えられた任務です」

　藤花が朗らかに答える。

「に、任務……？」

「そうにゃ。にいさま好みの魔導書を集めてるにゃ」

　紗奈は誇らしげに胸を張った。

　いきなりそんなことを言われても、リアクションに困るだろう……。

「へ、へえー、そうなんだぁ……」

　案あんの定じよう、お姉さんは引きつった笑みを浮かべた。

「そうだ。どうせならお姉さんに相談してみましょうよ」と千鶴。

「あ、それはいいですね。わたしたちよりぜったい詳しいですし」

　ぽんと手を合わせて、藤とう花かはお姉さんを見つめた。

「すいません。いまからその先生の好みや人柄をお伝えしますので、どの本が一番当てはまりそうか、教えていただいてもいいですか？」

「え、ええ……私の意見でよければ」

「ありがとうございます」

　藤花はぺこりとお辞じ儀ぎをして、俺の特徴をあげていく。

「まず、先生は漫画を描くのが天才的にお上手です」

「ふむふむ」

「それで、わたしたちのヒモです」

「ちょっと待って」

　ふたつ目にして、早くもお姉さんが止めた。まあ、そりゃ、止めるわな……。

「？　どうかしましたか？」

　小首をかしげる藤花に、お姉さんは苦笑いで応じる。

「あー、ごめんね。ヒモってありえない単語が聞こえてきたからつい」

「いえ、それで合ってますよ」

　お姉さんの目が点になった。

「……まじ？」

「まじです」

「……あの、ヒモっていうのはね、女に養われるダメな男のことを言うんだよ？」

「はい。わかっています」

　お姉さんが確認すると、藤花はくすりと微笑ほほえんでうなずいた。

「同人誌を買うお金も、ぜんぶわたしたちが出してますから」

　そこに千ち鶴づると紗さ奈ながダメ押しする。

「信じられないと思いますけど、本当ですよ。そいつはヒモでクズな変態なんです」

「しかもぐうたらで、おっぱいとコスプレとセクハラが大好きにゃ」

「…………」

　お姉さんは絶句したまま固まった。

　ロリたちの発言がアレすぎて、受け止めきれなかったのだろう。

　まあ、無理もない。常識はずれにもほどがあるもんな。

　むしろこの場合、理解が追いつくほうが人としてどうかと思う。

　ちなみに一方麻ま耶やさんは、口元を手で覆おおい必死に笑いをこらえていた。

　俺が好き放題言われているのが、そんなにおかしいか……。

　よし、あとでセクハラな。紗奈の言うとおり大好きだし、しょうがないよね。

「……えーと、つまりきみたちは、あれかな？」

　お姉さんがフリーズから復旧し、こめかみをおさえながら問う。

「ヒモで、クズで、変態で、ぐうたらで、おっぱいとコスプレとセクハラが好きで、とにかくろくでもない男から、同人誌を買ってこいって命令されてきたってこと？」

「そういうことになりますね」

「……なるほど。よくわかったわ」

　藤とう花かがうなずくと、お姉さんは深々とため息をついた。

　そしてスマホを取り出し、一転、にこやかに告げる。

「じゃあ、いますぐ通報してあげるから、そのヒモ野郎の名前を教えて？」

　──ちょっ!?

　反応としてはとても正しいけど、それはまじで困るやつ……っ！

　と内心で焦りまくる俺を、大天使藤花ちゃんが救ってくれる。

「あはは、その必要はありませんよ。わたしたちも好きでやっていますから」

「……そう言えって脅おどされてるの？」

「ちがいます」

「なら、巧みな話術でだまされてるとか？」

「それもちがいます。先生はとても誠実な人です」

「……誠実だったら、そもそもヒモなんてやってなくない？」

「そんなことないですよ。うそつきなお金持ちより、何億倍も高潔だと思います」

「……きみたちも同じ意見？」

　お姉さんは困惑した様子で、千ち鶴づると紗さ奈なに振る。

「まあ、そうですね。クズですけど、ヒモにしてもいいくらいの価値はあります」

「にゃ。にいさまほど純粋な人は見たことないにゃ」

　千鶴はやや照れつつ、紗奈はどや顔で答えた。

　ありがてえ。ヒモ冥みよう利りに尽きるぜ……。

　ちなみに一方麻ま耶やさんは、異議ありと言わんばかりの顔で首をかしげていた。

　……このたわわメイドめ。もうほんと絶対セクハラしてやるからな。

「よ、よくわかんないけど、きみたちは被害者じゃないってことね？」

「はい。先生とはお互いを甘やかす関係です」

「…………じゃあ、そんなクズな彼には、強いて言うならこれがおすすめかな」

　考えるのをやめたようで、お姉さんはナースが表紙の同人誌を差し出した。

　五冊のなかでもっとも年齢が高そうな美女で、ロリとは真ま逆ぎやくの属性である。

　それを選んだ理由については、考えないでおこう……。

「なるほど！　ありがとうございます！」

　藤花は嬉うれしそうに微笑ほほえみ、丁寧に本を受け取った。

「おいくらですか？」

「お金はいいよ。新刊がなかったお詫わびも込みで、プレゼントしてあげる」

「え、困ります。お気持ちは嬉うれしいですが、正当な報ほう酬しゆうはお支払いさせてください」

「……あー、そしたら五百円になります」

「お安いですね！」

「あ、ありがとう……」

「こちらこそです！　アドバイスいただき、助かりました！」

　支払いが済むと、ロリたちは満足げな笑顔で、次のサークルへと足を向けた。

　──すぐ追いかけるから、さきに行ってて。

　と、麻ま耶やさんにこっそり声をかけて、俺はひとりだけその場に残る。

　もちろん、買い物のためだ。

「すいません。既刊、すべてください」

「あ、はい。お待たせしてしまってすいません」

　微妙に疲れた感じの笑みを浮かべ、お姉さんが同人誌を重ねていく。

　すこし離れていたおかげか、ロリたちと同じグループだとはバレていない。

「一冊五百円で、二千五百円になります」

「はい」

「ありがとうございます」

　財布からぴったりの金額を出し、代わりに本を受け取った。

　ちなみに、藤とう花かたちが買ったナースもふくめたのはわざとだ。

　それくらいのお布ふ施せはしても、罰ばちは当たらないだろう。

　そして立ち去る前に、

「いやー、いまの話、聞きました？」

　お姉さんが嘆なげくように言ってきた。

「どこまで本当かはわかりませんけど、あんなにかわいいロリたちをおつかいフアンネルに使うなんて、世の中にはとんでもないクズがいるんですねぇ……」

　俺は顔をしかめ、深刻なトーンで答えた。

「ええ、ほんと信じられませんね」







　その後、ロリたちはまた順調にリストを消化していく。

　七、九、十冊目も完売していたが、同じような感じで乗り切り……。

　ついにラスト、十三冊目のサークルにたどり着いた。

　テーブルには目的の新刊もちゃんとある。メイドをテーマにした合同誌だ。

　これにて任務完了だな。

　──なんて、気を抜くのは早かった。

　あと一歩というところで、最大の危機に直面する。

「新刊をくださいっ」

　と、藤とう花かが元気よく声をかけると、売り子のお姉さん（二十歳くらいで某魔法少女のコスプレをしている）は目をぱちくりとさせ、それから困ったような笑みを浮かべた。

「あぁー、ごめんなさいー。新刊は十八歳以上しか買えない仕様なんですー」

「えっ、そうなんですか……!?」

　愕がく然ぜんとする藤花。

　隣では千ち鶴づると紗さ奈なもぽかんと口を開けていた。

　もちろん俺も同様だ。ドキリと心臓が脈打ち、そんなはずないと強く思った。

「（……これはどういうことですか？）」

　と言わんばかりの、殺意マシマシの視線を麻ま耶やさんに向けられる。

「（いや、違うんです！　カタログでは全年齢向けになってたんです本当です！）」

　と伝わるよう、俺は涙目で首をぶんぶん横に振った。

　噓うそではない。本当にちゃんと確認したのだ。見落としなどありえない。

　では、一体なにが原因で、こんなことになってしまったのか……？

「でも、この本、表紙はふつうですよね？　えっちな内容には見えないのですが……」

　藤花がそう訊たずねてくれたことで、疑問は氷解する。

　お姉さんが間延びした声で、親切に教えてくれた。

「えーと実はですねー、最初は全年齢の予定だったんですけどー、なんか連絡ミスがあったらしくてー、半分くらいの人がえっちなやつを描いちゃったみたいなんですー、あははウケますねー☆」

　──ああ、そうか！　そのパターンをすっかり忘れていた！

　コミケのカタログに載のる情報は、申し込みの際にサークル側が申告したものとなる。

　夏の申し込み期限は、だいたい二月の上旬から中旬くらい。

　つまり、半年近くのタイムラグがあるのだ。

　それだけあれば、描きたいものが変わるのも珍しくない。

　ましてや、同人活動は基本的に趣味だからな。

　たとえ十八禁に変えたところで、さほど問題もないのである。

　ただひとつ。子どもに売りさえしなければ……。

　……しかし、合同誌でその凡ミスはどうかと思う。まったくウケないわ。

　まあ、俺のせいでないことは伝わったと思うので、とりあえずはよしとするけど。

「まったく、やれやれね。しょうがないから、代わりにべつの本を買いましょう」

　ため息をつき、気を取り直したように千ち鶴づるが言う。

　しごく真っ当な提案だが──藤とう花かは重々しく否定した。

「……いえ、そういうわけにはいきません」

「え？　なんでよ？」

「ほかの本を代わりにしていいのは、完売していたときだけです。リストに記されている本がここにある以上、それは認められません……」

「えぇー、それくらいはよくない？」

「ダメです。命令違反をしたら、報ほう酬しゆうのチケットもいただけないかもしれません」

　いや、この状況でべつの本を買っても命令違反なんてぜんぜん思わないし、仮に十三冊集められなくても、報酬は渡すつもりでいた。

　でも、ロリたちがどう対処するかは興味がある。黙って見守ることにした。

「……じゃあ、どうするのよ？」

　千鶴が眉まゆをひそめて問いかける。

「えっちなページだけ抜いてもらうとか、そういう裏技でもあるの？」

「……それは……わかりません……」

　藤花はくちびるを嚙かみしめ、悩ましげにうなった。

　どれだけお金を積んでも、年齢を買うことはできない。

　この問題は、天才お嬢さまたちの急所だった。

　そんな沈んだ空気に鶴の一声──否いな、ネコの一声がかけられる。

「麻ま耶やさんがいるにゃ」

　不敵な笑みを浮かべて、紗さ奈なが言った。

「ぼくたちの切り札である麻耶さんなら、えっちな本でも買えるにゃ」

　──パァァァァッ！

　素晴らしい打開策を聞いて、藤花と千鶴はひまわりのような笑みを咲かせた。

「なるほど！　その手がありました！」

「そういえば、まだ一度も麻耶さんに頼ってなかったものね！　やるじゃない紗奈！」

「ええっ!?」

　慌てたのはもちろん麻耶さんだ。

「いや、でも、それはですね……っ」

　顔を真っ赤にして、両手をわたわたさせた。

　クールビューティーが狼ろう狽ばいすると、なんかやたらとかわいいよね。

　しかし、これは予想外に面白いことになったぞ。

　俺専属のたわわメイドは！　アキバでの悪夢に続き！　またしても十八禁のメイド本を買わされてしまうのか!?　乞こうご期待！

　といった感じだけど……まあ、なんというか、あれだよね。

　ロリたちの目が輝いている時点で、すでにほとんど詰んでいる。

「麻ま耶や、お願いします！」

「麻耶さんだけが頼りなの！」

「麻耶さんのメイド力、ここで発揮してほしいにゃ！」

　藤とう花か、千ち鶴づる、紗さ奈なが麻耶さんを囲み、上目遣いで懇こん願がんする。

　うわー、この包囲網はなかなかえぐいですね（笑）

　藤花たちに甘い麻耶さんが、果たしてどれだけ耐えられるか……。

　結論から言うと、十秒とかからず落ちた。

「うぅ…………わ、わかりました」

　ちょろい。

「ありがとうございます！　大好きです！」

「さすが麻耶さん！　どこかのヒモとは大違いね！」

「麻耶さんはぼくたちのエースにゃ！」

　ロリたちは大はしゃぎで、やんややんやと麻耶さんを持ち上げる。

「いえ……そんな……あ、ありがとうございます……」

　もじもじとはにかむ麻耶さんだった。恋する乙女か。












　……俺にもそういうリアクション、してくれてもいいんですよ？

　いや、する理由がねえと言われたらそれまでだが。

　まあ、そんなこんなで。

　ラスト一冊を麻ま耶やさんが回収し、これにてミッションコンプリート。

　一時はどうなることかと思ったけど、うまくいってよかったわ。







　人が多い東ホールを出て、例によって邪魔にならない端はしっこで立ち止まる。

「よくやってくれた。これは約束の報ほう酬しゆうだ」

　戦利品と引き替えに、お姫さまチケットをそれぞれに手渡した。

「ありがとうございますっ！」「あ、ありがと……」「にゃあ、ありがとう」

　三人は嬉うれしそうに微笑ほほえみ、しっかりと受け取ってくれる。

　達成感に満ちた、やわらかな笑顔。尊い。

　これを見られただけで、やはり指令書を作ってよかったと思えた。

「あ、麻耶さんもほしい？」

「遠慮します」

　ですよね。

　怒らせないようすぐに引いて、まとめに入る。

「さて、これでだいたいコミケがどんな感じかわかったと思うけど、どうだった？」

　と、本日の感想をみんなに訊たずねた。

「すごく楽しくて、とても興味深かったです！」と藤とう花か。

「そうね、それなりに楽しかったわ。人が多くてちょっと疲れたけど……」と千ち鶴づる。

「にゃあ、いろいろ刺激になったにゃ」と紗さ奈な。

「……一部あれでしたが、思ったより健全なものが多くてよかったです」と麻耶さん。

　三人はもちろん、麻耶さんもわりと好意的な反応だった。

「ほしいものはなかった？」

　任務中も好きに買い物していいと言っていたが、俺が指定した同人誌以外、四人はなにも買っていなかった。

「そうですねぇ……先生の同人誌がほしいと思いました」

「あー、たしかに。ハルの画集とかあたしもほしいわ」

　藤花と千鶴の意見に、俺は「そっちか」と苦笑した。

　まあ、そう言われて悪い気はしないけど。

「にゃ、ぼくはみんなで作ってみたいと思った」

　ネコの手をあげながら、紗奈が言う。

「なるほど、みんなで同人誌制作か……」

　俺にとって創作とは、基本的に孤独な作業だ。

　べつにそれが嫌ってことはない。むしろ、他人と協調するほうが面倒だ。

　でも、それはそれとして……。

　気心が知れた仲間となにかを作るというのは、魅力的なことに思えた。

「んじゃ次の冬コミは、一般参加じゃなくてサークル参加してみる？」

「それはいいにゃ！」

　提案してみると、紗さ奈なは笑顔で賛成してくれた。

「先生と一緒に同人誌……。光栄ですけど、ちょっと恐れ多いですね……。わたしは絵心も文才もないので……」

　藤とう花かが控えめに言う。

「そんなに難しく考えなくてもいいよ。学校で作る文集とか、そんなノリで」

　俺は気楽な笑みを浮かべた。

「なるほど。それならわたしにもできるかもしれません」

「ふうん、面白そうじゃない。あたしもやるわ」

　ほっとしたように微笑ほほえむ藤花に、千ち鶴づるも続いた。

「麻ま耶やさんは？」

「え、私もですか？」

　俺の問いかけに、目を瞬またたかせる麻耶さん。

「みんなでやったほうが楽しいじゃん。だよな？」

「はい」「そうね」「麻耶さんも一緒がいいにゃ」

　ロリたちに振ると、すぐさま同意してくれる。

「……承知しました。なにか書かせていただきます」

　麻耶さんは苦笑して、まんざらでもなさそうにうなずいた。

　というわけで。

　それから申込書を購入し、俺たちはビッグサイトをあとにした。

　みんながなにを作るか、楽しみだ。

　……まあ、当選するかわかんないけどね。







　帰りの電車。早めに出たので、さほど混んではいなかった。

　でも、座れるほど空すいてもいない。五人並んでつり革をつかんだ。

「……にいさま、ちょっとこっちに来てほしいにゃ」

　脇わき腹ばらをつんつんされて振り向くと、紗奈が小さな声で話しかけてきた。

　なにやら内緒話がしたい様子。

　なんだろう？　と思いつつ、藤とう花か、千ち鶴づる、麻ま耶やさんからこっそり距離を取る。

　幸い三人は仕事について話しており、こちらには気づかなかった。

　俺も声をひそめて訊たずねる。

「なに？　トイレ？」

「ちがうにゃ」

　紗さ奈なはむっとして、即座に否定した。

「……にいさまは紳士だけど、たまにすごくデリカシーに欠けるにゃ」

　まあ、たしかに。

　小学生とはいえ、女の子にいきなりかける言葉じゃなかったな。

「ごめんごめん」

　反省して手を合わせた。

「許してほしかったら、もっと誠意を見せるにゃ」

　誠意……俺は数秒思案して、頭をなでなでした。

「これでいい？」

「許すにゃ」

　許された。ちょろい。

「それで、どうしたの？」

「……にいさまにお願いがあるにゃ」

「お願い？」

「にゃ」

　恥ずかしそうに顔を赤らめ、紗奈はもじもじと口にする。

「実はぼく……ラノベを書いてるにゃ」

「え、まじで？」

「まじにゃ」

　予想外の告白に驚くと、紗奈はこくりとうなずいた。

「へえー、いいじゃん」

　俺が勧めて以来、紗奈が期待以上にラノベにはまってくれているのは知っていたが──『絶後の魔女』のコスプレでも大興奮だったし──まさか自分で書くまでとは思っていなかった。

「あ、もしかして、キャバクラのときから？」

　思い至って訊ねる。

　ロリキャバクラで紗奈が披ひ露ろうしてくれた、『漆黒のネコ』というオリジナル設定。

　個人的にとても気に入ったので、それをもとになにか創作してみればと勧めていた。

　正解だったようで、紗さ奈なは「そうにゃ」と肯定した。

　あー、そうか。それで紗奈は、同人誌をみんなで作ってみたいって言ったのか。

　いろいろ腑ふに落ちて、自然と笑みがこみあげてきた。

「ありがとな」

　紗奈の頭を優しくぽんぽんする。俺の勧めを素直に受け入れてくれたことはもちろん、創作仲間が増えるのは純粋に嬉うれしかった。

「にゃあ……お礼を言うのはぼくのほうにゃ」

　紗奈はてれてれとはにかんだ。

「で、お願いってのは？」

　そろそろ藤とう花かたちが気づいてしまうかもしれない。話を進めさせてもらう。

「……完成したら、にいさまに一番に読んでほしいにゃ」

「それだけ？」

「にゃ」

「だったら喜んで。おやすいご用だよ」

「ほんとにゃ……？」

　パッと紗奈の表情が明るくなる。

「ああ。楽しみに待ってる」

「……がんばるにゃ」

　はっきりうなずくと、紗奈は意気込むようにネコの手をにゃんにゃんさせた。

　うん、ほんとに楽しみだ。俺も負けないようにがんばらないとなー。







　余談をひとつ。

　任務の最後に手に入れた、十八禁のメイド本だが……。

　これは帰宅してすぐに、麻ま耶やさんに没収された。

　隠す暇もなかった。抵抗する気にもなれなかった。だってすげえ怖かったし……。

　まあ、いいものを見せてもらったので、俺的には十分大勝利だ。










「そういえば先生。このまえの短編ですが、そろそろ持ちこみをしてもいいんじゃないでしょうか」

　夏コミから一週間後の昼下がり。自室。藤とう花かとふたりきり。

　ベッドでだらだらしていると、藤花がおもむろに切り出してきた。

「あー、そうだなー」

　ロリのヒモになって描き上げた、二作目の漫画。

　大おお阪さか旅行を終えた翌日に、『持ちこみをしましょう！』と藤花から勧められていた。

　だが、八月前半はお盆進行というやつで、出版業界にとってくそ忙しい時期である。

　そんなときに持ちこみをするのは気が引けた。俺のバックには藤花──親会社の実質的な大株主──がいるから、向こうも断りにくいだろうし。

　ましてや趣味全開の原稿である。

　担当夕莉ちやんがどれだけキレるか、想像するのも恐ろしい……。

　なので、『お盆が終わってからにしよう』と言っていたのだ。

「たしかに、そろそろ連絡してみてもいいかもな」

「はい、そうしましょう！　今度こそ担当さんも納得してくれると思うんです！」

　俺の返事に、藤花は声を弾ませた。やる気満々の営業マンみたいなテンションだ。

　俺は苦笑してスマホを手に取る。とりあえず電話してみよう。

　……いや、待てよ。ふと、前回のことを思い出す。

　藤花を連れて持ちこみに行ったら、またお偉いさんが出てきて、夕ゆ莉りちゃんに余計なストレスを与えてしまうかもしれない。

　それだったら逆に、夕莉ちゃんをこっちに呼んだほうがいいんじゃないか？

　近くの喫きつ茶さ店とかで見てもらう手もあるけど、どうせなら一緒に食事でもしたい。

　藤花も夕莉ちゃんとじっくり話してみたいって言ってたし。

「なあ藤花。夕莉ちゃんをこの家に招待してもいい？」

「あっ、それはいいですね！」

　提案すると、藤花も喜んで賛成してくれた。







　で、翌日。

　藤花邸の屋上テラスでバーベキューをやることになった。

　メンバーは俺、藤花、千ち鶴づる、紗さ奈な、麻ま耶やさん。

　そしてもちろん、特別ゲストの夕ゆ莉りちゃんである。

　バーベキューにしたのは俺のリクエスト。

　肉を食べたい気分だったのと、みんなでわいわい焼いたら楽しそうだと思ったからだ。

　午後五時。夕莉ちゃんは約束した時間ぴったりにやってきた。

　ノースリーブブラウスに、ひざ丈のスカート。

　メガネが似合うシックな私服姿で、相変わらずのオシャレ美人だった。

　漫画よりもファッション誌の編集者と言われたほうがしっくりくる。

「本日はお招きいただき、まことにありがとうございます」

「こちらこそ急なお誘いに応じてくださり、ありがとうございます。至らないところもあるかと思いますが、ご自分の家のようにおくつろぎください」

　玄関で社会人らしい挨あい拶さつをする夕莉ちゃんと藤とう花か。

　そんなに堅苦しくしないで、もっと気楽に接してほしい。

　まあでも、最初はこんなものか。

　むしろ、馴なれ馴なれしすぎる俺のほうが一般的には問題である。

　軽く反省しつつ（直すとは言ってない）、とりあえず一階のリビングへ。

　バーベキューの前に、原稿を見てもらうことにした。

　みんなでテーブルを囲む。

　夕莉ちゃんにはお誕生日席に座ってもらい、俺はその向かい側。

　俺の左側に藤花と麻ま耶やさん、右側に千ち鶴づると紗さ奈なという席順である。

　ちなみに、ロリたちはそれぞれ涼しげな私服で、麻耶さんはメイド服だ。

「千鶴と紗奈は夕莉ちゃんと初対面だし、まずはあらためて自己紹介しようか」

　と、仕切らせてもらう。

「では、わたしからいいですか？」

　藤花がにこやかに挙手した。

「いいよ──あ、ちょっと待って。ただ名前を言うだけってのもあれだから、自分の好きなものも一緒に言ってくれ。そのほうが打ち解けやすいだろうし」

「あー、そうですね。さすが先生。見事な気配りです」

　俺の思いつきに、藤花は納得したようにうなずいた。

「好きなものって食べ物とか？」

　と、千鶴が訊たずねてくる。

「いや、それだとベタすぎるから……俺の好きなところにしよう」

　俺がそう言った瞬間、夕莉ちゃんは盛大に顔をしかめた。

『は？　なに言ってんだこいつ？　バカじゃねーの？』と言わんばかりに。

　しかし、それに気づいたのは正面にいる俺だけで、

「わかりました」「まったく、しょうがないわね」「りょーかいにゃ」

　藤とう花か、千ち鶴づる、紗さ奈なは素直に了承してくれた。

　麻ま耶やさんは無言でため息をつく。この流れに逆らえないのを悟っているのだろう。

　対して夕ゆ莉りちゃんである。まだ俺たちのノリに慣れていない美人編集者は、

「──っ!?」

　ロリたちの返答に目を見開き、激しく困惑していた。

『ええっ、まじかよ!?　乗っかるのか!?』的な表情。

　それでも場の空気を読んでか、口は挟んでこなかった。さすが社会人だ。

　……よしよし、と俺は内心でほくそ笑む。

　夕莉ちゃんにはいつも、ボロクソに言われてばかりだからな。

　どんなことを言ってくれるか楽しみだ。

「じゃ、藤花、千鶴、紗奈、麻耶さん、夕莉ちゃんの順でお願い」

「はい」

　藤花が立ち上がり、夕莉ちゃんに向かって丁寧にお辞じ儀ぎをした。

「二に条じよう藤花です。先生の好きなところは……やっぱり面白くて、優しいところですね」

「たしかに、ある意味面白いわね」

「優しさも文句なしにゃ」

　藤花の言葉に、千鶴と紗奈がコメントする。

　麻耶さんは苦笑、夕莉ちゃんは微妙に引きつった愛あい想そ笑わらいを浮かべていた。

　ふむ。このふたりの美女はあれですね、まったく共感してませんね……。

　やれやれ、ロリたちの純真さをすこしは見習ってほしいものだ。

　藤花が着席すると、千鶴が立ち上がる。

「丹たん沢ざわ千鶴です。ハルの好きなところは……まあ、好きっていうか、ほかの人よりすごいなって思うところだけど……正々堂々とクズで、毒舌にもへこまないところね」

「ふふ、わかります」「それにゃ」「…………」「…………」

　やはりロリたちはうんうんと共感し、美女たちは苦笑いだった。

　続いて紗奈。

「小こ森もり紗奈にゃ。にいさまの好きなところは……にいさまなところにゃ」

　なるほど、わからん。

　紗奈ワールドすぎて、これにはみんな苦笑いである。

　でも、満足げな紗奈の表情だけで、なごやかな気持ちになった。

　続いて麻耶さん。俺専属の巨乳メイドは、こともあろうにこう言った。

「園その原はら麻耶です。好きなところは……特にありません」

「あはは、麻耶さん。なかなか面白い冗談を言うなー」

　さすがに聞き捨てならず、笑いながらツッコんだ。

　ロリたちもくすくすと笑い、

「麻ま耶やが冗談を言うなんて珍しいですね」

「まあ、いくらハルでも、ひとつくらいはあるわよね」

「麻耶さん、恥ずかしがらずに言うにゃ」

　一斉にツッコまれて、麻耶さんはかあっと頰ほおを染めた。

　そして観念したのか、ささやくような声で言う。

「………………や、やっぱりないです」

「おい」

　今度は真顔でツッコんだ。

　ガチでひとつもないとか、へこまないことに定評がある俺でもへこむぞ……。

　いや、でまかせでごまかされるよりはいいと思うけど。

「うふふ、麻耶は照れ屋ですねー」

「気持ちはわかるわ。ハルを褒ほめるのって屈辱だし」

「麻耶さん、かわいいにゃ」

「うぅ……」

　ロリたちに優しい目で見つめられて、麻耶さんはますます赤面した。

　まあ、うん。これはこれでありか。

　さらにセクハラしてもいいけど、このあとのバーベキューに影響してもあれだし、勘弁してやろう。

「じゃ、最後に夕ゆ莉りちゃんお願い」

　麻耶さんが着席して、夕莉ちゃんが立ち上がる。

「えー……天てん堂どう先生の担当をしております、メディカワの中なか野の夕莉です」

　緊張気味の口調で、夕莉ちゃんは言った。

「天堂先生の好きなところは…………画力ですね」

　なるほど、そうきたか……。

　さすが編集者。人間性とは関係ないところで、褒めるのがうまいな。

「わかります！　先生の絵は素晴らしいですよね！」

「そうね。話はあれだけど、絵は本当にいいと思うわ」

「編者さんにも認められてるにいさま……かっこいいにゃ」

　ロリたちの心もうまいことつかんだようだ。

　同じものが好きな相手には、親近感が湧くからな。

　夕莉ちゃんはほっとしたような笑みを浮かべ、着席した。

　いい感じに空気があたたまったところで、いよいよ原稿を見てもらう。

「よろしくお願いします」

　藤とう花かが真剣な面おも持もちで、夕ゆ莉りちゃんに原稿を差し出した。

「……拝見いたします」

　夕莉ちゃんは丁寧に受け取り、じっくりと読んでくれた。

　その様子を、固唾かたずをのんで見守るロリたち。

　特に藤花は祈りを捧ささげる聖女のごとく手を組んで、熱い視線を注いでいた。

　沈黙がしばし続く。ただでさえ自分の原稿を目の前で読まれるのはドキドキするのに、藤花の期待が半端じゃないので、すさまじく居心地が悪かった。

　トイレにでも逃げようかな……。

　正直、何度もそう思った。でも、それはあまりに情けない。自分が描いた作品、ひいてはファンである藤花にも申し訳ないしな。がんばって耐えた。

「……読み終わりました」

　夕莉ちゃんが大きく息をつき、原稿をそろえてテーブルに置いた。

「ど、どうでしたか？」

　藤花が前のめりで訊たずねる。

「そ、そうですね……」

　夕莉ちゃんは数秒思案して、言葉を継ぐ。

「ぜ、前回よりもよくなっていると思います」

　あー、かなり言葉を選んでますね……。やっぱダメだったかと俺は察した。

　しかし、藤花は喜き色しよくを浮かべる。

「本当ですかっ？」

「え、ええ……」

　そこから、だいたい前回の持ちこみと同じような会話が交わされた。

　夕莉ちゃんが必死にいいところを探してくれ、藤花が喜ぶ。

　雑誌への掲載は編集部に持ち帰って相談する……などだ。

「……すいません、ちょっと込み入ったことを話したいので、天てん堂どう先生とふたりきりにしていただいてもいいですか？」

　話が一区切りしたところで、夕莉ちゃんがそう申し出た。

　気を遣うのも限界が来たのかもしれない。ここは従っておこう。

「ごめんみんな。さきに屋上に行って、バーべーキューの準備をしててくれない？」

「はい、承知しました」

　素直に言うことを聞いてくれ、藤花たちは階段をのぼっていった。

　足音が聞こえなくなるまで遠ざかる。

　と、夕莉ちゃんはきりっとした社会人の仮面を外し、深いため息をついた。

「……あぁー、緊張したぁ……」

　そのギャップに思わず笑ってしまう。

「あはは、やっぱり緊張してたんですね」

「当たり前だろバカ！　こちとら編集長をはじめとしたえらーい方々から『なにかあったらクビだからがんばってね』って言われてんだぞ！」

　思いきり罵ののしられた。この流れも前回と同じだ。

「いや、本気でクビにはならないでしょう？」

「……どうだろうな。とりあえず編集部から島流しされることは確実だ」

「あー。まあでも、俺が口添えしますんで、絶対にそんなことはさせませんよ」

「……くそ。一瞬『頼りがいがある』って思ってしまった自分が情けない……」

「ロリの威いを借かるヒモですね」

「うるせえうまくねえよくたばれ」

　どや顔で告げると、速攻でダメ出しされた。というか、ただの悪口だ。

「……大人として、その言い草はどうなんですか」

「わざわざおまえのクソ原稿を見てやったんだから、やつあたりくらいさせろ」

　すげえ開き直り。いっそすがすがしいな……。

「てか、やっぱ原稿はダメでしたか」

「……やっぱって自覚あるなら、見せるなよ」

　夕ゆ莉りちゃんは舌打ちをして、

「言い訳があるなら聞いてやるぞ？」

「ないです。自分が描きたいものを描きたいように描いた結果です」

「だろうな」

「でも、駄作だとは思っていません」

「……まあ、それはそうかもな。クソではあるが、駄作ではない」

　夕莉ちゃんはしぶい顔でうなずいた。

「いや、逆か。駄作ではあるが、クソではない」

「……すいません、その違いがわかりません」

「漫画としては確実に駄作だ。例によってストーリーが支し離り滅めつ裂れつすぎる。だが、絵の力だけで、作品としての価値はそれなりにある」

　予想していなかった返答に、俺は目を瞬かせる。

「あれ、もしかして褒ほめられてます？」

「まあ、そうだな。もともと絵だけはうまかったが、さらに成長しているな」

「おおー、だとしたらヒモになった成果ですね」

「……それを言われると、まじで褒める気なくなるな」

　またチッと聞こえよがしに舌打ちする夕ゆ莉りちゃん。

　ほんとガラ悪い美人だなー。嫌いじゃないけど。

「いちおう原稿を預かってもいいか？」

「え、まさか本当に会議にかけるんですか？」

「それはわからんが、ほかのところには持って行かれたくない」

「正直ですね……」

　こういうところも嫌いじゃない。

「生原稿は藤とう花かのものなので、データでもいいですか？」

「……ほかに持って行かないなら、それでもいい」

「持って行きませんよ。夕莉ちゃん以外の編集者とは組みたくないです」

「……編集者冥みよう利りに尽きる言葉だな。だが、夕莉ちゃんって言うな」

　さっきもさんざん呼んでくれやがって、と吐き捨てる。

　でも、いつもより顔つきは穏やかだ。そこまで怒ってなさそう。

　しつこく呼び続けたおかげで、慣れてきたのかもしれない。

「……にしてもおまえ、まじでこんな豪邸でヒモ生活を送ってるのか？」

　話題を変えて、夕莉ちゃんがじっとりとした目を向けてくる。

「はい、送ってますよ」

「あんなかわいいロリたちに囲まれて？」

「そうです」

「……てか、園その原はらさんだっけか？　彼女はなんでメイド服を着てるんだ？」

「俺の専属メイドだからです」

「……まじか。慕ってくれるロリたちだけでなく、専属の美人メイドもいるのか」

「います」

「…………おい社会のゴミ。ちょっとこっちに来い」

「事実ですけど、さすがに正面からゴミ呼ばわりはどうなんでしょう」

「いいから来い」

　完全に舎しや弟ていを呼ぶヤンキーの語調ですね……。

　怖かったので、俺は椅い子すから立ち上がり、夕莉ちゃんに歩み寄った。

「そこへ座れ。正座な」

　床を指さされ、おとなしく正座する。

　位置関係的に目線がちょうど夕莉ちゃんの腰あたりになった。

　スカートが短ければパンツが見えたかもしれない。残念。

「私の目を見ろ」

　言われたとおり、夕莉ちゃんの顔を見上げた。

「よし。とりあえず、ビンタしていいか？」

「いいわけないですよね？」

　いくらなんでも承伏しかねる。

「俺が妬ねたましいのはわかりますけど、暴力ヒロインは叩たたかれるからやめましょうよ」

「誰がヒロインだ」

「あ、でも、蹴けりならいいですよ。この角度ならパンツが見えそうなので」

「……おまえはほんと、すがすがしいほどクズいな」

　夕ゆ莉りちゃんはあきれたように笑った。

「でも、実際のところどうなんだ？　ヒモ生活って張り合いがなくて、意外とつまんないんじゃねーか？」

「いや、めちゃくちゃ楽しいですよ。みんな俺と遊んでくれますし」

「……おまえが遊んであげてるんじゃないんだな」

「ロリたちと遊ぶのが楽しすぎて、もうほかの仕事なんてできないです」

「ヒモもひとつの仕事みたいに言うんじゃねえ」

「いっそ、税務署に開業届を出してみましょうか？」

「収入ないだろうが」

「ロリ色申告したら、還かん付ぷ金きん的なものがもらえませんかね？」

「ねえよバカ。むしろ逮捕だボケ」

「ですよね。でも冗談はさておき、ロリのヒモが楽しいのはガチですよ」

　真面目まじめな口調で言うと、夕莉ちゃんは眉まゆをひそめた。

「……それはお前がクズだからだろ？」

「いや、誰がやっても楽しいですよ。なんなら試してみますか？」

「どうやって？」

「このあとのバーベキューで、ロリたちにたくさん構ってもらうんです。俺に接するときと同じような感じで。いわば職業体験ですね」

「だからヒモを仕事扱いするな。……けど、提案自体はありだな。さっきの自己紹介でもなんとなく伝わってきたが、おまえが普段どんな生活をしてるのか興味がある」

「決まりですね」

「ああ。だが、さきに言っておく。私はおまえと違ってクズじゃない。良識ある大人だ」

　余裕の笑みを浮かべ、夕莉ちゃんは断言した。

「だから小学生と遊んでも、心から楽しめることはないだろうよ」







　──で、一時間後。




「──ロリのヒモって最高だな！」




　夕ゆ莉りちゃんは満面の笑みで叫んだ。

　ここは俺の部屋。

　職業体験の感想を聞くため、いったん屋上から下りてふたりきりになっていた。

　俺はどや顔で胸を張る。

「ふふふ、でしょう？」

「ああ！　悔しいが、認めざるを得ない！」

　身振り手振りを交えて、熱く語る夕莉ちゃん。

「藤とう花かちゃん千ち鶴づるちゃん紗さ奈なちゃん、とにかく三人とも天使すぎる！　素直だし、気が利くし、おまえの担当ってだけで尊敬してくれるし、頭いいから話していて面白いし、ちょっとしたことでも褒ほめてくれるし、笑ってくれるし、肉とか一生懸命焼いてくれるし、しかもそれを食べさせてくれるし、最高級だから超うまいし、頭をなでたらめっちゃ喜んで甘えてくれるし、さらさらの黒髪もツインテールもネコミミもかわいすぎて生きるのがつらい！　ロリコンの気持ちがわかったわ！　園その原はらさんも超有能で私の苦労をわかってくれるし、もう会社に行きたくねえ！　ここで一生暮らしてえ……っ！」












　大絶賛である。涙さえ流しそうな勢いだ。

　俺の漫画では眉まゆひとつ動かさないくせに……。

　まあ、それだけロリたちが尊いってことである。

　最初のほうは夕ゆ莉りちゃんもロリたちも、いくらか緊張によるぎこちなさがあった。

　しかし、ロリたちのコミュ力は半端じゃない。あっという間に夕莉ちゃんの懐に入りこみ、すぐに『ちゃんづけ』で呼び合う仲になった。

「しかもこの部屋なんだよ！　アホみたいに広いし、家具とか機材とか見るからにハイエンドのものばかりだし！　おいゴミ作家！　どうにかして私と入れ替われ！」

「無む茶ちや言わないでください」

「だよな！　ちくしょう！」

「でも出版社を辞めて、俺専属の編集者としてここで暮らしたいって言えば、養ってくれると思いますよ？」

「まじか!?　おいやめろ！　本気で検討したくなるだろうが！」

「ってことは、仕事を辞めるつもりはないんですね」

「そりゃそうだろ！　いくら魅力的な提案でも、実際にロリのヒモになれるほど強きよう靱じんなメンタルはねえよ！」

「俺は誘われたその場でＯＫして、やってきた翌日に高校辞めましたよ？」

「──っ!?　おまえすげえな！　いや、皮肉じゃなくて、まじですごいと思うわ」

　夕莉ちゃんは戦せん慄りつし、畏い怖ふするような目でまじまじと俺を見つめた。

　まあ、ともあれ。

　ロリのヒモが素晴らしいということをわかっていただけてなによりだ。

　満足して屋上に戻る。

　それから歓談しながらデザート（夕莉ちゃんの手て土産みやげのゼリー）を食べ、ヒモがずっと命令を出し続ける『ヒモさまゲーム』などの遊びをして、お開きまで楽しく過ごした。







　夜。風呂に入ってさっぱりしたあと。

　原稿のデータを送るついでに、夕莉ちゃんにお礼のメールを出した。

『お世話になっております。天てん堂どうです。

　本日はまことにありがとうございました。

　おかげさまで、楽しい時間を過ごすことができました。

　藤とう花かたちもとても喜んでいたので、ぜひまたご一緒してください』

　返信は数分で来た。

　口は悪いけど、本当に優秀な編集者である。

『お世話になっております。中なか野のです。

　こちらこそありがとうございました。

　ちょいちょいクズをぶん殴りたくなりましたが、私もとても楽しかったです。

　またの機会もぜひ。いつでもお声をかけてください。

　藤とう花かちゃんからのお誘いなら、大手を振って仕事もサボれますし。

　編集長も文句は言えませんからね（笑）』

『じゃあ、面倒な仕事とか飲み会とかあったら教えてください。その日に誘います』

『……おまえは神か？　え、ガチで頼んでもいい？』

『いいですよ。てか、夕ゆ莉りちゃんもたいがいクズですよね』

『否定はしない。おまえには負けるけどな』

『そんなクズを受け入れてくれる、ロリたちの尊さときたら……』

『それな……』

『いつか麻ま耶やさんも交えて、ロリたちの素晴らしさを語る会でも開きましょう』

『お、いいな。開催日が決定したら連絡くれ』

　軽い冗談だったのだけど、思ったより夕莉ちゃんもノリノリだった。

　いつか本当にやろうと決めて、『りょーかいです！』と返信を打った。










「ハル、入るわよ」

　バーベキューから二日後の昼過ぎ。

　自室のベッドで漫画を読んでいると、私服姿の千ち鶴づるがやってきた。

　白いＴシャツに、水色のミニスカート。健康的でよく似合っている。

「なによ、ハルひとり？」

　ベッドにあがりながら、千鶴が眉まゆをひそめた。

　俺は漫画を置いて答える。

「ああ。藤花と麻耶さんは仕事、紗さ奈なは用事だって」

「ふーん……まあ、仕方ないわね。この際、ハルだけでもいいわ」

　と千鶴はつぶやいて、ツインテールをいじりながら俺を見つめた。

「いちおう訊きいてあげるけど、このあと予定とかないわよね？」

「ないことはないぞ」

「はあ？　ヒモの分際で？」

　質問に答えただけなのに、不満げに顔をしかめられる。

「漫画を読んだりゲームしたりアニメを観みたり、なにかと忙しいからな」

「……それって今日しなきゃいけないこと？」

「いや、なにか用があるならリスケできるよ」

「……娯楽の消費に『リスケ』を使う人、はじめて見たわ」

　千ち鶴づるはあきれたように嘆息した。

　ちなみに『リスケ』とは『リスケジューリング』の略で、ざっくり言うと予定を変更するってことだ。夕ゆ莉りちゃんがたまに使っており、業界人っぽいので真ま似ねしてみた。

「まあいいわ。それなら、いまからあたしに付き合って」

「なに？　デート？」

「──っ、そんなわけないでしょ！　バカじゃないの!?」

　からかうように訊たずねると、千鶴は顔を赤らめて否定した。

「ちょっと連れて行ってほしいところがあるだけよ！」

　なるほど。ふたりきりでお出かけをご所望か。

　だったらやっぱりデートじゃん。

　と思うけど、ツッコんだら話が進まなくなりそうなので、冷やかさずに訊ねる。

「どこ？」

「……ゲームセンターよ」

「へえ、なんで？」

　紗さ奈なならわかるけど、千鶴はゲームとかにあまり興味がない。

　お嬢さまが好む場所でもないだろうし、興味をそそられた。

「プリクラを撮りたいの」

「それはまた、なんで？」

「……昨日、学校の知り合いとたまたま会って、プリクラの話になったんだけど、撮ったことないって言ったらバカにされてむかついたから」

　思ったより単純な理由だった。小学生らしいといえばらしいけど。

　──えぇー、○○したことないのー？　おっくれてるぅーっ！

　ってやつだ。お嬢さまでもそういうことってあるんだなー。

「ちなみに、ハルはプリクラって撮ったことある？」

「ないな」

　あれはリア充の文化なので、俺にはとんと縁がなかった。

「……じゃあ、あたしと一緒に、経験しときましょう？」

　千鶴が上目遣いで、ねだるように言う。

　正直に言うと、猛暑のなか外に出るのは億おつ劫くうだけど……。

　久々にゲーセンで遊ぶのも悪くない。

　なにより千ち鶴づるの頼みなら、喜んで引き受けようじゃないか。







　というわけで。

　千鶴とふたりでタクシーに乗り、大きめのゲームセンターにやってきた。

「すごいにぎやかね」

　いろんな音が鳴り響く店内を見回し、素そ朴ぼくな感想をもらす千鶴。

　夏休みだけあってそれなりに多くの人がいた。

　案内板を見ると、一階と二階がクレーンゲーム、三階が体感系、四階がオンライン系、五階がリズム系、プリクラは地下一階にあるようだ。

　ちなみに『プリクラ』は『プリント俱く楽ら部ぶ』という商品名の略なので、プリントシール機といったほうが正確かもしれない。

　ともあれ、地下に向かう。

　予想以上にたくさんの機種が並んでいた。色白の美女がどや顔しているポスターだらけである。細かく見ればいろいろ違うのだろうが、どれも同じにしか見えなかった。一般人が二次元キャラを見分けられないのと一緒だな。

「どれがいいとかある？」

　リア充的な空間に気後れしつつ訊たずねる。

「べつになんでもいいわ」

「じゃあ、あれにしよう」

　あえて人気がなさそうな機種を選んだ。

　まわりに人がいないほうが落ち着いてできそうだからな。

　外側にディスプレイが設置されている。ここで料金を払い、撮影の設定をするようだ。

「はい、お金」

「さんきゅー」

　千鶴から小銭を受け取り、四百円を投入した。

　どんな雰囲気の仕上がりにするか、選択肢が表示される。

「できるだけナチュラルなやつでいい？」

「いいけど、なんで？」

「変に加工されると、逆に千鶴のかわいさが損なわれるだろ」

「…………」

「いてっ」

　無言で脇わき腹ばらを殴られた。

「ちょ、なにすんだよ？」

　そこまで強くはなかったが、意味がわからなかったので抗議する。

「……ハルがいきなり変なこと言うからでしょ」

　ふいっと顔を背けて、ツンツンと言い返してきた。

「変なことって？」

「……うるさい。小学生を口く説どいてないで、とっとと設定を済ませなさい」

　いや、いつ俺が口説いたよ……？

　と首をかしげ──ああ、『かわいさ』のくだりかと思い至る。

　よく見ると、耳が赤く染まっていた。つまり照れ隠しか。なら許そう。

　にやにやしながら画面をタッチ。背景などもテキトーに決める。

　これで終わりかと思ったら、最後にコースを選択しろと言われた。

『友達コース』と『恋人コース』がある。

　コースによって指定されるポーズとかが変わるらしい。

「『ヒモとお嬢さまコース』はないのか？」

「あるわけないでしょバカじゃないの」

　ちなみに『おひとりさまコース』もない。ぼっちには厳しい仕様だ。

　まあ、ひとりでプリクラを撮る人はかなりのレアなのだろうが。

「千ち鶴づるはどっちがいい？」

「……べつに、どっちでもいいわよ」

「なるほど、恋人コースか」

「はあ!?　そんなこと言ってないでしょ！　友達でいいわよ！」

「あっ」

　怒った千鶴が勝手にボタンを押してしまった。

「ほら、さっさと撮るわよ」

　千鶴にシャツの裾すそを引っ張られて、撮影ブースに入る。

　ポップなＢＧＭが流れており、思ったよりも広い。

　ここに立てという目印が床にあった。

　前にはまたディスプレイ。タッチすると、後ろに黄緑の幕がおりてきた。これで背景を合成するのだろう。

　画面に俺たちの姿が映る。

　お姉さんの声にガイドされつつ、撮影がはじまった。

　ピースだったりどや顔だったり、あれこれ指示されながらテンポよく進む。

「えっ、ちょ、早くない!?」

　慌てる千鶴。俺もまったく同感だった。

　あたふたしているうちに終了する。初見殺しにもほどがあるぜ……。

　なぜだか負けた気分で、落書きブースに向かう。

「落書きはどうする？」

「ハルにまかせるわ。こういうの得意でしょ？」

　いや、漫画と写真への落書きは、問われるセンスが違うと思うが……。

　ともあれ、『ヒモとお嬢さまの夏休み』とか『ツインテール保護法』といったコメントを入れたり、ネコミミとかヒゲとか描いたりして、俺なりにデコってみた。

　印刷ブースで出てきた写真を受け取る。

　表情やポーズはぎこちないが、意外と悪くない。千ち鶴づるという美少女がいるおかげだ。

「へえ、よくできてるわね」

　千鶴もそこそこ満足げな様子だった。

「どうする？　もっかい撮る？」

「……そうね。せっかくだし」

　すこし照れくさそうに、千鶴はこくりとうなずいた。

　両替機で小銭を補充して、同じ機種にもう一度トライする。

「また友達コース？」

「……こ、今度は恋人コースでもいいわ」

「あ、いいの？」

「ええ──でも、勘違いしないで。どんな感じか気になるってだけだから。ハルが相手だからとか関係ないから」

　頰ほおを染めて、千鶴がまくしたてる。

　うーん、ものすごくからかいたい。

　けど、ツッコんだらまた変な意地を張ってしまうかもしれない。

　俺も単純に、恋人コースがどんなふうになっているか興味あるし。

　紳士的に自じ重ちようして、ささっと設定を完了させた。

　撮影ブースに入る。

「わ、なんかムードあるな」

　ＢＧＭがさきほどと違って、バラード調になっていた。すげえ。芸が細かい。

　画面をタッチして撮影をはじめると、

『恥ずかしがらずに、甘い時間を楽しんじゃおう♪』

　ガイドの音声も煽あおってきた。

『まずは彼氏が彼女にハグ♪　優しくぎゅっと抱きしめてね♪』

「え、いきなりハグなのっ？　──ひゃあっ」

　戸惑う千鶴を俺は横から抱きしめた。

「ちょ、なにするのよバカ！　せめて心の準備くらいさせなさいよ！」

「だって早くしないと撮られちゃうだろ！」

　とか言い合っているあいだに一枚パシャリ。

『次はふたりの共同作業♪　お互いの手でハートを作ろう♪』

　見本の画像では、男の左手と女の右手を合わせていた。

　いかにもカップルっぽいポーズだけど、ハグよりはハードルが低い。

「こ、こう……？」

　千ち鶴づるからも手を出してくれた。パシャリ。

『次はアゴくい♪　じっと彼女の瞳を見つめちゃおう♪』

　言われるがまま千鶴のアゴに右手を添え、見つめる。

「ぁぅ……」

　千鶴は顔を真っ赤にして目をそらした。パシャリ。

『次はお姫さまだっこ♪　がんばって男の子♪』

　まじか！　がんばれなかったらどうするんだよ!?　確実に気まずい空気になるぞ！

　しかし、相手は幸いロリである。非力な俺でも可能だった。何度もやっているしな。

「きゃっ!?」

　ただ、急がなきゃいけないので、多少雑になってしまった。

　それでもなんとか間に合い、パシャリ。

「バカハル！　もうちょっと優しく抱いてよ！」

　床におろすと、バシッと肩を叩たたかれた。

「ごめん！　文句はあとで聞くから！」

　と謝って、次のガイド音声に耳をすませる。

『次は王子さまのようにひざまずいて、彼女の手の甲にキス♪』

「ちょ、キスって!?」

「千鶴、手を出して！」俺は即座にひざをついた。

「──ああもう！　わかったわよ！」

　ヤケになったように右手を差し出す千鶴。

　なめらかな甲に、そっとくちびるを押し当てた。

「っ！」

　千鶴は声にならない悲鳴をあげる。そのあいだに、パシャリ。

　そしてクライマックス、六枚目。

『最後はお返しに彼女からキス♪　勇気を出して、彼氏のほっぺにチューしちゃおう♪』

「──ええぇっ!?」

「ほら！　千鶴！」

　千鶴の高さに合わせて、軽くひざを曲げた。

「ほ、ほんとにするの!?」

「そういう指示なんだからしょうがないだろ！　早く！」

「うぅ～、もうバカ！　変態！」

　と、千ち鶴づるは涙目で罵ののしりつつ──ちゅっ。

　右みぎ頰ほおに、やわらかくてあたたかい感触がした。

　パシャリ──甘美な感触は一瞬で遠のき、撮影終了。

　落書きブースに行くよう、ガイド音声が流れる。

　俺は頰をおさえながら、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「まさか本当にやるとは……」

「ハルがやれって言ったんでしょ!?」

「ぐはっ！」

　本気で腹パンされた。

　モロに鳩尾みぞおち。ＪＳパンチでも、油断しているところにこれはきつい……。

　痛みにうめいているあいだに、千鶴がさっさと落書きブースに行く。

　ほとんど落書きをせずに、印刷してしまった。

「……っ！」

　出てきたシートを確認し、千鶴はまた盛大に赤面した。












「どんな感じに映ってる？」

「──み、見るな！」

　横からのぞこうとしたら怒鳴られた。隠すように胸に抱き、

「は、ハルは見ちゃだめっ！」

「えぇー、いいじゃん。減るもんじゃないし」

「うるさい！　ぜんぜんうまく撮れてなかったし、もう忘れなさい！」

「半分ちょうだいよ」

「ぜったいダメ！　断固拒否よ！　ハルにはさっきのやつをあげるから！」

　ツインテをぶんぶん振り乱しながら、千ち鶴づるが声を荒らげる。

　食い下がったら、本気で抵抗してくるだろう。

　残念だけど、あきらめるしかなさそうだ。

　これ以上騒いだらほかのお客さんに迷惑だし、最悪通報されそうだもんな……。

「わかった、わかった。俺はさっきのやつで我慢するよ」

「……あたしを油断させるうそじゃないでしょうね？」

　と、ジト目を向けてくる千鶴。俺は苦笑して返した。

「俺はうそつきだけど、千鶴を傷つけるようなことはしないよ」

「……そうね。信用してあげるわ」

　千鶴はほっと息をついた。

「じゃあ、もっかい撮ろうか？」

「撮らないわよ！」







　せっかくゲーセンまでやってきて、これだけで帰るのももったいない。

　プリクラのあとはクレーンゲームをはじめ、太鼓とかエアホッケーとかレースとかクイズとか、ふたりでいろいろ遊んだ。お金はもちろん、すべて千鶴が出してくれた。

「付き合ってくれたお礼よ」とのこと。

　大満足でゲーセンを出る。俺は笑いながら千鶴に言った。

「あー、楽しかった。またしような、ゲーセンデート」

「ええ。プリクラはもうごめんだけどね」

「あ、やっぱりデートだったんだ」

「──っ!?　ち、ちがうわよバカっ！」

「いてっ──ちょ、ごめん！　謝るから殴らないでっ！」

　帰りのタクシーに乗っているあいだ、ずっと頭をなでなですること。

　それが許してもらう条件だった。

　そういや藤とう花かも紗さ奈なも、謝罪としてなでなでしたら許してくれたな。

『詫わび石』ならぬ『詫びなで』が、ロリ界かい隈わいで流は行やっているのかもしれない。

　なんにせよ、それで謝罪になるなら俺としては大助かりだ。

　心をこめて、なでなでさせていただいた。










「──先生、わたしにＳＭを教えてください！」




　八月も下旬に入った、ある日の午後。

　自室のベッドでくつろいでいると、仕事から帰ってきた藤花がいきなりそんなことを言い出した。

「……え、えすえむ？」

　さすがの俺も困惑を隠せず、オウム返しに訊たずねる。

「そうです。ＳとＭでＳＭです」

　藤花は真面目まじめな顔でうなずいた。

「……えーと、意味わかってる？」

　またぞろなにか勘違いしているのかと思い、とりあえず確認してみる。

「いえ、詳しくは知りません。さきほど出席した懇親会で、とある社長さんが話していたのです。『ＳＭはいいぞ』と」

「……それは、藤花に対して言ったの？」

「ちがいます。べつのテーブルで話していたのをたまたま聞いちゃったのです」

　ならよかった。もし面と向かって言っていたら通報も辞さなかった。

　真っ昼間からロリもいる場所でする話じゃねーだろとも思うが、俺も人様にどうこう言えるほど清せい廉れん潔けつ白ぱくな人間ではない。ツッコむのはやめておこう。

「それで、『ＳＭってなんですか？』とその社長さんに訊たずねたのです」

　あー、訊ねちゃったかぁ……。

　さすが藤とう花かちゃん。人見知りせず、アグレッシブにいくね。

　その社長も、さぞや焦ったことだろう……。

「……ですが、『大人が好む遊び』としか教えてくれなかったのです」

　そりゃ、詳細に説明するわけにはいかんよな。

「なので、先生に教えていただこうかと」

　……おかげで俺にお鉢が回ってきちゃったわけですが。

「いや、藤花。それを知るのは大人になってからでいいと思うぞ……？」

「そういうわけにはいきません」

　藤花はきっぱりと答えた。

「大人が好む遊びなら、先生のお相手をするために、いまから覚えておきたいです」

　相変わらずの献身ぶりだ。気持ちはめちゃくちゃ嬉うれしいけど……。

　うーん、どうしよう。厚こう意いをむげにはしたくないしな……。

　それにここで俺が拒否したら、ほかの人に訊きいてしまうかもしれない。

　だったらこの場で教えてあげたほうが安心だ。

　要は、藤花を納得させればいいわけだし。

　アダルトすぎる部分をうまいことはぐらかせば、問題ないだろう。

「……ちなみに、ネットで検索とかはしなかった？」

　もし検索されていたら、はぐらかす意味はない。

「ネットの情報はアテにならないのでしていません」

　藤花は首を横に振った。

　ほっと胸をなで下ろす。そのリテラシー、大事にしてほしい。

「ネットで調べたほうがいいですか？」

「いや、絶対にしないで。俺がすべて教えるから」

「はいっ、よろしくお願いします！」

　にぱっと嬉しそうに微笑ほほえむ藤花。この笑顔、大事にしたい。

　と、そこで。コンコンとドアがノックされる。

「おじゃまするわー」「にゃーん」

　千ち鶴づると紗さ奈なが部屋に入ってきた。

「あ、ふたりともちょうどよかったです」

「ん？　なにかやるとこだったの？」

　藤とう花かの言葉に、千ち鶴づるが小首をかしげる。

「はい。これから先生に、ＳＭについて講義してもらうんです」

「へえ──って、えすえむぅっ!?」

　千鶴は目をむいて驚いた。いいリアクションするなー。

「ちょ、ちょっと変態ファンタジスタ！　藤花になにを教えようとしてるのよ！」

　ツインテールを逆立て、厳しく糾きゆう弾だんしてくる。変態ファンタジスタて。

「あれ、千鶴はＳＭを知っているんですか？」

「……なんとなくだけどね。たしか女王さまが男をムチで叩たたく、えっちなやつよ」

　きょとんとする藤花に、千鶴が顔を赤らめながら答えた。

　まあ、うん、だいたい合ってる。

「え、えっちなやつですか……？」

　藤花も赤面し、ごくりと息をのむ。

　……お？　これはあれか、講義はなしになる流れか？

「であれば、ますます先生から教わらなければいけませんね」

　ぜんぜん違った。むしろ意志が強まったぞ。

「はあ？　なんでそうなるのよ？」と千鶴が眉まゆをひそめる。

「先生がＳＭしたいときに、ほかの女性のところに行かれるのは悔しいじゃないですか」

「……まあ、それはそうだけど……」

　藤花の主張を認める千鶴。

　いや、俺にそんな趣味はないから、心配はご無用だ。

　年上の女性にリードされるのは悪くないけど、痛いのはふつうにごめんである。

　ちなみにこの間、紗さ奈なはふたりのやりとりを見守りつつ、俺の膝ひざの上でにゃんにゃんと甘えていた。にいさま成分補給中らしい。マイペースにもほどがある。

「……でも、そもそもハルはＳＭが好きなわけ？」

「先生ほどの変態さんなら、えっちなことはもれなく好きに決まっています」

　千鶴が疑問を呈すると、藤花は真顔で言い切った。

　え、ちょっと待って。

　千鶴はともかく、藤花も俺のことをそんなふうに思ってたの……？

「それもそうね。変態ファンタジスタだし」

　千鶴もあっさり納得するなよ……。

　そりゃあもちろん、えっちなことは大好きだし、このさきずっとＳＭに目覚めないという保証もないけど、すくなくとも現時点では、俺はそこまでの変態じゃない……はずだ。

　まあ、もっと高度な人たちがいるからそう思うだけであって、一般的な尺度で考えると十分に『変態』の範はん疇ちゆうなのかもしれないが……。

　いちおう、その程度の自覚はある。

　どこかしら変態的な部分がなければ、漫画なんて描いてないだろうし。

　クリエイターにとってはむしろ褒ほめ言葉だと思っている。

　だからこそ、自分なんかが『変態ファンタジスタ』と言われるのはちょっとくすぐったいというか、おこがましいというか……複雑で面倒くさいオタク心である。

「先生の願望は可能な限り、この家のなかだけで叶かなえたいと思っています」

　もやもやする俺とは裏腹に、藤とう花かが凛り々りしく語る。

「ですから、わたしたちで満足させられるよう、一緒に勉強しましょう」

「……しょうがないわね。付き合ってあげるわ」

　やれやれと嘆息して、千ち鶴づるはうなずいた。

「にゃあ、ぼくもにいさまに教えてほしい」

　俺のおなかにすりすりと頰ほおずりしながら、紗さ奈なもふたりに賛同する。

「って、紗奈!?　なにさりげなくひとりだけハルに抱きついてるのよ！」

「そうです！　ずるいです！」

　千鶴と藤花がこちらに気づき、慌てて詰め寄ってきた。

「にゃ？　ふたりもにいさま成分補給したいにゃ？」

「そんなのしたいに決まってるじゃないですか！」

「あ、あたしはべつにどうでもいいけど、ひとりだけしないのも微妙だし、するわ！」







　まあ、そんなこんなで。

　ひとり一分ずつハグをしてから、ＳＭの講義をすることになった。

「じゃあ、まずはみんな、これに着替えてくれ」

「なんでよ!?」

　女王さまの衣装。

　すなわちボンデージを差し出して告げると、千鶴が顔を真っ赤にして怒鳴った。

「なんでって、ＳＭのことを知りたいんじゃないのか？」

「だからって、着替える必要はないでしょう！」

「いや、体育の時も体操服を着るだろ？　それと一緒だよ」

　ロリたち、特に藤花は真剣に学ぼうとしている。

　だから俺も、中途半端なことはしたくなかった。

　なにより、手持ちの衣装を活いかすチャンスだしな（本音）。

「そうですよ、千ち鶴づる。ここはツッコミどころじゃないので、早く着替えましょう」

　言いながら、藤とう花かは素直に受け取った。

「黒くてかっこいいにゃ……っ！」

　紗さ奈なも目を輝かせて受け取ってくれる。

「えぇ……」

　と顔をしかめつつ、千鶴もとりあえず受け取った。

「うわぁ……これ、かなり露出度高いんだけど……」

「そうですね……正直、わたしも恥ずかしいです」

　衣装を広げて千鶴がこぼすと、藤花も顔を赤らめて同意した。

「でも、先生のためです」

「みんなでにいさまの女王さまになるにゃ」

「うぅ……わかったわよ……」

　ふたりに説得され、千鶴はしぶしぶ承知した。

　相変わらず友達想おもいで、付き合いがいい。

「てか、毎度のことだけど、よくこんな衣装持ってるわよね……」

「俺もネットで見つけたときはびっくりした」

　あきれる千鶴に対し、苦笑まじりにうなずいた。

　ちなみにこれ、企業が作った既製品ではなく、個人製作の代物だ。

　ロリ用のコスプレ衣装を作るのが趣味だと、サイトのプロフィールに書かれていた。

　世の中、いろんな人がいるものである。

　しかもクオリティは申し分なかった。今後もお世話になることは間違いない。

　さておき。

　三人にはいつものように、ウォークインクローゼットのなかで着替えてもらう。

　俺もそのあいだ、鉛筆やスケッチブック、教材などの準備をした。

「すいません、お待たせしましたっ」

　慣れない服なので少々苦戦したらしい。

　十分ほど経過したところで、なかにいる藤花から声がかかる。

「こっちはもういいぞー」

「では、お披ひ露ろ目めさせていただきます！」

　藤花たちがゆっくりと、クローゼットから姿を現わした。

「──おおっ、すげえ！」

　それぞれ微妙にデザインが異なった、黒いエナメル革のボンデージ。

　どんな服でも着こなせる彼女たちでも、さすがにハードルが高いかと思ったが──

　まったくの杞き憂ゆうだった。なんだこれ。まじでめちゃくちゃいいぞ……っ！

　ロ清リ純とＳＭインモラル。

　このふたつが絶妙なギャップを生み出し、なんとも言えない妖あやしい魅力を放っていた。

「えへへ、本当ですか？」

「ああ、最高だよ」

　はにかむ藤とう花かに、グッと親指を立てる。

　小道具のムチ（おもちゃ）もいい感じにはまっており、胸が燃えるように熱くなった。

　──これは絶対、漫画でも出そう。

　そう思うと同時に、スケッチブックに鉛筆を走らせていた。

「うぅ……でも、やっぱり恥ずかしいわ……」

　千ち鶴づるが頰ほおを染めて、ふとももをもじもじとすり合わせる。

「にゃふふ……ぼくのムチから逃れられるものはいないにゃ」

　紗さ奈なはムチの素す振ぶりをしながら、悪そうな笑みをたたえていた。

「では先生。講義をお願いします」

　一枚ラフスケッチができたところで、藤花が丁寧にお辞じ儀ぎをする。

　俺は「うむ」とうなずき、いったん鉛筆とスケッチブックを置いた。

「えー、まずＳＭってのはあれだ、攻めと守りに分かれて行う。みんながコスプレしている女王さまは攻めを担当し、相手を攻撃して得点を取るポジションだ」

　表現をマイルドにするため、スポーツっぽく説明してみた。

「なるほど。サッカーで言うところのフォワードですね」

　藤花が相づちを打ってくれる。

「まあ、だいたいそんな感じ」

　適切なたとえかはわからんけど、そういうことにしておいた。

　つーかぶっちゃけ、俺もそこまでＳＭの知識があるわけじゃないからな。

「で、一口に攻めといってもいろいろある。ムチで叩たたくとか、縄でしばるとか、ろうそくのロウをたらすとか。でも、そういう物理的なやつは難易度高いから、まずは基本の言葉責めをやってみようか」

「……それは文字通り、言葉で責めるってことでしょうか？」

　優等生のように、藤花が手をあげて質問する。

「そう。でも、ただ悪口を言えばいいってわけじゃなくて、相手の恥ずかしい部分を指摘してやるのがコツだな」

「なるほど」

「んじゃ、さっそく実じつ践せんしてみよう」

　用意していた大きな紙袋を取り出す。

「俺がこの袋からいろんなモノを出すから、それぞれ順番に言葉責めしてくれ」

「え？　ハルじゃなくて、モノに対してやるの？」

　千ち鶴づるが目を瞬またたかせる。

「ウォーミングアップだよ。いきなり俺を責めるのは、心理的にも抵抗あるだろ？」

「たしかに、尊敬する先生を責めるのは難しいですね」

「にゃ……ぼくもにいさまの欠点とか、あまり思いつかないにゃ」

　藤とう花かと紗さ奈なは納得した。

「いや、あたしはぜんぜんできるわよ？　ちょっとしか尊敬してないし」

「……千鶴はまあ、そうだろうけど、ふたりに付き合ってくれ」

　てか、逆にちょっとは尊敬してるんだ。ありがとう。

「でも、モノには感情なんてないんだし、恥ずかしいところとかないでしょ」

　と、千鶴が眉まゆをひそめる。

「そこはテキトーでいいよ。最後に『いやらしい』をつければたぶんそれっぽくなるから」

「……ほんとにテキトーね」

「でも、それならわたしにもできそうです」

「必殺の呪文にゃ」

　千鶴はあきれたように息をつき、藤花と紗奈は顔をほころばせた。

「よし、じゃあいくぞ。順番は、千鶴、藤花、紗奈で」

「はいはい」「はいっ」「にゃっ」

　ロリたちの返事を聞き、俺は紙袋からリンゴを取り出した。

「えーと……」

　千鶴は数秒考え、




「──なによ、こんなに赤くしていやらしいわね！」




　と、ムチを振るいながら言い放った。

「おお、さすが千鶴！　そうそう、そういう感じ！」

　いきなりのハイクオリティに、俺は頭をなでながら褒ほめ称たたえる。

「ふん……これくらい楽勝よ」

　千鶴はほんのり頰ほおを染め、まんざらでもなさそうに笑った。

「藤花と紗奈もいまみたいな感じで頼む」

「わかりましたっ」「にゃっ」

「じゃあ、藤花。次はこれだ」

　と言って、袋からクッションを取り出した。

　お手本のおかげか、藤花はすぐに反応する。




「もう！　こんなにふかふかしていやらしいです！」




「おー、藤とう花かもいいねえ！」

「えへへ、ありがとうございます！」

　同じくなでなでして褒ほめてあげると、藤花は嬉うれしそうにはにかんだ。

　続いて紗さ奈なには、納豆（パック）を出す。




「にゃ……栄養たっぷりでいやらしいにゃ！」




「あははっ、ネバネバとかじゃなくて、そこをいじるのか。うん、いいと思う」

　独特の切り口に笑いつつ、やはりなでなでしてあげた。

　ネコミミ女王さまは顔を赤らめ、「にゃ～ん♡」と甘えた声を出す。

　めちゃかわいい。威厳はまったくないけれど。

「おーけー。じゃあ、どんどん出してくから、この調子でテンポよくいこう」

　千ち鶴づるに割り箸。

「ふたつに割れるなんていやらしいわ！」

　藤花にＵＳＢメモリ。

「いっぱい記憶していやらしいです！」

　紗奈に背表紙が緑のラノベ。

「イラストがいやらしいにゃ！」

　ムチを振りながら叫ぶロリたち。

　やばい。なんか楽しくなってきた。勢いに乗って、三周目に突入。

　千鶴にリモコン。

「ボタンで命令するとか、いやらしいにもほどがあるわ！」

　藤花に貯金箱。

「いっぱい貯ためて、すごくいやらしいですよ！」

　紗奈に三角定規。

「三角関係なんていやらしいにゃ！　直角の部分が特にいやらしいにゃ！」

　どんどんヒートアップするロリたち。部屋の温度があがったような錯覚を起こした。

「慣れてきたら台詞せりふもアレンジしていいからな」

　と、さらに続けてモノを出していく。

　千鶴に携帯ラジオ。

「あんたどんだけ感度いいのよ！　この変態！」

　藤とう花かにメロンパン。

「そんなにカリカリモフモフして、恥ずかしいと思わないんですか！」

　紗さ奈なにスマホ。

「Ｗｉ‐Ｆｉとたくさんつながって、とってもえっちにゃ！」

　そこからさらに二周して、紙袋が空になる。

「もう終わりなの？」「まだまだ行けます！」「もっと責めたいにゃ！」

　連続で大声を出したからか、ロリたちは頰ほおを紅潮させていた。軽い興奮状態だ。

　この熱を冷ましてしまうのはもったいない。

　生き生きとしたロリたちをもっと見たい！

　ならば──喜んでこの身を差し出そう。

　大切なロリたちがここまでがんばっているのだ。

　俺も漫画に活いかすため、全力で取材に臨んでやるぜ！

「じゃあ、次はいよいよ本番だ！　俺を言葉責めしてみろ！」

「はい！」「ええ！」「にゃっ！」

「よし！　まずはこれで俺をしばれ！」

　細めのロープをみんなに手渡し、気を付けの姿勢になった。

「……え、ほんとにいいんですか？」












　ごくりと息をのみ、藤とう花かが不安げに訊たずねてくる。

　俺は力強くうなずいた。

「ああ、遠慮はいらない。俺にとっても貴重な経験だからな」

　藤花も千ち鶴づるも紗さ奈なも、すげえ優しい女の子だ。

　ここでちょっとでも躊ちゆう躇ちよしたら、一気にやりにくくなるだろう。

　だから不敵にニヤリと笑い、まっすぐ告げた。




「漫画家として成長するためにも、みんなの本気を俺にぶつけてくれ！」




　俺の真しん摯しな想おもいは、彼女たちのハートにきちんと届いた。

「──わかりました！　わたし、がんばります！」

「あたしも！　今回ばかりはハルのために一肌脱ぐわ！」

「ぼくの魔術で、にいさまを拘束するにゃ！」

　情熱を燃やし、俺の身体をしばりはじめる。

　もちろん亀きつ甲こうしばりとか、そういう特殊なやつではない。

　ぐるぐると全身に巻きつけるだけだ。

　そして、数分後。

　まともに動かせるのは首から上と、指先だけになった。

　そこからゆっくり膝ひざをつき、腹ばいのイモムシ状態になる。

　もしかしたら、俺史上もっとも情けない姿かもしれないな……。

「先生、こんな感じでいいですか？」

「そうだな。ありがとう」

　かわいらしい蝶ちよう々ちよう結びであることをのぞけば、上々の出来だった。

　それにしても、女子小学生に縄でしばってもらってお礼を言う日が来ようとは……。

　人生、なにがあるかわからんものである。

「拘束完了──言葉責めに移行するにゃっ」

　ネコの手をクロスさせ、紗奈が決め顔で言った。

「ムチも使ったほうがいい？」と千鶴。

「好きなようにしてくれ。ただ、顔はやめてな。目に当たると危ないから」

「わかったわ」

　俺を見下しながら、ロリたちが責めてくる。

「小学生に養われて恥ずかしくないの!?　この変態！」と千鶴。

「漫画を描くなんて、すごくいやらしいと思います！」と藤花。

「にいさまのドスケベ！　えっちすけっちにゃんたっち！」と紗奈。

　言葉が胸に刺さり、ムチが背中やおしりを叩たたく。

　いくら女子小学生の力といえど、連続で受けると痛みも強くなってくる。

　耐えきれなくて、思わず顔をゆがめてしまった。

「あっ、先生！　大丈夫ですか!?」

「──止めるな！」

　心配する藤とう花かに、俺は歯を食いしばって叫んだ。

「で、でも……っ」

「藤花たちもつらいのはわかる！　だけど、もうちょっとだけがんばってくれ！　あとすこしで、漫画家としてレベルアップできそうな気がするんだ！」

　経験とは財産だ。どれだけ資料を調べたところで、実体験には及ぶべくもない。

　すなわち、ロリにしばかれるという経験は、どんな宝石よりも貴重なものである。

　なにしろ、金で買えないものだからな。

　ロリの女王さまなんて、どこのＳＭクラブにもいない。

　ゆえにこの試練を乗り越えたら、俺はロリＳＭ界の第一人者になれる。

　日本は漫画大国だ。ライバルが腐るほどいる。新刊も腐るほど出る。

　本屋のスペースには限りがあるので、熾し烈れつな棚の取り合いが行われている。

　売れている作家と売れていない作家では、その扱いに天と地ほどの差が生じる。

　商売なのだから、利益が出るほうを優先するのは当然だ。

　では、両者を分けるものはなんなのか……？

　それはもちろんいろいろある。時代によって答えも変わる。

　それでもあえて、ひとつあげるとすれば……個人的には、武器の差だと思う。

　その作家にしか描けない、明確なオリジナリティがあるかどうか。

　もしその武器が目の前にあったら、なんとしてでもほしいと、血ち反へ吐どを吐いてでも手に入れたいと、多くのクリエイターたちは思うだろう。

　俺はロリのヒモだ。漫画家として成功しようとは思っていない。

　だけど、こんな俺にもファンがいる。

　俺の作品を待ってくれ、楽しんで読んでくれる大切なファンが。

　だから俺は成長したい。

　もっと面白い漫画が描けるようになりたい。

　もっとファンに──彼女たちに喜んでもらいたい。

　だから俺は成長したい──ではなく、成長する。

　ロリＳＭという新たな武器を得る……っ！

　変態ファンタジスタに、俺はなる！

　だから！　だから俺は！　涙目になりながら、こう叫んだ。




「──ムチだけじゃなくて、踏んでくれ！」




「……にいさまは本当に、どうしようもない、クズにゃ」

　最初に応えてくれたのは、紗さ奈なだった。

「でも、にいさまのそういうクズいところ……世界で一番いやらしいにゃ！」

　満面の笑みで罵ののしりながら、俺のおしりを小さな足でふみふみしてくれた。

「あんたってやつは……ほんと世界一いやらしいクズよね！」

　千ち鶴づるも優しげな笑顔で、俺のふとももをふみふみする。

「うぅ──先生、熱いです！　熱すぎていやらしいです！」

　藤とう花かは涙目だ。うるうるした瞳で、俺の背中をふみふみした。

「ほら、踏んであげてるんだからお礼を言いなさいよ！　この変態クズ！」と千鶴。

「ありがとう！　みんなありがとう！」

「『ございます』をつけるにゃ！　ブタにいさま！」と紗奈。

「すいません！　ありがとうございます！」

「『みんな』じゃなくて、ひとりずつさまづけで呼んでください！」と藤花。

「藤花さま！　千鶴さま！　紗奈さま！　本当にありがとうございます！」




　と。

　俺たちの心がひとつになり、盛り上がりが最高潮に達したところで。

　ガチャリ──ドアが開かれる音が響いた。

　それはつまり、誰かがこの部屋に入ってきたということで……。




「──皆さん、なにをしているんですか」




　そこに立っていたのはおっぱいファンタジスタ──メイド服姿の麻ま耶やさんだった。

　無表情で、凍いてつくような視線である。

　あれだけ熱かった空気が一瞬にして冷却された。

　……やべえ。麻耶さんが下で仕事してるの忘れてた。

　血の気が引き、全身がブルブルとふるえる。テンパる頭で必死に言い訳を考える。

　結論──詰み。

　なにを言ってもしばかれる未来しか見えなかった……。

「せ、先生にＳＭの指導をしていただいています」

　言葉を失う俺の代わりに、藤花がおずおずと口を開いた。

「……なぜそんな指導を？」

「えーと、先生がＳＭしたいときに、わたしたちが応えられるようにです」

「……なるほど」

　麻ま耶やさんが目を細めて、俺をにらんだ。

「事情聴取を行うので、ちょっと来てください」

「……はい」

　ロープをほどかれ、麻耶さんとふたりでいったん部屋を出た。

　階段をおりて、二階のリビングで正座させられる。

「ち、違うんだ麻耶さん。藤とう花かの説明だと、大事な部分が抜けている」

「話してください」

「え？　言い訳を聞いてくれるの？」

「そのための事情聴取です。あなたはクズのなかのクズですが、藤花たちを大切に想おもう気持ちは本物です。自分の欲望のためだけに、ひどいことをするとは思っていません」

　……おお、さすが俺の専属メイド！　おっぱいだけでなく心も豊かだ！

　きちんと俺の正当性を伝えれば、まだ生き残るチャンスはあるかもしれない！

　俺はあわあわしながら次のように主張した。

　まず俺からではなく、藤花のほうから『教えてほしい』と言ってはじまった。

　俺にはＳＭ趣味などなく、あれは性教育の一環だった。

　俺が教えなければ、藤花はネットなどで自主的に調べていたかもしれない。

　ネットで『ＳＭ』とか検索したら、一発でエロサイトが引っかかる（たぶん）。

　そういうものから藤花たちを守るため、俺は仕方なく指導していた。

　途中からちょっとだけ暴走してしまったが、漫画に活いかすためで下心はなかった。

　ゆえに俺は悪くない！　もちろん藤花たちも悪くない！

　すべての元げん凶きようは、懇親会にいた社長だ……っ！

「……そういうことでしたか」

　麻耶さんは小さくため息をつき、

「もうちょっとやりようはあったと思いますが……とにかく、あなたに悪意がなかったのは理解しました」

「そう、そこ重要！　ほんとそうなんだよ！」

　一筋の光が見え、俺は必死に言い募った。

「ただ、ひとつ訊きいてもいいですか？」

「なに？　なんでも訊いて」

「藤花たちが扇せん情じよう的てきな衣装を着ていた理由はなんですか？」

「……それは」

「それは？」

　麻ま耶やさんの綺き麗れいな瞳が、まっすぐこちらに向けられる。

　その視線から逃れるように、俺はうつむきながら答えた。

「……単純に、手持ちの衣装を活用したかったからです」

「有罪ですね」

　即断である。

　一瞬で光が閉ざされた。

「……やっぱり？」

　俺は半笑いで訊たずねた。もはや笑うしかなかった。

「はい」

　麻耶さんは冷淡にうなずく。

「死刑ですか？」

「そこまではしません。発端が藤とう花かであったこと、正直に自白したことを考慮しまして」

　麻耶さんはおもむろに、どこかからムチを取り出した。

「一発で許してあげます」

「…………お願いします」

　下へ手たによけたら逆に危ない。観念して後ろを向いた。

　そして、おしりにいただいた麻耶さんの一撃は……。

　ロリたちとは比べものにならないほど刺激的（物理）だった。







「ちなみに、漫画家としてレベルアップはしたんですか？」

　尻をおさえながら転げ回り、なんとか痛みから立ち直ると、麻耶さんが訊ねてきた。

　俺はすこし考え、首を横に振った。

「してない」

　レベルアップできそうな気がしたけど、本当に気がしただけだった。

　つまり、ただの勘違いだ。

　ムチでしばかれてうまくなるほど、漫画は甘くない。

　てゆーか、仮にその経験を活いかしてＳＭ漫画を描いたとしても、そんなもん小学生に見せちゃダメだろっていうね……。

「…………」

　あきれ果てたのか、麻耶さんはなにも言わず、ただ盛大にため息をついた。










「にいさまー、にゃーん」

　八月も残り数日となった、ある日の昼過ぎ。

　自室のベッドでソシャゲをプレイしていると、紗さ奈なが遊びにきた。

　格好は漆黒のワンピース。ノースリーブで、レースやフリルがたくさんついていた。

　ネコミミも黒猫バージョンである。

「おー、その服、カッコイイな」

「にゃあ、さすがにいさま。ちがいがわかる男にゃ」

　スマホを置いてさっそく褒ほめてあげると、紗奈は得意げに胸を張った。

「ちょっとさわってもいい？」

「いいにゃ」

　おいでおいでと手招きして、紗奈をベッドに呼ぶ。

　紗奈は喜んで近寄ってきてくれた。

　無む邪じや気きというか、無防備というか、ともかくかわいい。

　ネコキャラなのに、人懐っこい犬みたいだ。口には出さないけど。

「頭をなでながらだと、なおいいにゃ」

「はいよ」

　片手でなでなでしつつ、もう片方の手で服の素材を確かめるようにさわった。

　うわー、すげえ。レースとかすげえ細けえ。肌触りもいいし。高そうだなぁ……。

「ありがとな」

　たっぷり五分ほど観察し、満足して手を放す。

「にゃん。にいさまなら、いつでも好きなところをさわらせてあげるにゃ」

　紗奈はほんのり頰ほおを染め、嬉うれしいことを言ってくれた。

　それから室内を軽く見回し、

「……藤とう花かと千ち鶴づるはいないにゃ？」

「そうだな」

　紗奈の質問にうなずく。

　藤花、千鶴、麻ま耶やさんは仕事だった。

　麻耶さんは一階の仕事部屋にいるので、なにかあったら呼べるけど。

「ちょうどいいにゃ。今日はにいさまに渡したいものがあるにゃ」

「え、なに？」

　プレゼントでももらえるのかと思い、期待して訊たずねる。

　紗さ奈なはすこし恥ずかしそうに告げた。

「ぼくの……処女にゃ」

「──にゃっ!?」

　驚きよう愕がくのあまり、俺までネコ化してしまった。

　おいおい、またとんでもないワードが出てきたぞ……。

　なにはともあれ、まずは確認だ。例によって、なにか勘違いしているのだろう。

　ドキドキと痛む心臓のあたりを手でおさえながら、

「……紗奈ちゃん、その言葉の意味、知ってる？」

「にゃ？」

　紗奈はきょとんとして答える。

「もちろん知ってるにゃ。はじめて書いた作品のことにゃ」

「……あー、処女作ね」

　納得し、ほっと胸をなで下ろした。

　千ち鶴づるは大丈夫だけど、藤とう花かと紗奈は聞きかじっただけの言葉を飛び道具のようにぶつけてくるから怖い……。

「略して処女にゃ」

「いや、それは略しちゃダメなやつだから。『作』が超重要だから」

「にゃ……そうなの？」

「うん。『処女』だけだと意味変わっちゃうから」

「にゃるほど。その場合はどういう意味にゃ？」

「えーと……男とふれあったことのない女の子、かな」

　頭をかき、なんとかオブラートに包んで答える。

「つまり、お子さまってことにゃ？」

「まあ、うん、そんな感じ」

　うなずくと、紗奈は俺の胸をぺたぺたとさわってきた。

「にいさまとたくさんふれあってるから、ぼくはもう処女じゃないにゃ」

「いや、完璧に処女だね」

「──にゃっ!?　こんなにふれあってるのに？」

「ああ。もっと深いふれあいをしなきゃダメなんだよ」

「もっと深い……も、もしかして、キスにゃ？」

「それもある。まあ、詳しくは麻ま耶やさんに聞くといいよ」

　どう処理していいかわからないデリケートな話題なので、丸投げさせてもらう。

「麻耶さんは処女じゃないにゃ？」

「どうだろう。本人に聞いてみな」

「わかったにゃ」

「なんて答えたか、あとで俺にも教えて」

　聞くまでもなく処女だろうが、麻ま耶やさんがなんて答えるか興味があった。

　と、話に一区切りついてハッとする。

「って、処女作ってことは、前に言ってた小説が書けたってこと？」

「そうにゃ」

「おおー、すごいな。おめでとう」

「……べ、べつにすごくはないにゃ。書くだけなら誰でもできるにゃ」

　拍手して称たたえると、紗さ奈なは照れくさそうに謙遜した。

「いや、そんなことないぞ。それがどんなに小さな作品でも、完成させることができたら立派な創作者だ。お世辞とかじゃなくて、本気ですごいと思ってるよ」

　クリエイター。と、一口に言ってもその手法はさまざまだ。

　たとえ一流の人がやっていることを真ま似ねしても、成功する保証はない。

　それでも、プロのクリエイター全員に共通していることが、ひとつある。

　作品を完成させることができた、ということだ。

　当たり前のことだけど、この最初の一歩を踏み出せずに終わる人は意外なほど多い。

　紗奈はその一歩をクリアした。

　これだけでも才能があると言っていいだろう。年齢を考えれば尚なお更さらだ。

　──といったことを、俺は紗奈に話した。

「にゃあ、にいさますごい。ヒモじゃなくて、プロの漫画家さんみたいにゃ」

　紗奈が尊敬の眼まな差ざしを俺に向ける。

「はっはっは。まあ、ぜんぶ夕ゆ莉りちゃんの受け売りだけどな」

　俺が知っている創作論的なことは、だいたい夕莉ちゃんから教わった。

　実じつ践せんできているものはすくないけれど……。

「で、その記念すべき処女作はどこにあるの？」

「ここにゃ」

　紗奈がワンピースの裾すそを持ち上げ、内側からＵＳＢメモリを取り出した。

「……いや、どこに入れてんだよ」

　パンツが見える寸前まで白いふとももがあらわになり、一瞬ドキッとしたわ。

「にゃふふ、驚いたにゃ？　イケてる女は、服の下にいろんなものを隠してるにゃ」

　暗あん器きみたいなことだろうか。

　そういうのはお色気たっぷりのお姉さんがやるからサマになると思うんだけど、どや顔の紗奈がかわいかったので、考えをあらためることにした。合法的にチラリズムを出せるし。さりげないエロは、読者の気を引くのにとても効果的だ。

「てか、メールで送ったほうが手っ取り早いでしょ」

「……機密データをオンラインで送るなんて、そんな危険な真ま似ねはできないにゃ」

　なんに対しての警戒だよ……と思うが、気持ちはわからないでもない。

　自分の作品を人に見せるのは、とても勇気がいる。

　ましてや処女作だ。手軽に送るのは抵抗があったのだろう。

　まあ、なんにしても、データをもらえればそれでいい。

「じゃ、ちょうだい」

　と、俺は右手を差し出した。

「……イヤにゃ」

　紗さ奈なは首を横に振った。

「イヤって、俺に渡すために持ってきたんでしょ？」

「そうにゃ。でも、タダでは渡せないにゃ」

「……俺に読んでほしいんじゃなかったの？」

「……そこは複雑な乙女心にゃ」

　まあ、うん。わかるけどさ。

　見てほしいけど見られたくないっていう、その面倒くさい気持ち。

「じゃあ、どうしたら見せてくれる？」

「……ゲームで勝ったら、渡してあげるにゃ」

「なんのゲーム？」

「桃鉄99年にゃ」

「長い」

　今日中に終わらないだろ。しかもふつうに負けそうだ……。

　運要素が強いとはいえ、資産を運用するゲームで勝てるとは思えない。

　それで、乱闘系のアクションゲームにしてもらった。

　ゲームを起動して、大型テレビの前に並んで腰をおろす。

　コントローラーを握り、紗奈が意気込んだ。

「にいさま、ぼくの処女をかけて勝負にゃ！」

「だから作をつけろって！」







　そんなこんなで、夕方。

　数時間対戦プレイを重ね、ようやく紗奈からＵＳＢメモリをゲットした。

　紗奈が悔しげにうなる。

「にゃうぅ……にいさまの巧みなプレイで、処女を奪われたにゃ」

「もうわざとだろそうなんだろ？」

「にゃふふ、にいさまが慌てるから面白いにゃ」

　依い然ぜんとして本当の意味はわかってないくせに……。

　まったくたいした小悪魔である。

　でも、それは信頼の裏返しでもあるので、ちっとも悪い気はしなかった。

　初対面のときは、おっかなびっくり俺に接していたしな……。

　なんて、ちょいと懐かしい気持ちになりつつ、ゲームを終了する。

　デスクのほうに移動。

　ワーキングチェアに腰かけ、パソコンの電源ボタンを押した。

　ピッと電子音がして、ファンが静かに回り出す。

　紗さ奈なはそわそわした様子で、俺の左肩に身を寄せた。

　やわらかな温ぬくもりと甘い香りを感じる。

「そっちに座れば？」

「大丈夫にゃ」

　余っている椅い子すを指さすと、紗奈はやんわりと断った。

　緊張していて、腰を落ち着ける気分になれないのだろう。

　とか言っているあいだに、ＯＳが立ち上がる。

　ＵＳＢメモリを差す。なかにはワードファイルがひとつだけあった。

　ファイル名は、『漆黒のネコ』。

「これだよね？」

「……にゃ」

　いちおう確認すると、紗奈は照れくさそうにうなずいた。

　アイコンをドラッグして、デスクトップにコピーする。

「よし。今日中に読んで、明日感想を言うな」

「べ、べつにそんな急がなくてもいいにゃ」

　紗奈は恐縮して答えた。あまり自信がないようで、

「……つまらなかったら、最後まで読まなくてもいいにゃ」

　と、切ない言葉を付け足す。

「いや、絶対に最後まで読むよ」

　優しく頭をなでて断言する。

「紗奈の一番の読者になれるチャンスだもん」

「…………ありがとう、にいさま」

　紗奈は安あん堵どしたように微笑ほほえんだ。そして、遠慮がちに続ける。

「……じゃあ、もし面白かったら、ひとつお願いしてもいい……？」

　なに？　と訊たずねようとした瞬間──バイブ音が響いた。

　ポケットからスマホを取り出す。電話だった。しかも相手は、

「ごめん、夕ゆ莉りちゃんからだ。出てもいい？」

　無視するわけにもいかず、許可を求める。

「……ん」

　紗さ奈なはこくりとうなずいた。

　応答ボタンを押して、その場で電話に出る。

「はいもしもし、天てん堂どうです」

『ようクズ、私だ』

「……夕莉ちゃん、どんどん俺への態度が雑になってませんか？」

『……だな。いまのは自分でもどうかと思うわ。でも、電話帳に載のってるおまえの名前を見たら、どうしても罵ののしりたくなって、ついな……』

「その理由だと余計にひどいんですけど。まったく言い訳になってないんですけど」

『すまん。それよりいま大丈夫か？』

「まあ、大丈夫です」

　と、紗奈の頭をなでなでしながら話す。

　紗奈は気持ちよさそうに目を細めていた。

　なんか、あれだ。悪の組織のボスになった気分。電話中にネコをなでたりする感じ。

『それじゃあ、ちょっと冗談みたいな話をするから、心して聞け』

　そう前置きして、夕莉ちゃんは本当に冗談みたいなことを言った。

『おまえ──コミカライズをやってみないか？』

「……すいません、もう一度言ってもらっていいですか？」

『コミカライズだよ』

「……コミカライズ」

　確認するようにつぶやくと、紗奈がピクリと反応した。

　声こそ出さなかったが、目を丸くして驚いている。

　もちろん俺も、驚いている。

「えーと……俺にコミカライズをやらせるって、正気ですか？」

　思わず半笑いで訊ねた。

『まあ、私もどうかと思うが……話が来た以上、通さないわけにもいかない』

「話？」

『ああ。おまえってたしかラノベも読むよな？』

「まあ、ぼちぼち」

『〝弓さえあればなんでもできる！〟って作品は知っているか？』

「あー、はい。アニメ化したやつですよね。原作も読んでます」

　タイトルはちょっと軽いけど、いまどき珍しい王道のハイファンタジーだ。

　シリアスとハーレムがいい具合に嚙かみ合あっていて面白い。メインヒロインが巨乳だし。

『それなら話が早い。その作者──緑みどり山やま青あお々あお先生が、今度うちのラノベレーベルで新作をやることになったんだ』

「へえー、すごいですね」

　ヒットシリーズを持っているのに新作をはじめるなんて、どんだけ働き者だよ。

　まあ、勢いのあるうちに新作をやるってのは、戦略的には正しいのだろうけど。

　ちなみに夕ゆ莉りちゃんが勤める出版社はコミックのそばにラノベの部署もあり、コミカライズでよく連携しているのは知っていた。

『しかもイラストレーターは、冷れい凍とうハクサイ先生だ』

「まじすか。約束された勝利の布陣じゃないですか」

　人気、実力ともに、トップクラスのイラストレーターだ。

　おっぱいの躍動感は素晴らしいのひとことで、俺もとても尊敬している。

『ああ。企画もいいから、うちとしては推さない理由がなくてな。コミカライズも同時に動かそうということになったわけだ』

　まあ、そりゃそうですよねって感じ。むしろ推さなくても売れそうだもん。

「──って、そのコミカライズを俺にやらせるって話ですか？」

『正確には、候補のひとりに選ばれたって感じだ』

「……候補ですか」

『うちと縁のある若手、五人くらいでコンペをするんだよ』

　サンプルになる絵を描き、それを原作側に渡して、最終的に判断するそうだ。

『で、ラノベの担当から、ぜひおまえにもコンペに参加してほしいって要望があってな』

「なんの実績もない俺に？」

『このまえの短編をいちおう資料として提出してたからな。それで食いついたみたいだ。ほかも若手ばかりだから、実績もそこまで差がないしな。というか、実績と経験を積ませるためのコミカライズでもある』

「はあ……」

　そこはラノベとコミック、ウィンウィンの関係ということだろう。

「夕莉ちゃん的には、俺にやってほしいんですか？」

『まあ、そうだな。おまえが本気になれば勝てると思っているし、売れる確率も高い。漫画家として成功する、またとないチャンスだ』

「…………」

　言葉に詰まる。なんて返していいかわからなかった。

　俺を評価してくれるのは嬉うれしい。俺のことを考えて提案してくれているのもわかる。

　だけどコミカライズなんてやったら、ロリたちと遊ぶ時間がなくなってしまう。

　締め切りもシビアだろうし、あまり気乗りしないというのが本音だった。

『もちろん強制はしない。嫌なら断ってくれていい。てゆーかぶっちゃけ、ダメ元で訊きいてる。おまえ以外にも有力な候補はいるから、なんの問題もない。むしろおまえにやらせたら私に多大なストレスがかかるから、勘弁してほしいとも思っている』

「……けっきょく、どっちなんですか」

『どっちにしても、メリットとデメリットはあるってことだ。だから重要なのは、おまえのやる気だな。とりあえず資料を送るから、一日だけ考えてみろ』

「……一日だけですか」

『十分だろ。スケジュールにもそんな余裕ないしな』

「はじまる前から余裕ないって、どうなんですか」

『安心しろ。この業界、そんなんばっかりだ』

　どこにも安心できる要素がないんだよなぁ……。

『いま送った。返事は明日中に。サンプルの絵は早いほどいい。遅くとも三日以内な』

　苦笑しているあいだに、そんなことを言う夕ゆ莉りちゃん。仕事が早い。

　なまじっかこういう人がいるから、無む茶ちやなスケジュールでも回っちゃうんだよ。

『じゃあ、よろしく頼む』

「はい、ありがとうございます」

　通話終了。深々とため息をつく。

　処理すべき情報が多すぎて、電話だけで疲れてしまった。

「……にいさま、コミカライズの依頼がきたにゃ？」

　紗さ奈ながおずおずと訊たずねてくる。

「あー、そんな感じ。〝弓さえあればなんでもできる！〟ってラノベあるだろ？　その先生の新作らしいんだけど、コンペに参加してくれってさ」

「──それはすごいにゃ」

　紗奈は上目遣いで俺を見た。

「……引き受けるにゃ？」

「うーん、わからん。とりあえず資料を見て考えるよ」

　と、そこで話を戻す。

「それよりごめん。さっきお願いとか言ってたよね。なに？」

「……なんでもないにゃ」

　紗奈は小さく微笑ほほえみ、かぶりを振った。

「なんだよ。遠慮せずに言ってみな」

「……今日はもう時間があれだから、また明日言うにゃ」

「ん、りょーかい」

　無理に聞き出すことでもないと思い、素直に引き下がった。

「ちなみに、明日は何時頃に来る？」

「たぶん今日と同じくらいにゃ」

「はいよ」

　迎えの車を呼んで、紗さ奈なは帰宅した。







　それからおよそ二時間後。一階のリビング。

　夕飯の席で、俺はコミカライズの件を藤とう花かと麻ま耶やさんに話した。

「おおー、先方からのご指名とは、さすが先生です」

　と、藤花は感嘆した。

「いや、そんなたいしたもんじゃないよ。コンペに参加しても、ふつうに落とされるかもだし」

　というか、その可能性のほうが高いだろう。

　なんせ俺は、担当から開口一番クズと罵ののしられる男である。

　大事な原作を預かるわけだし、常識的に考えて、ほかの有望な若手を選ぶはずだ。

「それで、コンペに参加するんですか？」

　麻耶さんが訊たずねてくる。

「……正直、悩んでる」

　電話で話を聞いたときは、断ろうと思っていた。

　でも、夕ゆ莉りちゃんから送られてきた資料を見て、揺れてしまった。

　企画が予想以上に面白かったのだ。

　タイトルは『俺の弟子たちは世界最強（仮）』。

　ジャンルは『異世界』＋『学園』＋『バトル』＋『ハーレムラブコメ』。

　主人公の能力は『劣化コピー』。一度見ればどんな異能でもコピーすることができるが、必ずオリジナルよりも性能が下回る。だからこそ主人公は戦い方を工夫し、その能力における最適な戦術を生み出す。そしてそれをオリジナルの弟子たちに教えることで、最強のパーティーを作っていく……まあ、そんな感じのストーリーだ。

　熱くて萌える、ラノベの王道ど真ん中である。

　初稿の第一話もあったので読んでみたが、主人公もヒロインも生き生きとしていて、さすが緑みどり山やま青あお々あお先生だと思った。

　また、冷れい凍とうハクサイ先生のキャラデザもさすがだった。

　ヒロインたちがみんないい感じの巨乳で、描いてみたいと思わされた。

「藤とう花かは、俺のオリジナルが読みたいんだよね？」

　前にコミカライズの話になったとき、そんなようなことを言っていた。

「どちらかといえば、そうですね」

　と藤花はうなずき、

「でも、それが先生にとってプラスになるなら、全力で応援させていただきます。そういった経験を積めば、結果的にオリジナルの漫画もよりよいものになるでしょうし」

　まあ、ですよね。以前も、俺の意志なら応援してくれると言ってくれていた。

　そして、プラスになるかどうかで言えば、確実にプラスになる。

　商業デビューすることで得られる経験値は、きっと想像以上に大きいだろう。

　しかも原作はヒットする可能性が高い。アニメ化だって狙えるレベルだ。

　となれば、よほどひどい出来でなければ、コミカライズも売れるだろう。

　自分が描いた漫画を、多くの人が買ってくれる。読んでくれる。

　それは単純に心が惹ひかれた。ひさびさに、自分の本が書店に並ぶ光景を夢想した。

　そうなれば当然、藤花も喜んでくれるはずだ。

　俺が漫画家として成功することを、藤花は望んでいる。

　天てん堂どうハルの才能を、世間に知ってほしいと思っている。

　だから新作ができるたびに、夕ゆ莉りちゃんへの持ちこみを積極的に勧めてくる。

　しかし残念ながら、俺は漫画描きとしてまだまだ未熟だ。

　自分の力だけで、その願望を叶かなえることは難しい……。

　そういう意味でも、このコミカライズは本当にチャンスだった。

　藤花のためを思えば、挑戦してみるのが正解だろうか……？

「というか、オリジナルとコミカライズ、両方やればいいのでは？」

「麻ま耶やさん、あなたは鬼ですか」

　無む茶ちや言うな……。

　連載はたぶん月刊誌だが、根性なしの俺にそんなことできるわけねーだろ。

　ヒモのストレスへの弱さを見くびるなよ。

「……とりあえず、もうちょっと考えてみるよ」

　と保留にして、食事を終えた。







　入浴を済ませて、自室のワーキングチェアに腰かける。

　風呂のなかでも考えたが、結論は出なかった。

　どちらにせよ、俺にとって損な話ではないと思うが、それだけに悩んでしまう。

　なにかもう一押し、決定打があればなぁ……。

　もう一度資料を見直してみようと思い、パソコンを起動した。

　と、ワードファイルが目につく。紗さ奈なのラノベだ。

　できればこれは、もやもやしている状態で読みたくない。

　すっきりした気分で、大事に読みたい。

　だけど、このままでは今日中に読めないだろう。

　約束は守らなくてはいけない。

　夕ゆ莉りちゃんも明日連絡してくれたらよかったのに……。

　なんて勝手なことを思いつつ、ダブルクリックしてファイルを開いた。

　縦書きのテキストが表示される。

　一番右側には太字で『漆黒のネコ～伝説のはじまり～』とある。

　上がメインタイトルで、下がサブタイトルだろう。意外とシンプルな感じだ。

　左下にある文字数を見てみると、『９８，７６３』とあった。

　ほぼ十万字。ラノベ（文庫）一冊もそのくらいとネットで見たことがある。

　それに合わせたかどうかは定かじゃないが、予想以上のボリュームだった。

　てか、ロリキャバクラをやったのって一ヶ月くらい前だよな……？

　仕事やみんなで遊ぶことと並行して、これだけ書いたのか。

　すげえ。俺には絶対できねえ……。

　小説と漫画でジャンルは違えど、成果物の量で完全に敗北していた。

　だって俺、今月まだ一ページも漫画を描いてないもの……。

　夏休みなので、インプットみんなと遊ぶことを優先したかったのだ。

　そのぶんイメージボードはそれなりに描いてるし、描きはじめたら一気にやるから許してほしい……と、脳内で言い訳してしまうほどには驚いていた。

　同時に、わくわくしていた。

　紗奈の処女作。やばい。もう楽しみでしょうがない。

　コミカライズのことはいったん忘れて、さっそく読みはじめた。

　そして、すぐに物語に引きこまれた。







　紗奈が書いたはじめての小説。

　あえてジャンル分けするなら、退魔モノのアクションコメディだろうか。

　表向きはキャバクラ、裏は秘密結社である『バタフライナイト』という組織を中心に描かれる、ドタバタ劇だ。もちろん中二病的な要素も満載である。紗奈的にはコメディのつもりはないかもだけど、俺はシリアスな笑いだと感じた。

　連作短編の形式で、一話につきひとつの事件（依頼）を解決していく。

　メインの登場人物は五人。

　ナンバーワン『漆黒のネコ』こと──大おお森もり沙さ夜や。

　ナンバーツー『無限の魔眼使い』こと──一いち条じよう塔とう子こ。

　ナンバースリー『光炎の二刀流』こと──谷たに沢ざわ千ち鳥どり。

　雇われ店長であり組織の司令塔『セクハラマスター』こと──天てん上じようナツ。

　サポート役の黒服で、実は一番の実力者『メイドインメイド』こと──園その田だ真ま由ゆ。

　これに途中から店のオーナー、中なか原はら百ゆ合り恵えが脇役として加わる。

　名前からして俺たちがモデルなのはあきらかである。実際、性格もそうだった。

　……俺の異い名みよう、もうちょっとなんとかならなかったのか。

　と思わずにはいられないが、そこは気にしないことにした。

　エンタメを楽しむコツは、ツッコミどころをスルーすることである。

　特にこの小説はそうだろう。ほかにもツッコミどころが多かった。

　というか、処女作だけあって、ひいき目に見ても拙つたない。

　ミステリー風の話なのにトリックが魔法でした、というオチとか。

　バトル描写が『バリバリッ』『ドカーンッ』的な擬音に頼りまくりとか。

　説明台詞ぜりふが多すぎるとか。

　本編にほとんど絡まない設定を延々と語ったりとか。

　かと思えば、べつのシーンではぜんぜん説明が足りてないとか……。

　まあ、なんというか、あれだ。

　ひとことで言うと──ものすごく痛い。

　俺もまったく人のことは言えないけど、やりたい放題だった。

　将来確実に、黒歴史になるだろう。

　十年後の紗さ奈なにこれを突きつけたら、なんでも言うことを聞いてくれそうな気がする。

　でも、だからこそ、胸を打った。

　最高だった。

　創作ってのは続ければ続けるほど、どんどん人の評価が気になってしまう。

　一定のところまで上達すると、自分の作品がいかにダメなのか気づいてしまう。

　自分の好みよりも、創作論や流行におもねってしまう。

　それが悪いことだとは言わない。

　ごく一部の天才を除き、成長のために避けては通れないプロセスだと思う。

　でも、ただ自分が作りたいから作った──

　そういう作品にしか宿らない魅力もあると、俺は思う。

　この小説には、紗奈の初期衝動が詰まっている。

　楽しんで書いたのがこれでもかと伝わってくる。

　最後の一話は、エピソード０とでも言うべきストーリーだった。

　引っ込み思案の女の子が、仲間たちと出会い、『漆黒のネコ』へと成長していく物語。

　ほかは三人称なのに、ここだけ一人称で綴つづられていた。

　ページ数はすくないけど、感謝の気持ちと、仲間への愛情にあふれていた。

　うっかり泣きそうになった。うそだ。気がついたら泣いていた。

　悲劇とか切ない系の話はあんまりだけど、俺、こういうのに弱いんだよ……。

　てゆーかこれ、ほかの人が読んでもわけわかんねーぞ。

　小説じゃなくて、手紙といったほうが近いだろ。

　こんなもん卑ひ怯きようだ。感動するに決まってるじゃないか。

　でも、紗さ奈なはべつに感動させようと思って書いたわけじゃないだろう。

　そう思った瞬間、きっとこの文章は書けなくなる。

　すこしでも計算を働かせたら、小こっ恥ぱずかしくなって手が止まる。デリートする。

　だからやっぱりこの小説は、書きたいという気持ちだけで書かれたものだ。

　技術もなにもない、どうしようもない駄作であり、これ以上ない傑けつ作さくだ。

　創作とは本来、こういうものだと思わされる。思い出させてくれる。

　最後まで読み終え、大きく息をつく。

　コミカライズの件を、あらためて考える。

　シンプルに、ただ純粋に。

　自分がいま一番描きたいものを描こう。

　そう思った。

　なにしろ俺は、ロリのヒモだ。

　やりたいことしかやらなくていい、最強の勝ち組だからな。







　翌日の昼過ぎ。

　今日も藤とう花かと千ち鶴づると麻ま耶やさんは仕事で、俺は自室でぼっちだった。

　紗奈もまだ来ない。昨日と同じくらいに来ると言っていたが、三十分ほど過ぎていた。

　メッセージを送ってみる。

『まだ家？』

　すぐに既読がついた。

　…………が、返事が来ない。既読スルーだった。

　──まじでっ!?　麻耶さんにはよくされるけど、まさか紗奈にされるとは……。

　ショックで五分ほど打ちひしがれた。

　なんとか立ち直って、さらにメッセージを送る。

『いますぐ来ないと、紗さ奈なの小説、ネットにアップするよ？』

『ぜったいダメ！　やったらにいさまでも一生許さない！』

　もちろんただのハッタリだが、速攻で釣つれた。

『だったら早くおいで』

『……わかったにゃ』

　で、三十分後。

「……いくらなんでも、あの脅おどしは鬼畜すぎるにゃ」

　紗奈がむすっとした顔で部屋にやってきた。

　昨日とは打って変わり、清せい楚そなストライプ柄のワンピース。こちらもよく似合っていた。

　俺は「ごめんごめん」と手を合わせて、

「早く紗奈に見てもらいたいものがあったんだよ」

「にゃ……？」

「こっちに来て」

　手招きして、紗奈をワーキングチェアに座らせる。

　俺はその横に立ち、キーボードのエンターキーを押す。

　ＰＣがスリープ状態から解除され、モニターに光がともった。

　一枚の画像が表示され、

「──っ!?」

　紗奈が目を見開いて絶句した。

「……に、にいさま、これ……？」

　訊たずねる声はふるえている。俺はどや顔で答えた。

「ああ──『漆黒のネコ』のキャラデザだ」

　主人公である大おお森もり沙さ夜やの立絵。色もラノベを意識してつけていた。

「ほかのキャラも作ってあるぞ」

　キーボードの『↑』を押して、画像を切り替えていく。

　一いち条じよう塔とう子こ、谷たに沢ざわ千ち鳥どり、園その田だ真ま由ゆ、中なか原はら百ゆ合り恵え。

　あれから明け方近くまで作業して、一気に作ったのだ。もちろん全員、色つきで。

　といっても俺の漫画のキャラとモデルが同じなので、さほど苦労はしなかった。

　衣装のデザインと、塗りがすこし大変だっただけだ。

　ちなみに天てん上じようナツは割かつ愛あいした。自分がモデルのキャラはちょっとね……。

「……な、なんで……？」

「紗奈の小説が面白くて、描きたくなったから」

「……っ」

　紗さ奈なの瞳にうるうると涙がたまっていく。

「──にいさまぁぁっ！」

　決壊すると同時に、ぎゅっと俺に抱きついてきた。

　あたたかな感触がぐりぐり胸に押しつけられる。

　ネコミミカチューシャが地味に痛いが、我慢するしかなかった。

　涙の理由は、なんだろうね。

　作品を褒ほめられて嬉うれしかったからか、酷こく評ひようされなくてほっとしたからか。

　まあ、その両方が妥当だろう。

　俺の絵に感激してくれたからってのもあると、個人的には嬉しいけれど。

　ともあれ、頭と背中をなでなでした。

　そして、落ち着いてきたところで、ゆっくりと切り出す。

「なあ紗奈、ひとつお願いがあるんだけど」

「……なに？」

　紗奈が顔をあげ、赤くなった目をこちらに向ける。

「紗奈の小説の挿さし絵え、もしよかったら俺に描かせてほしい」

　ボケなしで、わりと真面目まじめな口調で言ったのに、紗奈はくすくすと笑った。

「にいさま。それはぼくのお願いにゃ」

　その意味を数秒考えて、

「……あ、もしかして昨日言いかけてたやつ？」

「そうにゃ」

「なんだ。だったらその場で言ってくれたらよかったのに」

「……にいさまみたいなすごい人に、こんな図ずう々ずうしいお願い、気軽にできないにゃ」

「水くさいこと言うなよ、俺と紗奈の仲だろ。てか、俺はぜんぜんすごくないし」

「そんなことないにゃ。にいさまの絵は本当にすごいにゃ。……シナリオはぼくのほうが上だけど」

　おい。言ってくれるじゃねーか……。

　紗奈の小説だって、正直かなりぐだぐだだったぞ。

　まあ、創作初心者ってやつは往々にして、自分は天才だと思っている。

　これもふくめて黒歴史になるから、言わせといてやろう。

「んじゃ、俺たちが組めば最強だな」

「にゃ。ラノベの覇は権けんを握って、いずれはハリウッドに殴りこみにゃ」

　……いや、それはちょっと……。

　と思ったものの、水を差すのもあれなので、「お、おう」とうなずいておいた。

「……でも、にいさま。コミカライズはどうするにゃ？」

「残念だけど、断ることにしたよ」

「……それでいいの？」

「ああ。優先順位的に仕方ない」

　これでもけっこう本気で、脳内シミュレーションをしてみたのだ。

　コミカライズをやりながら、ロリたちとの時間もこれまでどおり大切にする。

　結論としては、ネームを毎回一発で通せれば可能かもしれない、という感じだった。

　だけど、それはほとんど不可能だろう……。

　たぶん俺は、余計なアレンジを加えてしまう。勝手にオリキャラとか出しちゃう。リテイクの嵐で、夕ゆ莉りちゃんに毎回キレられるところまで想像した。

　原作側が『なにしてもＯＫ』と言ってくれるならべつだけど、そんな都合のいい話はないだろう。原作ファンにぶっ叩たたかれるのも勘弁だ。そもそも俺自身が原作コンビのファンなので、そういうことはしたくない。

　てゆーか根本的に、締め切りのある仕事を抱えたくない。

　どんな理屈を並べても、けっきょくのところそれに尽きる。

　だって今回みたいに、急にロリに関することを描きたくなるかもしれない。

　あるいはちょっと前にあったように、地方出張についてきてほしいと、突然藤とう花かに言われるかもしれない。

　そうなったとき、自由に動けないのは嫌だ。

　決してコミカライズをやりたくないわけじゃないけれど……。

　むしろできればやりたいけれど……。

　ロリのヒモにとっての最優先は、いつだってロリであらねばならない。

　常にそういう態勢を整えていないといけない。

　俺が漫画を描いていないとき、傍はたから見たらだらだらしているように見えるだろう。

　でも、それは違う。違ったのだ。紗さ奈なのおかげで、気づくことができた。

　俺はだらだらしていたのではない。

　ロリの要請にすぐさま対応できるよう、待機していたのだ。

　言ってみれば、消防士みたいなものである。

　ロリのヒモは二十四時間勤務なのだ！

　むろんほかのことを優先しても、藤花は許してくれるだろう。

　だけど俺自身が、そんな自分を許せない。

　俺は完璧なヒモでありたい。

　だから本当に残念だが、締め切りのあるべつの仕事は受けられない……。

　それが俺の答えだった。

「あはは。にいさまは、ヒモのプロフェッショナルにゃ」

　説明を聞いて、紗さ奈なは笑った。

「ほんとどうしようもないクズにゃ……でも、最高にカッコイイにゃ」

「だろ？」

「うん、大好き」

　紗奈がまたぎゅっと抱きついてくる。

　甘えん坊だなーと苦笑しつつ、俺は頭をなでなでしてあげた。

　三十秒ほどで離れて、紗奈は言った。

「それじゃあ、にいさま。さっそく打ち合わせしていいにゃ？」

「打ち合わせ？」

「挿さし絵えについてにゃ」

「あー、うん、いいよ」

　紗奈とのあいだで打ち合わせなんて言葉を使うのがおかしくて、笑みがこぼれた。

「まずキャラデザにゃんだけど」

「うん」

「ところどころイメージとちがうから、修正してほしいにゃ」

「リテイクかよ!?」

　生意気な！　十分、図ずう々ずうしいじゃねえか！












　しかし、原作者さまのご意向にはできる限り添わねばならない。

　紗さ奈なのリクエストに粛しゆく々しゆくと応じていく。




「服の色がなんかちがうにゃ」

「沙さ夜やのおっぱいはもうちょっと大きくしてほしいにゃ」

「髪型のべつバージョンも見たいにゃ」

「にゃ、目の色のべつバージョンも」

「うーん、ここになにかワンポイントほしいにゃ。ヘアピンとかどうにゃ？」

「やっぱヘアピンじゃなくて、シュシュがいいにゃ」

「やっぱさっきのほうがよかったから戻してにゃ」




　──ラノベの挿さし絵えめんどくせえぇぇぇっ！

　紗奈だからおおらかな気持ちで対応できるけど、ほかの人だったら絶対ムリだわ。

　てか、ラノベの挿絵をやってる人たちって、みんなこんな苦労を乗り越えてるの？

　いくら仕事とはいえ……すげえな。神かよ。尊敬しかない。

　もちろん、どれだけ注文つけてくるかは原作者にもよるだろうけど……。

　制作側としてラノベに関わるのは、今後もやめておこうと思った。







　ちなみに後日。

　俺の挿絵つきで、ほかのみんなも紗奈のラノベを読んだ。

　気になる感想だが──当然のごとく好評だった。

「ほしいところに先生の挿絵があって、とても面白かったです！」

　と藤とう花かは絶賛し、

「よくわかんないところもあったけど、面白かったわ。紗奈にこんな才能があったのね」

　と千ち鶴づるは感嘆し、

「心あたたまる、いい小説だと思います」

　と麻ま耶やさんは優しく微笑ほほえんだ。

「……あ、ありがとにゃ」

　紗奈は頰ほおを紅潮させて、嬉うれしそうにはにかむ。

　モチベーションも上がったのか、早くも二作目に着手したいと意欲を見せた。

　がんばるのはいいことだし、もちろん応援したいと思うのだが……。

　相対的に、俺がサボってるように見えてしまう。できればちょっと、ペースを落としてもらいたいなぁ……と苦笑いする俺であった。










　紗さ奈なのラノベを読んだ、数日後。

　楽しかった夏休みが終わり、カレンダーの絵柄が変化する。

　要するに、九月の初旬。

　今日はみんなで体育の特訓をすることになった。

　種目はソフトバレーボール。

　その名のとおり、やわらかいボールを使って行う、バレーボールっぽいものだ。

　なんでも三人一組のチームを作り、ラリーを続けるテストがあるらしい。

　目標は二十回。

　クリアできなくても特に問題はないのだが、藤とう花かたちは地味に負けず嫌いだ。

　最低でもクラスでビリになるのは避けたい。あわよくば一番になりたい。

　てなわけで放課後、俺とロリ三人は近所の公園にやってきた。

　遊具がすべり台しかない小さなところだ。

　幸いほかに人がいないので、スペース的には十分だった。

　麻ま耶やさんがいたら的確な指導をしてくれただろうが、残念ながら家でお仕事。

　代わりに俺が監督役になった。まあ、いないよりはマシってことで。かわいすぎるロリたちが不審者に声をかけられたりしないよう、見守ることくらいはできる。

「……で？　なんであたしたちはこんな格好させられてるわけ？」

　露骨に不満そうなジト目で、千ち鶴づるが言った。

「なんでって、運動するならそりゃ体操服だろ？」

「だったら学校のやつでいいじゃない！」

　そう。三人が着ているのは学校指定のものではない。

　俺のコスプレコレクションの──ブルマである。

「だってみんなのブルマ姿を見たかったんだもん」

「だもん、じゃないわよ！　この変態！」

　と憤ふん慨がいする千鶴を、

「まあまあ。動きやすくていいじゃないですか」

「そうにゃ。すばやさがあがった気がするにゃ」

　藤花と紗奈がなだめる。

「いや、ぜんぜんよくないわよ」

「じゃあ、なんで着替える前に文句を言わなかったにゃ？」

「──っ」

　紗さ奈なにツッコまれて、千ち鶴づるが言葉に詰まる。

「そ、それは……っ」

「ほんとはにいさまに見られたかったからにゃ。ぼくもそうだからわかるにゃ」

「ち、ちがっ……あたしはそんなこと」

「あるにゃ。千鶴はむっつりにゃ」

「うぅ……そういう紗奈もハルに見られて喜ぶとか、えっちじゃない！」

「……ひ、否定はしないにゃ」

　顔を真っ赤にして千鶴が怒鳴ると、紗奈もぽっと頰ほおを染めてうなずいた。

「……その理屈だと、わたしもえっちなんですかね？」

　同じく藤とう花かも赤面し、上目遣いで訊たずねてくる。

「あー、どうだろうな……」

　女子に対して、『おまえはえっちだ』と言うのはセクハラ以外のなにものでもない。

　が、男に見られたい願望はどう考えてもえっちだしな……。

　いや、そうでもないか？　露出的なことではなく、かわいい格好を見てもらいたいってことなら、わりとふつうの感情な気がする。うーん、難しい……。

「まあ、すくなくとも、俺に比べればまだまだだな」

　悩んだ末、そんなふうにお茶をにごした。

「ちなみに先生は、えっちな女の子とえっちじゃない女の子、どっちが好きですか？」

　続けて、すごい質問をしてくる藤花。

　千鶴と紗奈も興味があるのか、じっと俺を見つめていた。

　三人とも真剣な面おも持もちだ。

　であれば俺も、真剣に答えなくてはなるまい。

「そのときの気分にもよるけど……基本的には清せい楚そなんだけど、えっちな心を秘めている女の子が好きかな。三人とも素質はあると思うよ」

「……あ、ありがとうございます」

「べ、べつにあたしは、そんなのぜんぜん秘めてないし……」

「にゃあ……」

　三人は照れくさそうに、もじもじとうつむいた。

　ちなみに、麻ま耶やさんもそのタイプだと俺は確信している。

　いまはまだ命が惜しいけど、いつか踏みこんでやりたいものだ。

「……まあ、ブルマについてはこの際よしとするわ」

　仕切り直して、千鶴がまたツッコんでくる。

「でも、その水鉄砲はなに？」

「熱中症対策だよ」

　俺は大きな水鉄砲を持参していた。

　二週間くらい前にネットで衝動買いしたものだ。

　今日まで眠らせていたが、夏が終わる前に出番があってよかった。

「まだまだ残暑が厳しいだろ？　だからちょこちょこ水をかけて涼ませようと思って」

「さすが先生。素晴らしい気配りです」

「にいさまが回復役ヒーラーなら安心にゃ」

　顔をほころばせる藤とう花かと紗さ奈な。

「そんなこと言って、ただ単に水鉄砲を使いたかっただけでしょ」

　ほぼ正解を言い当て、千ち鶴づるはやれやれと嘆息した。

　下へ手たに否定しても墓ぼ穴けつを掘るだけだろう。

「んじゃ、がんばって練習してくれ。ケガには注意してな」

　と強引に話を進め、華麗にスルーを決めこんだ。

「はいっ」「はいはい」「にゃっ」

　返事をして、まずはストレッチをする三人。

　俺は水道のほうに歩み寄り、水鉄砲のボトルに水を入れた。

　そして近くのベンチに腰をおろし、空気をシュコシュコためながらロリたちを見守る。

　ガードマンになった気分でちょっと楽しい。

「それじゃ、行くわよ」

　十分に身体をほぐしたあと、千鶴のかけ声でラリーをはじめる。

　……まあ、そんで。

　ある程度予想はしていたけど、わりと残念な感じだった。

　目標の二十回どころか、半分の十回も続かない。

　千鶴はふつうにうまいのだが、藤花と紗奈が足を引っ張っていた。

「ああっ、すいませんっ！」

　藤花は単純に運動神経がアレで、

「あっ、ごめんにゃ……っ！」

　紗奈は力が入りすぎているせいで、コントロールがいまいちだった。

「いまのはしょうがないわね。次は七回を目指しましょう」

「はいっ」「にゃっ」

　それでも千鶴が明るく声をかけているおかげで、楽しそうな雰囲気だった。

　十分ほど経たったところで、最初のインターバルを置く。

　水鉄砲での冷却タイムだ。

「一番にほしい人はだれー？」

「はいっ、お願いしますっ」

　笑顔で挙手して、藤とう花かが俺の前に立った。距離は二メートルほど。

「大丈夫だと思うけど、痛かったら言ってな」

「承知しました」

　トリガーを引き、水をぴゅーっと出す。そこそこの勢いで、藤花にかかった。

「あははっ、くすぐったいですっ」

　身をよじって笑いながら、水を浴びる藤花。

　体操服が濡ぬれて、ぴったりと肌に張りついた。

　胸のあたりにブルーの布が浮かんでくる。

　下着、ではなく水着だ。三人には、下にビキニを着てもらっていた。

　だから透けても大丈夫。紳士的な配慮に抜かりはない。

「ありがとうございます！　いい感じの温度で、気持ちよかったです！」

　満面の笑みでお礼を言われた。

　喜んでくれてなにより。やっぱり水鉄砲を持ってきてよかったな。

「次はぼくにゃっ」

「はいよ」

　空気をシュコシュコして、今度は紗さ奈なに向けて発射する。

　藤花のときより勢いは落ちたが、浴びる側としてはちょうどよかったようだ。

「にゃーん、気持ちいいにゃ♡」

　紗奈は目を細め、みるみる濡れ透け状態になった。

　ビキニの色はライムグリーン。目に優しくていい感じ。

「千ち鶴づるもやるよな？」

「──あ、あたしはいいわ」

　シュコシュコしながら訊たずねると、千鶴は首を横に振った。

「え、なんで？」

「……べつに、そんなに暑くないからよ」

　あきらかに噓うそだ。この気温で運動して、暑くないわけがない。

　では、拒否する理由はなんだろう……？

　そう思ってよく見ると、千鶴の頰ほおはほんのりと赤らんでいた。

　暑さのせいだろうか？　いや、違う。

　たぶん、スケスケになるのが恥ずかしいのだ。

　その証拠に、藤花と紗奈の体操服をちらちらと見つめていた。

　……ふむ。となると、俺はどうするべきか。

　ふつうに考えたら、ロリの意志を尊重するのが正解だ。

　しかし、羞しゆう恥ち心しんと健康。どちらが大切かといえば、それは断然後者である。

　千ち鶴づるが熱中症になるくらいなら──俺は心を鬼にする。

　セクハラ野郎と罵ののしられるのを覚悟で、指示を出した。

「藤とう花か、紗さ奈な。逃げられないよう千鶴を捕まえて」

「──え？」「はいっ」「にゃっ」

　戸惑う千鶴を、藤花と紗奈が素早く背後から抱きしめた。

「ちょ、なにするのよ……!?」

　千鶴は焦って抵抗するも、二対一ではどうしようもないらしい。

「てゆーか、ふたりとも濡ぬれたままくっつかないで！」

　と、怒鳴ることしかできなかった。

「すいません千鶴！　先生のご命令なので！」

「にいさまには逆らえないにゃ！」

　申し訳なさそうに言い返すふたり。けれど、どこか楽しげだった。

　俺がクズいことをすると察しているのだろう。

　ならば、その期待に応えねばなるまい。

　身動きがとれず、やりたい放題の千鶴に、俺はあえて邪悪な笑みを向けた。

「ふっ、解放してほしければ、おとなしく俺の水を浴びるんだな」

「はあ!?　いやよバカ！　ふざけないで！」

「まあ、嫌がっても浴びせるけどな」

　そう言って、シュコシュコと空気圧を高めていく。

「さーて、千鶴ちゃんのビキニは何色かなぁー？」

「なっ、なによそれ!?　やっぱり透けさせるのが目的だったのね！」

「いやいや、あくまで熱中症対策だって」

　千鶴の胸あたりに照準を合わせる。

「──こらっ、やめなさい！　やったらほんとに怒るからね！　この変態！」

「大丈夫。恥ずかしいのは最初だけ。慣れたらすぐ気持ちよくなるよ」

　な？　と経験者に振る。

「はい。冷たくて、とっても気持ちいいですよ」

「にいさまウォーターは最高だにゃ」

　藤花と紗奈はうっとりとした笑みでうなずき、

「千鶴も一緒に気持ちよくなりましょう？」

「そうにゃ。安心して、にいさまに身をまかせるにゃ」

「うぅ……」

　親友たちに誘惑され、千鶴が赤い顔でうなる。

　透けるのは恥ずかしいけど、水を浴びて涼みたい。

　そんな葛かつ藤とうが手に取るようにわかった。

　だから、言い訳を用意してあげればいい。自分の意志ではなく、あくまで俺にやられて仕方なく濡ぬれたってことにすれば、千ち鶴づるのプライドは守られる。

　いやー、自分で言うのもなんだけど、俺って気遣いができる紳士だなぁー。

「じゃ、覚悟はできたかな？」

「……や、やれるもんならやってみなさいよ！」

　ゲスい笑みで告げると、千鶴はキッと俺をにらんだ。

　女騎士を捕まえたオークってこんな気分なんだろうか。

「ククク、強がってられるのもいまのうちだ。すぐに自分からほしがるようになる」

　仕上げとばかりに激しくシュコシュコして──トリガーを引く。

　ぴゅーっ。

「──あっ、やっ、ダメっ……！」

　紗さ奈なが言うところの『にいさまウォーター』が勢いよく放たれ、発展途上である千鶴の胸元にかかった。弾はじけた水滴がきらきらと光る。とても綺き麗れいな光景だ。

　漫画に活いかすため、しっかりと目に焼きつけた。

　そして。

『にいさまウォーター』は体操服にシミを作り、乙女の柔やわ肌はだをあらわにする。

　千鶴のビキニは、レモンイエローだった。

　ハキハキとした千鶴にぴったりで、健康的な魅力にあふれていた。

「うぅ……屈辱だわ……」

　千鶴は顔を真っ赤に染めて、大きく吐息をもらす。

　その様子に藤とう花かがくすりとして、

「でも、気持ちよかったでしょう？」

「……べ、べつにそんなことないわ」

「うそにゃ。いい感じに力が抜けたにゃ。身体は正直にゃ」

　紗奈はイタズラっぽく笑い、千鶴の肩をもみもみした。

　意地を張っても無駄だと思ったのか、千鶴は観念したように苦笑する。

「……まあ、そうね。悔しいけど、悪くなかったわ」

「ふふふ、先生のすることに間違いはないんです」

「……無駄にセクハラっぽくするのは、やっぱりどうかと思うけどね」

「ドキドキしていいじゃないですか。それもふくめて、先生の手腕です」

「世間では評価されない項目にゃ」

「ノーベルヒモ賞の設立が待ち遠しいですね」

　和わ気き藹あい々あいといった雰囲気。

　狙いどおり適度に涼めて、リラックスできたようだ。

「じゃ、練習に戻るわよ」

「はい」「にゃ」

　やる気満々の笑顔で、ロリたちが練習を再開する。

　俺は空っぽになった水を補給して、がんばる三人にあたたかな眼まな差ざしを向けた。







　その後も十分おきに水浴びタイムを設けて、トータルで三十分ほど経過する。

　水分補給もしたほうがいいと思い、俺はいったん公園を出た。

　すぐ近くの自販機でスポーツドリンクを買ってあげる。

　まあ、元は藤とう花かのお金だけど。ちゃっかり俺のぶんも購入させていただいた。

　水鉄砲を右手で持ち、四本のペットボトルを左腕で抱え、公園に戻る。

　そして、一生懸命ラリーを続けるロリたちが見えたところで、

「──ああ、ちょっときみ」

　後ろから声をかけられた。振り向くと、男性の二人組。

　ひとりは四十歳くらいのおっさんで、もうひとりは二十代半ばくらいのメガネ男子。

　ふたりとも同じ制服を着ている。水色のシャツに、紺色のズボン。

　すなわち──警察官だった。

「え？　あ、はい。なんですか……？」

　怖こわ々ごわと返答する。

　なにも後ろ暗いことはしてないのに、びびってしまうのはなんでだろうね。

「えーと、すいません」

　俺という一般市民を安心させるためか、若いほうが穏やかな口調で言う。

「実はですね、この公園に不審者が出たという通報がありまして」

「えっ、まじですか!?」

　生まれてはじめて警察沙汰を身近に感じ、目を見開いて驚いた。

　うわー、怖こえぇ。俺たちが来る前だろうか？　物騒な世の中だぜ……。

「はい、まじなんです。それでですね、誰か怪しい人を見ませんでしたか？」

「いえ、ちょっとわかんないですね」

　俺が首をかしげて答えると、今度はおっさんのほうが口を開く。

「ちなみにその不審者は──水鉄砲で女の子に水をかけていたらしい」

　………………え？　それって、まさか……？

　ありえない可能性に思い至り、俺はガクガクとふるえた。




　──いや、それは本当にありえないことなのか？

　──いつだってそのリスクはあったんじゃないのか？




「その手にあるものはなんだ？」

　俺の手元をジロリとにらみ、おっさんがドスの利いた声で問うてくる。

「……み…………です」

「あ？　はっきり言え」

「……水鉄砲、です」

「そうだよな」

　おっさんはうなずき、俺の肩に手を置いた。




「ちょっと交番まで来てもらおうか」




　その瞬間、やかましい音があたりに響く。

　手から離れた三本のペットボトルが、アスファルトを転がる音だった。

　あるいは──俺の人生が崩れ落ちる音だった。












あとがき







　お世話になっております。暁あかつき雪ゆきです。

　作家人生初の３巻。こうして出すことができて、とても嬉うれしく思っています。

　これもひとえに皆様の応援のおかげです。まことにありがとうございます！

　今回はあとがきのページ数が多めです。なにを書こうか知り合いに相談してみたところ「やっぱ裏話的なのがいいんじゃね？　作者がなにを考えて書いたのか気になるし」といった回答をいただきました。これまであとがきで作品の中身にふれるのはあえて避けていたのですが、ぼくも裏話を読むのは好きなので、ちょっと実験的にやってみたいと思います。ネタバレもありますので、本編未読の方は注意です。





・ロリヒモ宣せん誓せい



　いわゆるツカミです。いくつも候補を考え、担当さんに相談して最終的に直感で選んでいます。なので意外に時間がかかっています。ちなみにいま気づいたのですが、『先生』とかけたわけではないです。ダジャレは好きですけどね。





・大おお阪さかパート



ぼく「作中で大阪に行くことになっちゃったんですけど、行ったことないので大阪の町並みとかぜんぜんわかんないんですよね。どうしたらいいでしょう」

担当「いや、取材旅行に行きなさいよ」

ぼく「でも、大阪は遠いじゃないですか」

担当「知りませんよ。作品をよりよくするのがプロの作家でしょう」

ぼく「──あ、そうだ。ずっとホテルにこもってることにすればごまかせます！」

担当「ぐだぐだ言ってないでさっさと行け！」

　そんなわけで、はじめて取材旅行というものをしました。観光名所をネットで調べ、ひとりで大阪巡り。死ぬほど歩き疲れましたが、行ってよかったと思いました。ちなみに、初稿ではもっと大阪パートが長かったです。道どう頓とん堀ぼり以外にもあちこち足を運んでいました。が、いまいち盛り上りに欠けていたので、カットすることになりました。その代わりランジェリーショップやお風呂でのシーンが加筆されています。的確な判断ですね。





・メイド汁



　麻ま耶やさん回です。ぼくもメイド汁をのみたいです。





・ロリコミ



　夏コミは去年取材に行っていて、その際へんりいだ先生の本を購入しました。

　大切な資料です。





・職業ロリのヒモ体験



　ほぼ夕ゆ莉りちゃん回です。本文にちょろっと出ている『ヒモさまゲーム』ですが、こちらは書き下ろしで、ドラマＣＤの特典エピソードになっております。キャストの皆様の演技がたいへん素晴らしいので、よろしければ聴いてください。手て前まえ味み噌そですが、本当に面白く仕上げてくださっています。なにとぞお願いします！





・ロリとプリクラ



　千ち鶴づる回です。これも取材のため某ゲームセンターのプリクラゾーンに足を運びました。

　想像以上にアウェーだったので、数分ですたこら逃げてしまいました……。





・ロリＳＭ



　へんりいだ先生が描くボンデージ衣装が見たいなぁ……。

　完全に公私混同ですが、そういう気持ちがなかったといえば噓うそになります。

　でも、読者さまにも喜んでいただけると確信しております。実際、最高でしたよね？

　取材に行ったかどうかはご想像におまかせします。





・ロリばーじん



　紗さ奈な回です。「このヒモ、なにを言ってるんだろう……？」と書きながら思いました。

　まあ、それはこの回に限らず、わりとよく思っているのですが。





・ハイきゅーぶ！



　へんりいだ先生が描く濡ぬれ透けが（以下略）。

　このあとの展開は……乞こうご期待です！




　それでは、謝辞でございます。

　へんりいだ先生。今回も美麗なイラストで本作の魅力をロリ億倍にしてくださり、本当にありがとうございます！　もしぼくが石油王になったら先生のパトロンになります！

　担当さまをはじめ、本書に携わってくださったすべての方にも多大な感謝を。

　そしてここまで読んでくださった、あなたさま。重ねてお礼申し上げます。

　皆様とまたお会いできることを心から願っています。









　著者

　暁雪（あかつき・ゆき）

　　第10回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　「ひとりで生きるもん！」でデビュー。神奈川県在住。

　　怖い話をします。電車での移動中、本作のネタを考えているときのことです。ぼくは無意識のうちにこうつぶやいていました。「ロリＳＭ……ロリＳＭ……」と。

　　もし通報されたら弁護をお願いします。




　イラストレーター

　へんりいだ

　　漫画家、イラストレーター。

　　女児向けファッション雑誌集めが趣味。

　　最近はフリースタイルラップの動画漁りにお熱。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／へんりいだ

　　装丁／AFTERGLOW
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